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　今は昔、夢む漏ろ町まち幕府の頃ころ、さる山寺にイックーさんという、たいそうイキやすい小こ坊ぼう主ずがおったそうな。

　春風に産うぶ毛げを撫なでられただけで達し、夏ともなれば女子たちの服が薄うすくなるので達し、秋は紅葉もみじが美しいからと達し、冬は炬こ燵たつの中で達した。

　ある夏の夕暮れのことじゃ、寺の裏に小坊主たちが集まり、なにやらヒソヒソと悪だくみをしておった。

　通りかかったイックーさんを、うち一人が呼び止めた。

「おい、イックー！」

「ンッ!?」

　イックーさんは驚おどろいて軽くイッてしまったが、小坊主たちは彼の絶頂を知らずに言葉を続ける。世の中というものはまっこと、イキやすいと生きにくいものよ。

「おまえ、知ってるか？」

　イックーさんは、必死に衝しよう動どうを抑おさえ込んだ。

「な……んッ……何を、ですかァ……？」

「和お尚しようさまったら、あまーい蜜を、どっかに隠かくしてるみたいなんだ」

「ツボにいっぱいあるそうだぜ！」

「ンッアアアァァーッ！」

　蜜ツボ……その言葉の響ひびきだけで、イックーさんはイッてしまったそうな……

「イックーおまえ、なにか知ってるか？」

「ハァハァ……い、いえ……何も知らないです、蜜ツボのことなんて……どういう形なのかとか、実物見たことないんで……」

　イックーさんは悲しくなってしまった。イックーさんは一度イッてしまうと、しばらくは賢けん者じやの刻ときと呼ばれる、悟さとりの境地へと至るのじゃ。

「そうかあ……あるのは確かなんだ。和尚さま、子供がナメたら死ぬ毒だとか、見え透すいたウソついてたから」

「確かに子供には毒かもしれませんが……」

　イックーさんは冷静に言ったのだが、小坊主たちは収まらぬ。

「おれたちに内ない緒しよで独ひとり占じめなんて、ひどいよなあ！」

「こうなったら、和尚さまの部屋に忍しのび込んで、みんなでナメてやろうぜ！」

　やんちゃな小坊主が先導し、早さつ速そく向かおうとする一同に、イックーさんはせいしをかけた。

「あの……ちょっと待ってください、疑問なんですが……」

「なんだよ？」

「その蜜ツボは、和尚さまのなんですか？」

「ん？　どういう意味だ？」

「つまり、和尚さまは……女？」

　小坊主たちは顔を見合わせた。微び妙みような空気が流れた。

「何言ってんだおまえ……」

「え……」

「その蜜っていうのはな、村の人がお寺の皆みなさんにってくれたモノだそうだ。だから誰だれのものかというと、みんなのモノってことになる……そうだろ？」

「ンッアッ……！」

　小坊主の説明に、イックーさんは驚きよう愕がくした──村の人が蜜ツボをくれて、和尚さまがそれを隠している？　なんてことだ……あの和尚さま、もうすっかり枯かれたような顔をして、ずいぶん生なま臭ぐさだ……

「そんな背徳的な風習が……！」

「なんだ？　いい子ぶりやがって、おまえも一いつ緒しよに来るんだよ」

「えっ、なぜ！」

「おれたちの計画を聞いたんだから、おまえも一いち蓮れん托たく生しようだ。興味あんだろ？」

「え、まあ……そりゃ、ありますよ、ないわけがない……でもそんな……」

「おまえに一番にナメさせてやるから、ごちゃごちゃ言うな」

　イックーさんは生なま唾つばを吞のみ込んだ。

「アッ……わ、わかりましたよ……イキます……！」

　イックーさんの賢者の刻ときは、それほど長くは続かないのじゃよ。

　さて、和尚さまは村に法ほう会えに行っており、遅おそくまで戻もどらぬ。それをよいことにイックーさんと小坊主たちは懸けん命めいに探したが、折しも宵よいが迫せまり、辺りは暗くてかなわぬ……皆が諦あきらめかけたそのとき、

「──あっ、あったぞ、ツボだ！」

　小坊主の一人が、掛かけ軸じくの裏に隠されたツボを見付けよった。

「[image: ]ッー！」

　イックーさんはイキかけたが、必死に堪こらえた。蜜ツボを目前にしてイクわけにはいかぬ。そんなことでは蜜ツボに笑われるでのう。

「ほらイックーこっち来いよ、約束通りおまえからだ」

「えっ、で、でも……わたしヤッたことないんで……どうしたらいいのか……！」

　恐おそる恐る歩み寄ったイックーさんの手を、小坊主が強ごう引いんに摑つかんだ。

「何言ってんだ、口から指を入れて蜜をすくい取ればいいだろ、ほら」

「あッあァ、そんな──！」

　その手が蜜ツボの中へと導かれ……その指先がねっとりとした蜜に触ふれた瞬しゆん間かん、

「アッウックウゥゥウッ！　アッアッアァグッ……ア……！」

　イックーさんはもう辛しん抱ぼうたまらず、イッてしもうたのじゃ……哀あわれなことよ。

「は、ハァ、ハァア……うッ……ん、あ……え？」

　そして、派手にイッてしまってから、イックーさんは気付いた。

「ハッ……あ、あの……これ、なんですか？」

「なにって蜜だよ、早くナメろよ」

「……これ……蜜ツボじゃないですか！」

「だから最初からそう言ってるだろ」

「えー……ちょっと……ガッカリですよこれは」

　イックーさんは、一人だけ大人びた表情で言った……そう、賢者の刻ときが訪おとずれたのじゃ……

「なんだよおまえ……」

「蜜ツボって言うから期待してたのに……これ蜜ツボじゃないですか」

「何言ってんのかわかんねえ……」

「もういいだろ、早く皆でナメちまおうぜ！」

　と、そのときのことじゃ……

「──こらあーっ！　貴様らわしの部屋で何をしとるんじゃあ！」

　大だい喝かつ一声！　山が揺ゆれるとはこのことよ。

「やべっ！　和尚だ！」

「逃にげろ！」

　小坊主たちはほうほうのていで逃げ出したそうな。だが、賢者の刻ときに突とつ入にゆうしたイックーさんは、指先をチュパチュパとナメながら佇たたずんでおった。

「まったく……む、イックーめ！」

「ああ、和尚さまか……お帰りなさい」

「おまえ、とんでもないやつじゃ！　それは子供がナメたら死ぬ毒じゃと言うておいたものじゃぞ！」

　イックーさんの表情には、大人びた切なさがあった。

「わたしはもう……皆より少しだけ大人なのですよ……和尚さま」

「な、何を言うとる……！」

「元より隠しておくなど、無体なことをなさるから、このようなことになるのです。分け合うのがよろしいかと存じます」

「クッ……もうよい、いけ！」

　イックーさんはさみしげに微笑ほほえむと、部屋を後にした。

「イキましたよ、とっくにね」
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　ある秋の日のことじゃ、和お尚しようさまが所用で都にイクというので、イックーさんもお供をすることになった。

　イックーさんは恐れおののいたそうな。刺し激げきの少ない山寺の暮らしであればなんとか堪えられるが、都にイッたらどうなってしまうのか……

「ンッ！」

　想像しただけでイキかけてしまうのじゃ。

　悩なやみ抜ぬいた末、イックーさんは全身を荒あら縄なわで縛しばり、その上から法ほう衣えを着ることにした。この痛みに意識を集中すれば、イクことはないだろうと思ったのじゃ。

　だが、浅はかであった。

「ンッ、ホオ……グッ！」

　道すがら荒縄が肌はだにこすれる痛みが、段々と気持ちよくなってきてしまってな……救われぬことよ。

「大だい丈じよう夫ぶかの、イックー？　長旅で疲つかれたろう」

「アッ……ンッ……オッホオオオオォ……」

　もはや人間の言葉すら失いかけておったそうな……

「もうすぐ都じゃ、ゆっくり休めるぞ」

「オアアァーッ！」

　哀れじゃな。

　さて、その頃ころ都ではちょっとした騒そう動どうが起きておった。

　亀き頭とう屋や某なにがしという初老の男がおってな。この亀頭屋、卑ひ猥わいなものを売って財を成し、その卑猥なものが将軍・足あし嗅かぐ義よし満公に気に入られて幕府御ご用よう達たしとなった。性しよう根ねのよくない男で、権力を笠かさに着てヤリたい放題ヤッておったそうな。

　その亀頭屋が、自分の店の前にある橋の渡わたり口に木札を立てよった。

『このはしでイクべからず』

　都の民たみは困こん惑わくした。

　橋で行くなとは、この橋を渡ってはならぬということ。この橋は生活上の要所であり、使えぬとなれば、かなり大回りをせねばならぬ。

　直じか談だん判ぱんをする者もあったが、亀頭屋は卑猥なものを撫なでながら、

「わしの言うことは将軍さまの言うこと。文句があるなら将軍さまに申されよ」

　と言うばかり。

　くだんの橋の前までやってきた和尚さまは、町人から事情を聞くと眉まゆをひそめた。

「亀頭屋さまも身勝手をなさる。どれ、ここはひとつわしが説法を……」

「ンッオオオオオオォ！」

「イックー!?」

　和尚さまは驚おどろいた。なにしろ、ビクンビクンと痙けい攣れんしながら隣となりを歩いていたイックーさんが、突然走り出したのだから。

「母上様……お元気ですか……ンッ！　ゆうべ……ンッ！　スギ……イキスギの……」

　イックーさんはうわごとを繰くり返しながら、とうとう橋を渡り始めてしまった。イクのを我が慢まんしすぎると、人は獣けものになるのじゃな……こうなるともう何も考えられぬ。

　濁にごった眼まなこはただひたすらに、亀頭屋の店の軒のき先さきを見ておった。正確には、そのチン列棚だなに置かれた卑猥なものをな……餌えさと見れば飛びつくさまは、まさしく獣であろう？

　そうしてイックーさんが橋を半ばまで渡ったとき、何が起きるのかと固かた唾ずを吞のんで見守っていた町人たちの中から声が上がった。

「まあ、あの小こ坊ぼう主ずさま、橋を渡ってイクわ！」

　色いろ艶つやめいた若い娘むすめの声でのう……娘に見られていると知ったイックーさんは、橋のどマンなかで立ち止まった。ふと人としての意識を取り戻もどしてみれば、イキかけた自分が大多数の人に見られているのだとわかり、もうしんぼうたまらぬ……

「ハイッッッ、イキますッッッ！」

　宣言をしてから、

「イッグウウゥゥゥゥゥ！」

　激しくイッたそうな……

「フアッ……あ……フゥーッ……ンッオウゥ……」

　余よ韻いんに身を震ふるわせていると、亀頭屋が怒いかりに顔を歪ゆがめながらやってきた。

「困りますなあ、小坊主さま！」

「……おや？」

「立て札をご覧にならなかったのですか？　この橋でイクなと書いてあったはず……これは問題ですぞ！」

　イックーさんは、この上もなくスッキリした顔をしておったそうな……そう、賢けん者じやの刻ときじゃ！　しかも、今までで最大のイキっぷりだったため、悟さとりもより深い……

「……イッてませんよ、ハシではね」

「ウソを言いなさるな、わしは職しよく業ぎよう柄がら、イッたかどうか見ればわかる！」

　イックーさんは穏おだやかに微笑んだ。

「わたしは、端はしではイッておりませんよ……マン中で堂々とイッたのです。皆みなさんに見られながらイッたのです……！」

「なに！」

「今度は漢字でお書きなされ、亀頭屋さま」

「くっ……もうよい！　この変態めが！」

　してやられた亀頭屋は、卑猥なものを撫でながら、悔くやしげに去っていったそうな。

　このやりとりを見ていた都の人々は、「ああ、なんだ、イクってそういう意味か……」と理解し、その後は普ふ通つうに橋を渡れるようになったそうじゃ。

　よかったのう。よかったよかった……たいそうよかった……







　さて、しばらく後のこととなる。

　当時、あの金カク寺に住んでおった三代将軍・足嗅義満公は、参さん内だいを許された亀頭屋からイックーさんの噂うわさを聞くと、並ならぬ興味を示されたそうな。

　将軍さまは、自らの足の匂においを嗅かぎながら仰おおせになった。

「──ほう、その小坊主は、それほどなまイキか？　クンカクンカ」

「ええ、たいそうなまイキな小坊主で……思い出すだに腹が立ちまする！」

「クンカクンカ、どれほどなまイキなのだ？」

「派手にイキまして御ご座ざいます……」

「ふ、ふ、ふ……たまらぬ……」

　将軍さまは、指の間の匂いを嗅ぎながら仰せになったそうな。

「その小坊主、連れて参れ」

「は……？」

「どれほどのイキっぷりか、見てやろう。わしが直々に足の匂いを嗅いでくれる」

　時フエ代チズムが、動き出そうとしておった……
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　山がくれないに染まる頃には、イックーさんはすっかり縛りプレイに目覚めてしもうたそうじゃ。おもむき深いことよな。

　都にイッてからというもの、チクチクした感覚がやみつきになってたまらぬ。

「ンッ！」

　門前で落ち葉掃そう除じに精を出しながら、イキかけて精を出しておると、石段を上がってくる影かげがあった。総そう髪はつのお武家さまである。

「これ、小坊主！　モグモグ」

「ンッ!?」

　七割がた、イッてしもうた……

「……どうしたでござる？　いきなり背筋をピーンとして」

「いえ……急でしたので……ッン……何か御用ですか？」

「和お尚しようさまにお会いしたいが、おられるか？　モグモグ」

「はい……あの、どちらさまで？」

　お武家さまも、ピーンと背筋を伸のばした。

「拙せつ者しや、蜷にな川がわ†原罪ＳＩＮ†右衛え門もん親ちか当まさ。またの名を蘊うん智ちと申す。将軍さまのおつかいで参った、モグモグッ！」

「えっ、足あし嗅かぐ義よし満公の！」

　イックーさんはたいそう驚いたが、イクのは我慢した。将軍さまでイッてしもうては、なんとも哀かなしすぎるからのう。

「ンッグ……し、失礼しました、どうぞこちらへ……」

　先んじて歩きながら、ずっと気になっていたことを尋たずねてみた。

「あの……先ほどから何をお食べに？」

「もぐもぐ、カリントウにござる」

「それにしては軟やわらかそうな」

「カリントウにござる」

「一つくださいませんか？」

「やめておけ」

　お武家さまは、ふと真顔になったのじゃ……はて、一体何を食べておるのやら……

　やがて和尚さまの部屋に着いた。

「ん？　イックー、そちらは？」

「シンえもんさんです。将軍さまのお遣つかいで来られたとか……」

　和尚さまとイックーさんが交かわす言葉に、シンえもんさんは目を丸くした。

「おお！　ではおぬしがイックーどのか！」

「え？　あ、はい……確かにわたしがイックーですが……」

「将軍さまが是ぜ非ひ連れて参れと仰おおせになったのです、モグモグゥ！」

「えっ、なぜ！」

　シンえもんさんは、ニヤリと笑ったのじゃ。

「なんでも、橋のどマン中で見事にイッたらしいではないですかあ、モグモグ……」

「ヒッグゥ！」

　イックーさんは怖こわすぎて、ほぼイキかけた……考えてもみよ、国の最高権力者が、自分がイッたタイミングを把は握あくしているというのは、怖いことじゃぞ……

　もしかして……公衆の面前でイッたことを、咎とがめられるのか？　縛しばり首だろうか？　もう全身ギッチギチに縛っているから、これで勘かん弁べんしてくれないか……

　しかし、逃にげるすべも思いつかぬゆえ、いよいよ観念し一いつ緒しよにイクことにした。

「おお、では早さつ速そく……モグモグ！」

　先に出てイこうとするシンえもんさんに、和尚さまはふと問うた。

「シンえもん殿どの、何をお食べに？」

「カリントウ」

　本当かのう？

　まあ、ともかく二人はアンッコク寺を出立し、金カク寺へ向かったそうじゃ。

「──おお、おぬしがイックーか、クンカクンカッ！」

　将軍さまは、足の指の間の匂いを激しく嗅ぎながら、待っておった。

「は、はい……」

　イックーさんは、ちぢみあがっておったそうな。

「クンカクンカ……そうかしこまるでない、ちこう寄れ」

「え……綺き麗れいにしてありますよ……？」

　イックーさんがおずおずと部屋に入ると、将軍さまは扇せん子すの代わりに足の指で口元を隠かくしながら言うた。

「おぬし……随ずい分ぶん派手にイクそうではないか、ん？」

「え……いや、それほどでも……」

　照れる。

「クンカクンカ！　今日は一つそれを見せてみよ……おい、あの屛風を持て！」

　将軍さまは手を打つと、部下に命じて一いつ双そうの屛風を持ってこさせた。

「見よ、この屛風……この描かかれた女の、艶つやめいた姿を……さあ、この女でイッてみせい！」

「ハッウンッッッッッアッアッグァ……！」

　言われるまでもなく、イックーさんは、とっくにイッておったそうな……

「……お、おお、もうイッたでござるか！」

　あまりの早はや業わざにシンえもんさんが驚おどろきの声を上げ、

「む……なんじゃ……派手にイクと聞いておったのに、この程度か……」

　将軍さまが落らく胆たんの声を上げたとき、

「ンッハッ……ハアァックッ、ウゥッ……ウウゥゥウウウウイッ！」

　イックーさんは余よ韻いんを味わいながらも、不思議な感覚に包まれておった……イッたのに、イッてなかった……夢なのに、夢じゃなかった……そんな感覚にのう。

　なんだ、これは……精力が……みなぎる……

　二次でイッたとき、人は罪悪感を覚えるもの……そうであろう？　その罪悪感が、イキながらにして完全にはイケておらぬ、賢けん者じやの刻ときを迎むかえながらも欲望をたもつ哀しみの戦士に、イックーさんを生まれ変わらせたのじゃ……

　せつないのう。

「……将軍さま」

「なんじゃ……ハッ!?　おぬし、なぜ脱ぬいでおる！」

　イックーさんはおもむろに法ほう衣えを脱ぐと、その身体からだをギッチギチに縛りつける荒あら縄なわをほどき、両手に構えよった。

　目が血走り、なにかが先走っておったそうな。

「それほどまでにわたしにイケと言うのであれば……女を屛風から出してください……」

「え……何を言っとる、お前……」

「さあ、縄を用意しましたよ！　すぐに女を出してください！　そうしたらわたしが縛りますから！」

「ちょ、待……」

「出あぁぁァーせええええェェェェェェェーッ！」

　イックーさんは、泣きながら雷らい鳴めいのごとく絶ぜつ叫きようしたのじゃ……

「人にイケと言っておきながら二次で済まそうなんて、それが将軍さまのすることですか！　あまりに残ざん酷こくだと思いませんかアァァーッ！」

「お、落ち着いて、イックーどのォ！」

「黙だまれ、うんこ！」

　哀しみの戦士、イックー早ソウ潤ジユンはもうとまらぬ。

「ウワアアァァァァァァァァァァァアアアアッイグッイグゥーイグッ！」

　屛風に縋すがり付いて、泣いておるではないか。ゴンゴンと頭ず突つきをし、二次元にイキたくてイキたくてたまらぬ様子じゃった。絵の女に縄をかけようとしたり、必死でのう。

　いやはや、泣けてくるわい。

「確かに……そうかもしれぬ……わしが残酷すぎたのか……！」

　すっかりおかしくなってしまったイックーさんの姿を見て、将軍さまは恐おそれおののいたそうな……人とはこれほどまでに、三次元を求めるのかとな……

　それ以降、将軍さまも少しはこりたそうな。人の性せい義ぎをたやすく遊びのタネにすると、とんでもない状態になってしまうとわかってのう……

　さても、めでたいことじゃて。
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　しばらくあって、縛りプレイにも飽あきてきたイックーさんはふと大たい悟ごし、おしりを開発し始めたそうな。

　たのもしいことよ。

　長い長い冬をヌけて、アンッコク寺には春が訪おとずれておった。

「ンッ……！」

　長い長いモノを使い、イックーさんにも春が訪れておった。

「これ、イックー、イックー！」

　本堂の物もの陰かげでひそかにたのしんでいたイックーさんのもとへ、和お尚しようさまがやってきた。

「入るときはノックしてください！」

　イックーさんは慌あわてて道具類を隠した。

「おお、すまんすまん……」

　和尚さまは禿はげ頭あたまをつるつる撫なでながら、

「シンえもんが来ておるぞ」

　シンえもんはイックーさんのことがなにやら気に入ったらしく、アンッコク寺に入り浸びたっておった。なにしろイックーさんの道具類も、シンえもんに手に入れてもらったのじゃ。

　悪い友達じゃな。

「お待たせしました、シンえもんさん」

　旅じたくを手早く整えてからイクと、原罪の名を冠かんせしその男は、なにかを食べて待っておった。

「遅おそいでござるぞお、イックーどのォ！　ムッシャァ！」

「それ、カリントウですか？」

「ソフトクリームにござる」

　本当かな？

　ともかく、今日は亀き頭とう屋やで卑ひ猥わいなものの特売があるというので、二人で都へと向かったのじゃ。おためしもできるそうでの。

　どんどんアブノーマルになってゆくわい……

「──これはこれはイックーさん」

　亀頭屋にて別々の個室にわかれ、それぞれ卑猥なものをおためししていると、亀頭屋がもみ手をしながら現れた。

「うわ、ノックしてください！」

「ほっほっほ……それにしてもイックーさん、こんなすごいモノをお使いになるんですか」

「え……ええ、まあ……ちょっとおためしにと……」

　照れる。

「これはディスプレイ用に作ったもので、人間が使うようなモノではないのですがねえ」

「あははは、どうりで……」

　イックーさんは攻せめの姿勢を崩くずさぬ。

「なんでも通りますなあ、いやはや、さすがはイックーさん」

「まあ、そうですね」

　イックーさん、ここでほめられて、調子に乗りおった。

「さしずめわたしは、東海道といったところです。大きな道ですからね、亀頭屋さんのお店にあるものなら、なんでも通ると思いますよ」

「……はははは！」

　その言葉に亀頭屋は、してやったりの笑えみを浮うかべた。

　後ろ手に隠していた一刀を、すらりと引き抜ぬいて突き出したのじゃ。刃やいばはギラギラと輝かがやいておった。

「ではこの刀が通りますかな！」

「ヒッグァ!?」

「なんでも通ると言うのならば、通してみなされ……さあ、さあ！」

　迫せまる亀頭屋。

　以前、橋の件でしてやられた意い趣しゆ返しというわけじゃろう。なんとも性しよう根ねの曲がった男よのう。

　イックーさんは身み震ぶるいしながら、

「アオッ、ッヒィアッグゥゥオオオォォックウウゥゥッ！　クゥッグ、アアアッギ、ギヒイィ！」

　やれやれ、イッたな……派手に……

　生命の危機に瀕ひんして激しくイッてしまうことは、ままあることじゃ。

　これも人のサガか……

「……ヒッグ、あ……オ……ァ……」

「さあ、自分で言ったことではありませんか。できぬとあらば、謝りなされよ」

　亀頭屋はもはや勝利を確信し、サディストめいた笑みを浮かべておった。

　だがイックーさんは一度イッてしまって、獣じゆう欲よくに曇くもった頭がスッキリしてからが、本番……そう、賢者の刻ときがきた！

「……ふふ」

「な、何がおかしい！」

「わたしは東海道と申しましたね？」

「う、うむ、確かに……だがそれがなんだと言うのです！」

「東海道には、門がございます。そう、関所です……奇き遇ぐうですが、わたしにも同じく門がございます」

「ぬ、ぬ……う……！」

　イックーさんは、ニコリと邪じや気きなく微笑ほほえむと、小さく頭を下げたのじゃ。

「関所が武具の類たぐいをすんなりと通すようでは、用を成しませぬ。お引き取りください」

「ぐっ……ぬううぅ……う、う……！」

　亀頭屋はしばらく、どことなく卑猥な形の頭を真っ赤にして唸うなっていたが、やがて深いため息をついた。

「……くっ！　またしても……またしても……覚えていなされよ、イックーさん！」

　イックーさんは、仏性に満ちた微笑みを浮かべて言うたのじゃった。

「ええ、忘れられないほどにイキましたよ」
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　チーン、ポくぽく、チーン、ポくぽく……おや、木魚と鈴りんの音がしておるのう。普ふ段だんは和尚さまが鳴らしておるのだが、今日はイックーさんじゃ。

　和尚さまは山をひとつ越こえたところにあるお寺に、用事で出かけておる。和尚さまがおらぬときは、小こ坊ぼう主ずたちが持ち回りで読ど経きようする。

「しょうべんゴーうんこイクゥ、もうイックイクゥイク、シュッシューシューイクフゥーイークゥクゥッ」

　ちんちーん、ぽクポク……

　ありがたいお経を唱え終えたのちは、色々ヤッて過ごしていたが、やがて和尚さまがふらりと帰ってきた。

「あ、お帰りなさい、和尚さま」

「む……イックーか……」

　どうも浮かぬ顔をしておったそうな。

「どうしました？　山歩きでお疲つかれですか」

「……イックー、ちとわしの部屋に来てくれ」

　顔を寄せて、ヒソヒソと言ったのじゃ。

　はて、なんだろう？　ひょっとして蜜みつツボでもナメさせてもらえるのか？

　イックーさんが部屋についてゆくと、和尚さまはしんなりと眉まゆ毛げを下げて言うた。

「今日イッた寺の住職とわしが、古い仲なのは知っておろう？」

「よくいがみ合っておられますよね」

「いやいや、嫌きらっておるのではないぞ。ただ、互たがいに対たい抗こう意識を燃やしておってな、素す直なおになれぬというか……」

「そんな思春期の男女みたいに。修しゆ行ぎようが足りませんよ」

「くっ……まあ、よい。それであやつが、わしの寺には素晴らしくイクのが早い小こ僧ぞうがおるそうだな、と言ってきおった」

「はあ」

　イックーさんは、ため息とあいづちを同時に行った。

　橋の上で派手にイキ、将軍さまをイクことで恐おそれさせたという噂うわさが、次し第だいに広まりつつあったのじゃ。

　イックーさんはただ静かにイキたいだけなのに、世間がそれを許さぬ。

「わしはすっかり気をよくして、おうとも！　うちのイックーはそれはそれは素晴らしいイキっぷりだぞと言うた。そうしたら、それほどのイキっぷりなら、さぞやいいモノを持っているに違ちがいないと言いおる」

　イックーさんは、恥はずかしくなってしもうた。身内自じ慢まんなど慎つつしみがたりない、まったくしょうがない和尚さまだ。

「わしが、うちのイックーは日本一のモノを持っているぞ！　と返したらな、あやつ、是ぜ非ひ見たいと言い出してのう」

「なにを考えているんですか……」

「……見せてやってくれんか？」

「いやですよ！」

「わしのメンツが立たんのじゃ……頼たのむ！　明日またイクことになっておってな……」

　イックーさんは深い深いため息をついたのじゃった。

「あのですねえ……わたしはただ、イキやすいだけの小坊主ですよ？　別に性の知識が豊富なわけでも、立派なモノを持っているわけでもありませんよ……」

「そこをなんとか、裏の杉すぎの木くらいにならんか？」

「そんなにカンタンに大きくなったら、皆みんな嬉うれしいですね。でも現実はそうじゃない」

「イックー……頼む……しくしく……」

　弱り顔の和お尚しようさまに、イックーさんはもう一度ため息をつき、

「……ちょっと待っててください」

　と、廊ろう下かに出て行った。

「──[image: ]ッ！」

　そして戻もどってくると、後光でも差しそうなほど、スッキリした顔をしておったそうな。

　なにかをしてきたのじゃろう。

「何とかなるかわかりませんが、手はあります」

　これは……賢けん者じやの刻とき!?

「お、おお……！」

　翌日、イックーさんは小坊主たちに手伝ってもらい、寺中にある写経用の半紙を集めるとごはん粒つぶでつなぎ、山門から石段、参道までずーっと長く並べさせたのじゃ。

　そして、イックーさんは山門の前に立った。右手にはなみなみと墨ぼく汁じゆうを注いだ桶おけを持ち、えらく長いフンドシを締しめておる。

「……どうするのじゃ？」

　和尚さまは不安そうじゃった。

「わたしがこれから、このフンドシに墨汁をつけて半紙の上を走ります。できあがったら、それをウナギの魚ぎよ拓たくだと言ってお渡わたしください」

　ウナギとはもろちん隠いん語ごじゃぞ。

「ほう、なるほど！　だが、それで騙だませるかのう？」

「知りませんよ……」

「にしても、なぜフンドシを使うんじゃ？」

「大きな筆がなかったんです。用意していたら間に合いませんし……じゃ、やりますから」

　イックーさんはフンドシに墨汁をつけ、走り出した。

　だが、浅はかだった。

「ウッ……これは……！」

　走るほどに、フンドシがキツく締まってゆくのじゃ。さらに悪いことに、イックーさんは緊きん縛ばくプレイに慣れ親しんだ肉体……つまり……

「[image: ]ッオ！」

　ほら、イッたわい……

「ッグ……ハァ……ウッグ……」

　いったん立ち止まり、フンドシを直してから再び走り出すが、

「ンッグゥッ！」

　またイッた……

「ハッウ！」

　またイッたぞ……

「オッグッッッッウクッ……！」

　イックーさんは小刻みにイキまくりながら必死に走り、何とかウナギの魚拓を完成させたときには、もうフラフラになってしもうた。

　哀かなしい出来事だったのう……

「さ、さあ……和尚さま……これを、持って……ウッ……」

「うむ！　ありがとう、ありがとうな、イックー……！」

　イックーさんがせいしをかけて書き上げた半紙を持って、和尚さまも急いだ。

「──はあ、これが……ウナギの魚拓？」

　だが、あちらの住職さまは、いぶかしげに眉をひそめた。

「確かにご立派ですが、信じられませんなあ……何か証明できます？　証明できねば信じませんぞ」

「そ、そんな……」

　和尚さまは愕がく然ぜんとした。イックーさんが命を削けずったものだというに……

「……ハッ!?」

　そのとき、住職さまが目を見開いたのじゃ。

　墨汁は黒い液体……だが、その墨汁のあちらこちらが、点々と白くヌけておることに気付いたのじゃよ……

「お、おお……すまぬ！　疑って悪かったわ、これはまこと、ウナギの魚拓に相そう違いない！　家宝にして飾かざるべし！」

　さて、イックーさんがここまで狙ねらっておったかは、とんとわからぬ。

　だが、必死に走りヌいたことだけは確かであろう。

　必死にイきヌけば、いいこともあるものじゃということよな。
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　イックーさんは切れ痔じになったためおしりの開発を断念し、純真な気持ちで道具を使ったプレイにいそしむようになった。

　それがよい、それがよい……

　夏も近付くある日、シンえもんに呼ばれたので、都にあるお屋や敷しきへと向かったそうじゃ。

「シンえもんさーん、参りましたよ」

　門前で呼ばわると、

「おお、イックーどのか！　入ってくだされえ！」

　中に入ってイクと、原罪の名を冠かんせし男は台所におり、何かをコトコトと煮にておった。

「いやァ、急にお呼びたてして申し訳ない……」

「なんですかそれ？」

「コンニャクでござる」

「……へえ」

「人ひと肌はだの温度にしておったのです」

「へえ……」

「……おでんにござるぞ？」

　あやしいものじゃて。

「……それで、なんの御ご用ようです？」

「おお、そうそう！　実はですな、将軍さまが金カク寺に遊びに来ぬかと……」

「ンッホ!?」

　イックーさんはイキを吞のんだ。

「い、いやですよ、そんな……！」

　また無理やりイカされては、たまらない。

　人は最後にイクときは、孤こ独どくでなければならぬ……それがイックーさんの最近の哲てつ学がくだった。誰だれかの手でイカされるのは邪じや道どうだと。

　かわいそうに……

「まあまあ、そう言わず！　亀き頭とう屋やさんもいるそうですぞ」

「もっといやです！」

　イックーさんがそっぽを向けば、シンえもんは眉まゆ毛げをしなびさせた。

「ソコをなんとか。拙せつ者しや、イックーどのを連れてイカないと怒おこられるでござる」

「いやです、イキませんよ、絶対にイキませんから」

「お願いでござる！」

「イキませんったら！」

　シンえもんは深いため息をついた。

「拙者、このままでは市中イキマワシの上乳ち首くび拷ごう問もんの刑けいに処されるでござる……」

「……ンッ！」

　イックーさんは、想像したらイキかけてしもうた。

　夢む漏ろ町まちの刑けい罰ばつはすごみがあるわい。

「わ、わたしは……イキ、ません！」

「ふーむ、しょうがないでござるかぁ……亀頭屋さんがすッごい新商品のお披ひ露ろ目めをしてくれるとのことでしたが……」

「そっ、それは!?」

「使えば、えもいわれぬ法ほう悦えつに包まれるとか……」

「オッアンッ！　だ、だっ……イグッウックッ……ウッウウゥアァァァァ！」

　結局、イクことになったわけじゃな。

「──おお、ようきたなイックー、クンカクンカ！」

「待っておりましたぞ、イックーさん」

　金カク寺では、足あし嗅かぐの将軍さまと、どことなく卑ひ猥わいな形の頭をした商人が待っておった。

「この前はすまなかったのう、わしも反省したわい、クンカクンカ！」

「いえ……それで、あの……新商品というのは？」

「気になりますか、ふふふ……！」

　亀頭屋さんはイックーさんの食い付きに気をよくした様子で、新商品を出してくれた。

　細い筒つつのようなものじゃ。

「これはＴＥＮＧＵと申しましてな、こちらの一いつ端たんから天てん狗ぐの鼻を入れて使うのです。中はたいそう心ここ地ちよいのですぞ」

　天狗の鼻とはもろちん隠いん語ごじゃな。

「その心地よさ……なんと当社比19・０７２１倍ッ！」

「ホォウゥッ!?」

　イックーさんは感心しつつイキかけた。

「おためしになりますか？」

「ハ、ウグッ……え、ええ、もしよろしければ……」

「もちろんいいですぞ……ただし！」

　亀頭屋さんは将軍さまにチラと視線を向けた。

「これは、蓋ふたを開けてはならぬのです」

「なんですって？」

「このＴＥＮＧＵは、蓋を開ければ中の気持ちよさがダメになってしまうのです。だから、蓋を開けてはなりませんぞ」

　イックーさんは困こん惑わくしたそうな。

　蓋を開けずに天狗の鼻が入るわけがない。

「では、わしらはちと席を外すでの……好きに使っておれ、クンカクンカ！」

　将軍さまは亀頭屋さんとシンえもんを連れ立って廊ろう下かに出ると、歩き去ったふりをして戻もどり、遠くから眺ながめ始めた。

「クンカクンカ……手に取って見ておるわい……！」

「蓋を開けずに使えるわけもないのに……フフフ……」

「……なぜこんなことを？　モグモグ」

　シンえもんの言葉に、将軍さまと亀頭屋は笑いおる。

「使いたいのに使えないというのは、さぞやもどかしいはず」

「そうしたらイックーは、きっと派手にイクに違ちがいない。わしはそれが見たいのじゃ、クンカクンカ！」

　シンえもんは呆あきれた。

「人が悪いですなあ、モグモグ……」

「……お？」

　将軍さまはいぶかしげに眉をひそめた。

「床ゆかに置きよったぞ、イックーのやつ……クンカクンカ？」

「なあに、きっと今いま頃ごろイキたくてイキたくてたまらないはずです」

　二人はそう語り合ったが……ひとつだけ誤算があった。

　イックーさんは二人が想像していたよりずっとイキやすいのじゃ……手に取った時点でイカぬわけがない。深く……静かに……イッておったのじゃ……

　そして賢けん者じやが……舞まい降りる……

「──待たせたのう、どうじゃ具合は！　クンカクンカ！」

　ワクワクしながら将軍さまたちが戻ると、イックーさんはとても澄すんだ瞳ひとみをしておった。

「……いえ、せっかく用意してくれた亀頭屋さんには申し訳ないけれど、わたしには使えませんでした。すみません」

「お、おお、では……さぞ、イキたいでしょう？」

「いえ、別に……これは要いらないです」

　亀頭屋さんは仰ぎよう天てんしたそうな。

「なぜ！　素す晴ばらしい道具なのですぞ！」

「この手のものはやっぱり温かくないと。これは冷たすぎますよ」

　亀頭屋さんは笑った。

「ちゃんと温められますぞ！　そこはぬかりない！」

「では温めてください、蓋を開けずに」

「……え？」

「蓋を開けたら中がダメになるのでしょう？」

「え、あ……いや、それは……」

　蓋を開けずに温めたりしたら、中身が膨ぼう張ちようして二度と開かなくなる可能性がある……

　繊せん細さいなものじゃから、大切にしような。約束じゃぞ……

「できないのですか？　使うときは蓋を開けないのに、温めるときは蓋を開けるんですか？　それは奇き妙みような話ですねえ……」

　イックーさんの言葉に、亀頭屋さんはタジタジじゃった。

「お、っほおお……さすがはイックーどの、モグモグッ！」

　シンえもんが嬉うれしそうに言い、

「むぐ……！」

　亀頭屋さんが、どことなく卑猥な形の頭に冷や汗あせをかき始めたとき、

「あっぱれじゃイックー、これは一本取られたわ、クンカクンカ！」

　将軍さまが足の指を扇せん子すのように広げて言うた。

　観念した亀頭屋さんは、おわびにとＴＥＮＧＵを一本くれたそうな。

　まさしく一本とられたということじゃのう。
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「──イックウウゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥアァァーンッ！」

　可愛かわいい女の子の嬌きよう声せいかと思うたか？　残念、イックーさんじゃ。期待するな、期待してはならぬ……

　子供向けではないおもちゃ、ＴＥＮＧＵを手に入れてからのイックーさんは、それはもう神がかり的なアベレージをたたき出しておったそうな。

「おッあ、ァ、オ……あ、ああ……ふぅ……もう今日で、十二回か……」

　ギネスものじゃな。

　このように日々、覚えたての頃のようなフレッシュな気持ちで過ごしておったのだが、ある日を境にハタとＴＥＮＧＵを使うのをやめてしもうた。

　このままでは天狗に連れてイカレてしまう……そう、まるで神かみ隠かくしのように……

　固い決意を持って、泣く泣く本堂の物もの陰かげに封ふう印いんしたのじゃ。

　そうしてひと月ほど過ぎたある夜よ更ふけ、ふと目を覚ましたイックーさんは、ふらふらと本堂へと向かった。

　……ＴＥＮＧＵが……呼んでおる！

　イカねば……アレ勃たちぬ……いざイキめやも……

　幽ゆう鬼きのようなありさまで歩くイックーさんへと、ふと声が掛かかった。

「イックー？」

「ビックー！」

　おっと、イカぬイカぬ……

「お……和お尚しようさま……！」

「こんな夜更けにどこへイク？」

「い、いえ、あの……ちょっとその、かわやへ……」

「かわやはこちらではないぞ？」

「あっ、そ、そうでしたね、寝ねぼけてました……ハハハ……」

「待てイックー！」

「ビックー！」

　背筋を伸のばすイックーさんへ、和尚さまはズイッと顔を近付けて、

「おぬし、まさか……どこぞでイこうとしているのではないだろうな？」

「いえ、そんなまさか！　ハハハ……も、モレそうなので、失礼します！」

　そそくさと去り、物陰に隠れて和尚さまが去るのを待った。

　和尚さまが起きているのだから、今夜はやめておいた方がよい、しかもなにやら疑われている様子だし……そう頭ではわかっていても、一度火のついた欲情は収まらぬ。

　静かに素早くヌけばバレないだろうと考え、イックーさんは抜ぬき足差し足、本堂へと向かったのじゃ。

　浅はかさもここに極きわまれりじゃな。

「ンギッ……ンッ……ッホオオオォォォアァ[image: ][image: ]ィィッ！」

　おお、御み仏ほとけよ哀あわれみたまえ……

　久しぶりのＴＥＮＧＵの心地よさに、化け物じみた声が出てしもうたイックーさんは、慌あわてて耳を澄ました。

　すると、ダダダダダダ……足音が聞こえるではないか。

「こりゃあああ、イックゥーッ！」

　怒ど声せいも聞こえるではないか。

「アッ……ウ……あ……！」

　イックーさんが余よ韻いんを味わいながらも恐おそれおののいているうちに、ドンドンドンと戸を叩たたく音がした。

「本堂でイクなとあれほど言うたろうに！　この罰当たりめが！」

　たまに和尚さまが入ってくるため落ち着いてイケないので、最近はしんばり棒を渡わたすようにしておったのだが、戸は今にも破られそうじゃった。阿あ修しゆ羅らと化した和尚さまが入ってくるまで、時間はあまりない。

　だが、この危急のとき、イックーさんは……そう、賢者の刻ときを迎むかえておった！

「……ふふ」

　イックーさんは一人、余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。

　勝利の道筋は見えておる……

「こりゃイックーッ！　早く開けんかああああぁぁッ！」

　ドンドンドンドン、和尚さまが怒いかり狂くるっておる。もう時間がない。

　今すぐＴＥＮＧＵの中身を仏様の口元になすりつけ、入ってきた和尚さまに、こう言うのじゃ……

『いえ、わたしはイヤだって言ったんですよ？　でも仏様がどうしてもって言うから……ほら見てください、仏様の口元に……』

　……イックーさんは、静かに微笑ほほえんだまま首を振ふった。

　そして、大人しくお叱しかりを受ける覚かく悟ごを決めたそうな。あまりにも罰当たりすぎて、さすがにそればかりはできなかったんじゃの。

　おお、御仏よ哀れみたまえ……
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　ところで、和尚さまの友人に勃たつ兵べ衛えさんという男がおって、よくアンッコク寺に遊びに来ておったそうな。

　この勃兵衛さん、小こ坊ぼう主ずたちに自らの股こ間かんを見せて、

「ほらほら見てごらん、この動物さんなーんだ？　そう、ゾウさんです。可愛いゾウさんがキミを見てるねえ……サワッテミルカイ（ささやき声）？」

　などとからかう事案がひんぱんに発生しておったため、小坊主たちから忌いみ嫌きらわれておった。

　まあ夢む漏ろ町まちではよくあることじゃ。

　ある日、この勃兵衛さんがまた来るというので、小坊主たちは寺の裏に集まって作戦会議を開いたそうな。

「あいつやべぇよなまじで」

「どうする？」

「落とし穴でも掘ほるか？　山道にさ」

「足の骨とか折ったらさすがに後味悪いよ」

「俺たちの仕し業わざってバレたら和尚さまが阿修羅と化すだろうしな……」

「うーん……」

　イックーさんはというと、少し離はなれて輪には入らず空を眺ながめ、あ、あの雲、ちょっと卑ひ猥わいな形してるな……などと妄もう想そうを楽しんでいたのだが、ふいに声を掛けられた。

「おい、イックー！」

「アンッ!?」

　イクかと思うたそうな……

「ンッァ……う……な、なんです？」

「おまえ、イクと知力がハネ上がるってほんとか？」

「え、いえ……頭がスッキリするだけですが……」

「なんでもいいから、ちょっとイッてみろ」

「なんで!?」

「イッたらいい知ち恵えが浮かぶかもしんねえだろ」

「そうだ、イけよ」

　小坊主たちはイックーさんの周囲を回りながら、手て拍びよう子しをし始めおった。

「イーけ！」「イーけ！」

　こら、いじめはやめんかい！

「ちょ、やめ……やめてくだ、そんな……ンッ……く……うンォアアアァァァァァァーッヒッヒグウゥ！」

　瞬またたく間にイッてしもうた……

　イックーさんはか弱いのじゃ、あまり刺し激げきを与あたえるでない。

「ンッお……ォあ……」

　余韻に身を震ふるわせるイックーさんを、小坊主たちは少し離れて見ておった。

「……イッたか？」

「多分……？」

「……ふう……それで？」

　と、顔を上げたイックーさんは、澄すんだ瞳ひとみをしておったそうな。

「このイックーに、なにをお望みかな？」

「お、おう……」

　気け圧おされる小坊主たち。

「勃兵衛さんを追い返して欲しいんだけど、できそうか？」

「ふぅ……しかたありませんね、あなたがたは。では、わたしの言うとおりにしてください。まず木の棒と板を用意して……」

　イックーさんは気だるげに指示をすると、両手をパンパンと叩いた。

「ほらほら、早く早く」

　ややウザいな……と思いながらも、小坊主たちは言われたとおりに材料を集め、皆みなで立て札をこさえたそうな。

『この寺、かわのものを禁ず。すなわち、皮あまりのもの入るなかれ。もし入るなら罰ばちがあたる』

　小坊主たちは戦せん慄りつしたそうな。こいつ、なんてことを指し摘てきしやがるんだ、と……

　門の前にブッ刺さして待ち構えていると、やがて勃兵衛さんがやってきた。

「おやおや、どうした？　皆して……ゾウさんに会いたいかね？　どれどれ……ボロン」

　イックーさんは黙だまって立て札を指さした。

「ん？　なんだ……ハッ!?」

　勃兵衛さんは、顔を覗のぞかせたゾウさんを慌ててしまい、

「こ、こんなバカな……やい小坊主ども！　か、かか、皮がいけないなら、ほかにも……皮、皮……」

　勃兵衛さんはブツブツと思案してから、ハッと表情を明るくした。

「そ……そうだ、寺の太たい鼓こはどうなんだ？　あれも皮じゃないか、ええ！」

　イックーさんは穏おだやかな表情で返した。

「だから、しょっちゅうバチが当たってるでしょう。あなたの皮もピンと伸のばしてバチで叩きましょうか？」

「ヒイッ！」

　勃兵衛さんがブルッちまったとき、和お尚しようさまがやってきた。

「こりゃ、なにしとる！」

「あ、和尚さま……いえ、これはその……」

　怒おこられるかなと思い、小坊主たちとイックーさんは焦あせった。

「ん……？」

　ところが立て札を見た和尚さまは、さっと自分の股間を隠かくす仕草をしてから、もじもじし始めたのじゃ。

「……な、なんじゃ、これは！　どういうことじゃ！」

　小坊主たちは顔を見合わせ、ハッとして自分たちの股間を押さえた。

「そういえば、これって……」「うん……」

　イックーさんも股間を押さえながら、黙って立て札をヌいたそうな。これでは自分たちも寺に入れぬと気付いたんじゃな。

　夢漏町の人には多いそうでの……

「……は、ははは……」

「はははは！」

　気き恥はずかしくなり、皆で曖あい昧まいに笑ってすませたが、その後は勃兵衛さんも少しは恥はじを知ったのか、ゾウさんをひけらかすことはなくなったそうじゃ。

　……ひとつ言っておきたいのは、別に恥ずかしいことではないので、あまり気になさらぬように、ということじゃ。

　では、めでたし、めでたし……
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　あるときふと空を見ながらイキたくなり、イックーさんが僧そう坊ぼうの屋根にのぼって独りで痙けい攣れんしていると、山門の方から野太い声が聞こえたそうじゃ。

「たのもう！　たのも……うッ……お、あァ……！」

　何事かと見ておると、確かく認にんしに行った小こ坊ぼう主ずたちが慌あわてて戻もどってきた。

「イックーッ！」

「イックゥーッ！」

　イックーさんは屋根の縁ふちから顔を覗かせ、

「どうしたんです皆さん？　そんなにイッて……」

「おまえを呼んでたんだよ！」

「客だぞ、すンげえのが来たぞ！」

「かなりイッてるやつだ！」

　口々に言う小坊主たち。

　そんなにイッてるやつと顔を合わせたくないので居留守を使いたかったが、誰だれかわからないのに無視するわけにもいかぬ。

　イックーさんは恐おそる恐る門へと向かった。

「……はい、どなた……うわっ!?」

　そこに勃たっていたのは、全ぜん裸らのほそマッチョだったそうな。

　頰ほおどころか全身の肌はだが上気して桃もも色いろに染まり、表情は天国状態で、全身から今イキました感が漂ただよっておった……

　やばいのうこれは。

「……ハッはァッ、ハァ……ん、お前がイックーか？」

「え、ええ、そうですが……」

「フぅ……おれはずーっと西の方からやってきた、名の知れたイキ者しやの、キッ×チヨメ×チヨメという者だ」

「[image: ]ッアァ!?」

　イックーさんは、イキかけてしもうた……

　名前に伏ふせ字が入っておるとは、なんとも卑ひ猥わいなやつよ。

「ほう、早さつ速そくイクか……なかなかのイキっぷり」

　キッ×チヨメ×チヨメさんはニヤリとした。

「だが、まだほんの小坊主じゃねえか。たいそうなイキ者と聞いてやってきたが、こんなにひ弱そうなやつだったとはな、わはは！」

「ハッ、ッグ……あ、あの……何の御ご用ようですか？」

「おれはお前にイキ地獄五番勝負を挑いどみにきた」

「アッオォォッグゥゥ……！」

　イックーさんはまたイキかけたが、歯を食いしばって耐たえた。こんな全裸のほそマッチョでイクのは、哀かなしいことじゃ。

「い……イキ地獄……五番勝負……!?」

　ＡＶかな？

「そうだ。平アンッ時代の頃ころから、イキ者が互たがいのイキ心を確かめるために繰くり広げてきた勝負ごとだ」

「そんなしょうもないものが……！」

「お前とおれ、どちらがイキ者として上か、いざ勝負！」

　イックーさんはすごくいやだったが、断って暴れられては困るので、受けることにしたそうな。ほそマッチョな筋肉は、非常な練り上がりを見せておったでのう。

「なんの騒さわぎじゃ、これは！」

　やってきた和尚さまに、小坊主が説明した。

「どっちがイキやすいかの勝負らしいですよ」

「寺でやるな」

　もっともな意見じゃな……

　さて、キッ×チヨメ×チヨメさんが言うには、イキ地獄五番勝負とは、人が普ふ通つうはイケないような単語を見届け人が五つ読み上げ、五連続でイケるかを競きそうものらしい。

　見届け人に選ばれた和尚さまは、しぶしぶ開始を宣言した。

「ではゆくぞ……オホン、まず一つ目は……」

「あ、ちょっと待ってください……」

　イックーさんはふと言うと、そそくさと山門の裏に姿を消し、

「……あ……ォッ……んッ……！」

　すぐに戻ってきた。

「アゥ……お、お待たせしました、どうぞ……」

　キッ×チヨメ×チヨメさんは鼻を鳴らした。

「なんだ、緊きん張ちようして小便でもしてきたか？」

「え、ええ、まあ……」

「ほれ、早くやるぞい！」

　和お尚しようさまとしては、早く終わって欲しくてたまらなかったんじゃろう。

「まず第一のお題は……観音様」

「アアァァァァあひッイイィィッ！」

「ングッホオオオオオオオオアッァァァァォォォッ！」

　イックーさんとキッ×チヨメ×チヨメさんは、ほぼ同時に達したそうな……この勝負、互ご角かくか。

「オッ、グ……あ、アッハァ……ンッ……お、和尚、ふざけるなよ！　そんなのイクに決まってるだろうが！」

　キッ×チヨメ×チヨメさんが怒おこった。

「普通はイカないと思うが……」

「イクよなあ？」

　同意を求められ、イックーさんは余よ韻いんに震ふるえながら、

「ウッ……ま、まあ、今のはイキますよね、普通に……」

「まったくこれだからイキ心のないやつは……」

　なんでわしが悪いみたいになっとるんじゃ、この変態どもめと、和尚さまは不快に思いながら次のお題を出した。

「アナゴ」

「アッアアアァアァァアァァァオオホぐゥッ！」

「ヒギイイイイィィィイイイイイッ！」

「……曼まん荼だ羅ら」

「ウッ……グウウゥゥッあああッふウウゥゥンッ！」

「ヒッッッッヒッファアッフアアグヒイィッ！」

「親おや子こ丼どん……」

「フッひイイィィィィィィイイィィィィィィッ！」

「ラッめェッェェェェェッ！」

　可か哀わい想そうにのう。

　互角のイキッぷりを見せる両りよう雄ゆう、いよいよ残すところ最後の一題となったが、固かた唾ずを吞のんで見守っていた小坊主たちは、イックーさんの不利を感じ取っておった。

「イックーのやつ、もうフラフラじゃねえか……！」

「なにしろ体力を消しよう耗もうするからな……」

　キッ×チヨメ×チヨメさんの方は、まだまだ余力がある様子、ここにきて体格差が響ひびいてきておった。

　そんな中、和尚さまが最後のお題を出したのじゃ……

「最後は……母親じゃ」

「……あ？　う……お、おっかあ……！」

　キッ×チヨメ×チヨメさんはふいに真顔になったが、

「ヒイイイいッグウウウウウウウウウゥウゥゥゥゥゥゥゥゥゥッゥゥゥゥゥ……」

　一方のイックーさんは、白目を剝むいて痙攣しておった。

　それは、深く長い絶頂であったそうな……

「ば、馬ば鹿かな……そんな……」

　キッ×チヨメ×チヨメさんは青くなり、化け物でも見るような目でイックーさんを見ながら、数歩後ずさった。

「な……なんで……そんな、お前……！」

「あオ……？」

「い、いや……他人の性的嗜し好こうについてはとやかく言うまい！　だが、なぜイケたんだ！　もうボロボロだったのに……そ、そうだ……」

　キッ×チヨメ×チヨメさんはイックーさんの両りよう肩かたを摑つかんで揺ゆさぶった。

「お前、戦う前に隠かくれて何かしてただろう！　キメたんじゃないのか！」

「……いえ」

　イックーさんはもはや入にゆう滅めつしそうになりながら、仏の笑えみを浮うかべておった。

「さすがにわたしも、五回連続なんてイッたことがありませんでしたから……イケるかどうか外で試ためしてきただけですよ……五回ね……」

　キッ×チヨメ×チヨメさんはその場に崩くずれ落ちた。既すでに五回もイッていたとは……こんなやつに勝てるわけがない。

　その後イックーさんは、一部の人たちにイキ神様として崇あがめ奉たてまつられるようになったのだが、本人はまったく嬉うれしくなくむしろ迷めい惑わくだったそうな。

　ホトホト可哀想なことよ。
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　さて、この辺りで小休止とさせていただくとしようか。

　イックーさん、このまえいちどきに十回もイッてしまったから、少し休ませてやらねば死んでしまうでな……

　そこで、イックー早ソウ潤ジユンという人が、どのような人かということを、のんびりと話してみようと思うたわけじゃ。

　皆みなさまは、茶の湯放ゆまりという文化をご存じかな？

　そう、趣向をこらした茶室に客人をまねき、亭てい主しゆがジョロロローッと黄こ金がね色いろの茶を注いでもてなす作法のことじゃな。

　この茶の湯放ゆまり、元々は高価な茶器や茶道具やしびんを用いるのが主流であったのだが、あるときから質素を旨むねとする「わび」という考え方が生まれはじめた。

　さてこの「わび」が、じつはイックーさんと浅からぬかかわりがある。

　イックーさんが還かん暦れき間近になり、えらいお坊ぼうさまになった頃、一人のお役人の息むす子こがお弟で子しとなったそうな。

　その名を、村むら田たシッコというてな。僧そう籍せきに入った者は基本的には苗みよう字じを呼ばぬので、シッコと呼ぶのが正しいか。

　シッコが、イックーさんから学んだイキ心を茶の湯放ゆまりに取り入れたのが、わびの原点だと言われておる。

　さて、このシッコともう一人、同時代に偉い大だいなる達人がおった。

　名を武たけ野のジョオオォーというて、和歌の名手であり、その道で学んだ稽けい古こと創意工く夫ふうの思想から、イキの心へと至ったお人じゃ。

　シッコとジョオオォー、この偉大なる二人に師事した男こそ……

　そう、皆さまもご存じ、千せんず利り休きゆうよ。

　この湯放ゆまりの巨きよ人じんの登場によって、わびの道は完成をみたといってよい。

　シッコ、ジョオオォー、千せんず利り休きゆう……安土桃尻時代をイキ抜ぬいたこの三偉人の創つくり上げたわび心の原点には、イックーさんがおった……そういうことじゃ。

　皆さまもときには、世せ俗ぞくのあかを忘れ、イキ心に思いを馳はせてみなされや。

　そして、先人たちがイッたからこそ、たくさんの命が……ひいては今の世の中があるということを、ときどきは思い出してみるのも、またよいことじゃろう。

　イクからこそ、イキるのじゃ。

　ではそろそろ、イックーさんのおはなしに戻もどるとしよう。引き続き、イックーさんの活かつ躍やくをお楽しみくだされや……
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　さて、夏も盛さかりとなったが、イックーさんはというと、まったく盛れずにおったそうな。

　いざイこうと思っても、

「ンッ……」

　イけぬ。

　イこうと思っても、

「ンッ……」

　イけぬのだ……

　キッ×チヨメ×チヨメさんと勝負を繰くり広げたおり、あまりにもイキぢからを振ふり絞しぼってしまったことが原因であろうと思われた。

　だが、イックーさんはそれほど気にもせず、穏おだやかな日々を過ごしておった。

　思えばイキやすいせいで、これまで散々な目に遭あってきたものよ。座ざ禅ぜんのときなど、地じ獄ごくだった。邪じや念ねんが多いと言われて警きよう策さくで肩を叩たたかれるたび、

「アッオオオオォォッ！」

　廊ろう下かを歩いていて、小こ坊ぼう主ずのいたずらでかんちょうなどされたときは、

「グッヒイイィィィ！」

　死ぬかと思うたものよ……

　だが今となっては、そんなままならぬ日々も遠い彼方かなた。それは、イックーさんがずっと望んでいたことだったからのう。

　菩ぼ薩さつと化したイックーさんが庭を歩いていると、

「おい、イックー！」

　裏庭に集まった小坊主たちが、妙みように興奮している。

「はい？」

「見ろよこの春画！　すげえぞ！」

「勃たつ兵べ衛えからくすねたんだ！　無修正だぞ！」

　目の前に春画をおっぴろげられても、イックーさんはただ大人びた微笑ほほえみを浮うかべるのみだった。

「綺き麗れいですね……ありがたや、ありがたや……」

　小坊主たちは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「……おい、どうしたんだよイックー」

「最近おかしいぞ、おまえ」

「おかしいですか……」

「そうだよ、いつものおまえなら奇き声せいを上げて、背筋をピーンッてしてたのによ」

　イックーさんは首を振った。

「……そういう気分になれないんです」

「ちぇ、面おも白しろくねえの！」

「行こうぜ！」

「あっちでお医者さんごっこしようぜ！」

　走り去ってイッてしまう小坊主たちの背中を、イックーさんはぼんやりと見送っておった。お医者さんごっこという蠱こ惑わく的てきな単語にすらなんの反応も見せず、どことなくさみしげなまなざしでな。

「……イックーよ、おいで」

　目を向ければ、和お尚しようさまが庫く裡りの窓から顔を出し、手招きをしておった。

「どうされました？」

　招かれるままに、和尚さまの自室に向かった。

「……最近のおぬしは、まるで見み違ちがえたわい。御み仏ほとけに仕える者として、一ひと皮かわ剝むけたように見えるぞ」

「え？　まだムケてはおりませんが……」

「うむ……あっぱれじゃ。本堂でイクのもやめ、修しゆ行ぎようにも精を出しておる」

「え？　精は出していませんが……」

　しばらく沈ちん黙もくがあった。

「……イックーよ」

「はい」

「おぬし……イキたいのではないのか？」

　イックーさんはビクンッとした。

「い、いえ、そのようなことは！　何をおっしゃるのです、和尚さま、いやだなあ……ははは、なぜそんな……何を根こん拠きよに……」

　和尚さまの瞳ひとみは、たいそう優やさしかった。

「確かにわしらにとって、禁欲は大切な美徳じゃ。しかし、あるがままにあるというのも、同じくらい大切なことじゃ……己おのれの意志で禁欲をするのはよい。だが、強しいられてそれをするのは、自然なことではなかろう？」

「う……うう、う……」

　イックーさんはしばらく俯うつむいていたが、やがてその場に崩くずれ落ちたそうな。

「お……和尚さま、わたしは……イキたいッ！　イキたいのですッ！」

　涙なみださえ浮かべて……

　それは魂たましいの叫さけびだった。さみしかった……ここが、イキどまりなのか？　そう思うと、不思議な哀かなしみが胸に去来しおる。

　イケないというのは、せつない。

「うむうむ……」

　和尚さまは微笑むと、簞たん笥すの奥をゴソゴソとやって、なにやらしなびた物体を取り出した。

「おぬしに、これを貸してやろう」

　イックーさんは目を見張った。

「こ、これは……携けい帯たい花おい魁らんシリーズ吉よし原わら！」

　それは亀き頭とう屋やのロングセラー商品、最高に具合がよいとされる、ゴム製の人形であった。なんということじゃ、和尚さまはやっぱり蜜みつツボを隠かくし持っておったのだ……まさかの伏ふく線せん回収よな。

「これなら、おぬしもイケるのではないか？」

「和尚さま……！」

　和尚さまはお茶ちや目めに微笑むと、唇くちびるの前にシーッと指を立て、

「内ない緒しよじゃぞ？」

「は……はいっ！」

　イックーさんは喜び勇んで自室へと戻もどると、さっそく携帯花魁シリーズ吉原をふくらませ始めた。期待に胸をふくらませながら……

「よし、では……ハッ!?」

　いざ事に及およぼうとしたとき、ふと気が付くと、携帯花魁シリーズ吉原が二人になっておったそうな。なんとも面めん妖ようなことよ。

　一人しか頼たのんでいないのに二人来たとき、人は嬉うれしいより不安になる。

「こっ、これは……！」

　イックーさんは思い出した。最近この界かい隈わいにたちの悪い化けギツネが出しゆつ没ぼつし、人々を化かして遊んでいるという噂うわさを。きっとこれはキツネの仕し業わざであろう。

　さて、どうすべきか？　もしキツネでイッてしまったらあまりにもインモラルだし、変な病気になってしまうかもわからぬ。

　イックーさんはしばし考えると、こう言った。

「困ったな、どっちが本物かわからない……あっ！　そういえば、和尚さまの携帯花魁シリーズ吉原は、長年使ったおかげで魂が宿って、お経きようを聞くとアンアンとあえぐそうな……よし、やってみよう！」

　そう、イックーさんは今、常に賢けん者じやの刻ときが発動状態なのじゃ。

　深くイケていないから、それほど深い叡えい智ちに到とう達たつはできないが、畜ちく生しようごときの悪わる知ぢ恵えを上回るのは容易なことよ。

「しょうべんゴーうんこイクゥ、もうイックイクゥイク……」

　ありがたいお経を読むと、

「あーん、あーん……」

　携帯花魁シリーズ吉原の一人が、あえぎ声を発し始めた。

　イックーさんもこれにはニンマリ。

「シュッシューシューイクフゥーイークゥクゥッ……」

　お経を続けながら、本物の携帯花魁シリーズ吉原の両手をそれぞれ両手で持ち、ギリギリギリと引き絞った。

「……ゴムゴムのおぉぉぉ──」

　いざ、発射せん！

「妻ワイフーッ！」

「あんあん、あーん……ギャアアアァーッ!?」

　バッチイィーンッ！　必殺技わざを受けたキツネは、たまらずに一声鳴くと、慌あわてて窓から逃にげて行ったそうな。

　やれやれ……これで落ち着いてイケると思い、携帯花魁シリーズ吉原を見てみれば、荒あら々あらしい使い方をしたために、中央部分がピリッと裂さけておった。

「……あっ！」

　イックーさんは青くなった。和尚さまにどれほど怒おこられるか……考えただけで恐おそろしい。なんてことをしてしまったのだと後こう悔かいしたが、後の祭りじゃった。

　……世はまさに大だい後こう悔かい時代、ということかのう？
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　人として生を受けたならば決して逃のがれ得ぬくびき、すなわち†原罪ＳＩＮ†……その名を抱いだきたる男を伴ともない、イックーさんはトボトボと都への道を歩いておった。

「はあぁ……和尚さまも、あんなに怒らなくても……」

「仕方ないでござるよぉ！　ムシャムシャ」

　またなにか食べておる……

「……それ、なんですか？」

「エクレアでござる」

「……細くないですか？」

「細いエクレア」

　ほんとぉ？

「まあ、お嫁よめさんが破は壊かいされては、和尚さまも怒るでござろうよ」

「悪かったとは思ってますよ……」

　激げき怒どする和尚さまから、新しいのを買ってこいと命じられ、亀き頭とう屋やへと向かっている最中なのである。

　和尚さまは、半分は本気で怒っていたが、もう半分はイックーさんをおもんぱかってのことだった。結局イケなかったイックーさんが、亀頭屋でたくさんの卑ひ猥わいなモノに囲まれれば、元気になるのではないかと画策したのじゃ。

　護衛としてついてきたシンえもんは、そのことを和尚さまから聞いておったので、今日は精せい一いつ杯ぱい気晴らしをさせてしんぜようと息巻いていた。

　やがて亀頭屋へと到着し、予定どおり携けい帯たい花おい魁らんシリーズの最新型（シリコン製のやつ）を注文してから、色々と物色する二人。

「イックーどのォ！　見てくだされ、これを！」

「いかついですね」

「どうです、使ってみては！」

「いえ、結構です」

「そうでござるか……では、こちらのウィンウィンと動くモノは？」

「ちょっと激しいですね……」

「……む？　これは……なんでござろう？」

「女性同士で使うのでは？」

「ア、ナルほど……使ってみるでござるか！」

「いえ、やめておきます」

　いまいち反応の薄うすいイックーさんに、シンえもんは眉まゆを落とした。

「……イックーどの、やはり元気がないでござるな」

「いえ、わたしは……そうですね……」

　イックーさんは目を伏ふせる。

「……わたしは少しだけ、イクことに疲つかれてしまったのかもしれません」

「おやおやイックーさん？　らしくないことを！」

　と、携帯花魁シリーズを抱かかえてやってきたのは、卑猥な頭の商人だった。

「亀頭屋さん……」

「あなたからイクことを取ったら、何が残るというのです？　誰だれはばかることなくイッてこそのイックーさんではないのですか？」

「それは……」

　イックーさんは儚はかなげであった。

「しかし、わたしはもう……以前のようには……」

「……やれやれ、見ていられませんな」

　亀頭屋さんは首を振ふると、携帯花魁シリーズと一いつ緒しよに小さな錠じよう剤ざいを渡わたした。

「……これは？」

「おまけに差し上げましょう。倍ばい櫓やぐらという、南なん蛮ばん渡と来らいの妙みよう薬やくですぞ。精力を増強し、男の身体からだにある櫓のサイズを倍にするのです」

「なんと、やぐらを……」

　隠いん語ごじゃな。

「もしイキたくないのでしたら、お捨てなされ。イキ心を忘れ、穏おだやかに過ごすのもよろしいでしょう……しかし、もしあなたが今一度、心の底からイキたいと願うのならば……お飲みなさい」

　イックーさんは、掌てのひらの上の倍櫓を見つめた。

「……なぜ、わたしにこれを？」

「ふ、ふ……しなびたきゅうりと元気なきゅうりなら、元気なきゅうりの方がよいでしょう？」

　亀頭屋さんは肩かたを揺ゆすって笑った。

「あなたは確かに憎にくらしい小こ坊ぼう主ずさまだが、イキ姿は見事なものだ。それがわからぬ亀頭屋ではございません」

　亀頭屋さんは笑いながら、店の奥へと引っ込んでしまった。

　その後、イックーさんとシンえもんは帰路についたが、シンえもんがウィンウィンと動くモノを買うと言って厳選していたせいで思いのほか時間が遅おそくなってしまい、都で宿を取ることになった。

　玄げん関かんにて『ここではきものをおぬぎください』との張り紙にしたがい、履はき物ものを脱ぬいで中に入ったとき、

「……えっ!?」

　イックーさんはたまげた。

　なんということか……老ろう若にやく男なん女によ分け隔へだてなく、客たちが全ぜん裸らで歩き回っておるではないか。

　インモラルにもほどがあるわい。

「店主、ヌーディストパーティーでも開いておるのでござるか？　モグモグ！」

　シンえもんが目を丸くして尋たずねると、店主は弱り顔で言った。

「それが、私どもにもなにがなにやら。うちの宿に入ってくるなり、服を脱ぐ方が続出しておりまして」

「それは、なんとも奇き妙みような……イックーどの、理由がわかるでござるか？」

「いえ、まったく……」

　シンえもんは目を輝かがやかせた。

「丁度よい、今こそイキどきではないですか！　さあ、賢者の刻ときに……」

「──やめてください！」

　イックーさんが不意に声を荒らげたので、シンえもんはたじろいだ。

「ど、どうしたでござる？」

「わたしは……わたしはっ……普ふ通つうにイキたいのです！　皆みんなに見られながらとか、賢者の刻ときとか、そんなのは普通じゃありません！」

「イックーどの……」

「シンえもんさんは、どうしてわたしにイケとおっしゃるのですか！　この宿のために？　それとも、わたしのイキっぷりを見てあざけりたいのですか！　わたしは、もっと……普通にイキたいのです！」

　シンえもんは目を細めた。

「……普通のイキかたなど、この世にあるのかどうか」

「え？」

「イクときは誰でも、変態なのではござらんか？」

「……！」

「拙せつ者しやは別に、賢けん者じやの刻ときを期待して申したわけでも、イックーどのを馬ば鹿かにしたわけでもござらんよ」

「で、では、なぜ……？」

「イックーどののイキっぷりに、心底惚ほれ込んだ。それだけのことでござる」

　その邪じや気きのない微笑ほほえみが、イックーさんのかじかんだ心をぬくもらせていく……やがてイックーさんは、懐ふところから倍櫓を取り出すと、躊躇ためらいなく飲んだ。

「イックーどの！」

「……ずるいお人ですよ、あなたは、本当に」

　イックーさんは、憑つき物が落ちたかのように微笑むと、その場で袈け裟さを脱いだ。

「お、おお……それは！」

　シンえもんは目を見張った。イックーさんの全身には、荒あら縄なわがきつく巻かれていたからじゃ。

「……イキます」

「おお……！」

　シンえもんは、ウィンウィンと動くモノを取り出した。

「使うでござるか！」

「いえ、これで結構」

　言い置いて走り出すイックーさんに、シンえもんは思わず叫さけぶ。

「そのまま……そのまま……イッけえええええぇぇ！」

　イックーさんは目いっぱい助走をしてから跳ちよう躍やくすると、宿の梁はりに己おのれの長いフンドシの裾すそを巻き付けるようにして、自ら宙ちゆう吊づりとなった。

　体重で、フンドシがしまる……

「ハッあ……オオオォォおッ……お、ぐ、グゥ……アアァアアァァァァアアアァァアッグウウウウッッヒッヒイィィアアァァアッ！」

　よし、イッた！

「あ……は、あ……ぐっう……オァ……あ……！」

　虚こ空くうにクルクルと回りながら、果てしなき絶頂を迎むかえるイックーさんの姿を、客たちも見上げておった。

「まあ、あの小坊主さま……イッておられるわ！」

「とんでもねえイキっぷりだ……」

「まるで人間スプリンクラーだ！」

　シンえもんは、頰ほおを伝う熱いしずくを感じていた。

「やはり、別格でござる……あなたは……」

　ひとしきりイッたのち、イックーさんは自ら床ゆかへと降り立った。

「……謎なぞは全すべて解けました」

「お、おお！　本当ですか！」

　店主が喜色を浮うかべる。

「ええ……」

　イックーさんは玄関に貼はられている張り紙を指さした。

「全ての原因は、この張り紙です」

　シンえもんは首を傾かしげた。

「……此処ここで履はき物ものをお脱ぎください？」

「違ちがいます。これは全てひらがな……」

　イックーさんは張り紙を手に取ると、ビリッと破り捨てて言った。

「すなわち、此処では着物をお脱ぎください、という意味になっていたのです！」

「お、おお！」

　張り紙が破られた瞬しゆん間かん、客たちは自らの繰くり広げていた痴ち態たいを思い出し、慌あわてて服を着始めたそうな。

「な……なんと素す晴ばらしい小坊主さまだ！」

　店主は大喜びであった。おかげでこの店が風営法違い反はんで摘てき発はつされる心配もなくなったし、周辺の風紀の乱れも改善されたのだから。

「さすがでござる、モグモグゥ！」

　ウィンウィンと動くモノを振り上げて、シンえもんも喜んだ。

　イックーさんはイクことを思い出し、店の危機も救われた……まさしくこれぞ、ウィンＷＩＮウィンＷＩＮの関係ということじゃろうな。
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　お寺の裏の茂しげみにて、イックーさんが今まさにイこうとしておったところ、小坊主たちがあわくった様子で駆かけてきた。

「イックー！」

「おい、イックー！」

「ンッウ!?」

　慌てて近くの川原の土手で拾ってきた春画を背中に隠かくしながら、おそるおそる茂みから出ると、小坊主たちはただならぬ剣けん幕まくだった。

「……な、なんですか？　まだイッてませんよ」

「それはどうでもいい！」

「早く来いって、おまえに客だぞ！」

「すげえ客だ！」

「えっ、いやです！」

　思わず叫んだが、小坊主たちに両りよう腕うでを取られ、ズルズルと引き出されてしまう。

「いやだーっ！」

　下半身露ろ出しゆつ癖へきのある中年や、全裸の細マッチョ……大体ろくでもない連中ばかり訪ねてくるので、軽くトラウマになってしまっていた。

　無理もないことよ。

「──おお、イックー！」

　果たして境けい内だいにおったのは、なんと足あし嗅かぐの将軍さまだった。

「どうもでござる、ムシャア！」

　シンえもんもいる。

　イックーさんは目を丸くした。

「あれ、お二人とも、どうなさったんです？」

「クンカクンカ……暇ひまだったのでな、おぬしのイキ顔でも見ようと思うて」

「拙者は護衛でござる」

　イックーさんは驚きよう愕がくした。暇にあかして、小こ坊ぼう主ずのイキ顔を見に来る最高権力者……この国のイク末が心配になるわい。

「わたしのイキ顔を暇つぶしにしないでください！」

「なんだと？　わしは将軍だぞ？　逆らえば、まさぐりの刑けいに処すぞ」

　イックーさんは首を振ふった。

「命じられて簡単にイケるなら、人はイキ苦しむことはないでしょう。そんなに簡単なものではないのです。恐きよう怖ふで従わせようとしても、ちぢこまるだけですよ」

　穏おだやかに諫いさめるイックーさんを見て、小坊主たちは察した。ああ、こいつやっぱり、さっき草むらでイッたな、と……

「むう……なまイキなやつめ……」

　将軍さまは顔を顰しかめていたが、ふとイックーさんの様子がおかしいことに気付いた。

「これイックー、背中に何を隠しておる？」

「えっ……いや、これは……！」

「ええい、見せてみよ！」

「あっ、ダメ、やめてください、やめ……アーッ、破れる！　破れ……イッ！」

　無理やり取り上げられてしまった。

「……むっ、なんと、これは春画！　しかも……かなり出来がよいではないか！　ムウゥ、クンカクンカ……クンカクンカクンクンクンペロペロペロクンカクンカペロクンクンペロ……」

　この国のイク末、心配。

「返してくださいよ！　返して！　ほんと怒おこりますよ！」

「まあまあ、イックーどの……むしゃむしゃ」

「うんちは黙だまって！」

　将軍さまはナメるように春画を鑑かん賞しようしながら言うた。

「……イックーよ、これほどの春画、どこで手に入れた？」

「川原で拾ったんです！　拾ったんだからわたしのものですよ！　さあ早く返して、返してくださいよ！　返せ！」

「ふむ、天然モノか。さすがイキが違う……クンクン」

「返してくださいったら！」

「うるさいのう。返してやるわい、ほれ」

　将軍さまは春画を返すと、片足で立って足の指の間の匂においを嗅かぎ始めた。

「だがな、わしは夢む漏ろ町まちの頂点にクン臨する男。春画一つにしても、誰だれより素す晴ばらしい物を持っていなければならん」

　ふと真顔になって言った。

「……明日あした、金カク寺に来てください。もっと上う手まい春画をごちそうしますよ」

「はあ……」

　イックーさんはあまり関かかわりたくないとも思ったが、将軍さまの秘蔵の春画というのがどれほどのものか気になったので、お誘さそいを受けることにしたそうな。

　そうして翌日、金カク寺へと向かってみれば、数々の春画に囲まれた将軍さまがイックーさんを出で迎むかえた。

　思わず目を見張るイックーさん。金きん銀ぎん螺ら鈿でんのあでやかなものから、風ふ情ぜいのある墨すみ絵えまで、およそあらゆる春画がそこにはあった。

　ポーズもシチュエーションも、よりどりみどりじゃ。

「こ、これは……すごい！」

「クンカクンカ！　どうじゃイックー、素晴らしいであろう！　まいったか！」

　将軍さまは自じ慢まんげだったが、

「……うーん」

　イックーさんはいまいちな顔だった。

「ムッ、なんだイックー！　ほれ、イッてもよいぞ！　イけ！」

「いえ……」

　イックーさんはそっと首を振った。

「確かに素晴らしいものだとは思いますが……これはイけません」

　その瞳ひとみは、澄すんでいたそうな……

「なんだと！」

「実用的ではありません。綺き麗れいすぎますし、モザイクもない」

「モザイク!?」

「全部くっきり描かかれちゃってるじゃないですか。これでは想像する余地がありませんよ。あけすけなものより、ちょっと隠されている方が、ぐっとくるでしょう？」

「ぬ、うぐ……クウゥー……」

「平たく言えば、高こう尚しようすぎていまいち興奮できないんですよね」

「ク、クク……クンカァーッ！」

　将軍さまはイキり勃たった。怒いかりに任せて激しく足の指の間の匂いを嗅ぐと、傍そばに控ひかえていた原罪を背負いし男へと足の指をビシッと向けた。

「お、おいシンえもん、これらの絵は誰に描かせた！」

「むしゃ!?　幕府お抱かかえの絵師、官かん能のう正まさ信のぶ殿どのにござるが……」

「ええい、全部捨ててしまえ！」

　シンえもんは慌あわてた。

「そんな、ングッ、周しゆう茂も愛あい蓮れん図ず、股また下した布ほ袋てい図ず、いずれも国宝級の代しろ物ものでございますぞ！」

「それがなんだというのだ！　やはり天然モノでなければならん！　春画は川原で拾うに限るわ！」

　その後、シンえもんが一計を案じ、将軍さまのコレクションを一度川原に捨てて拾うという手段で、どうにか国宝級の品々は守られたそうな。

　将軍さまの癇かん癪しやくにも困ったもんじゃのう。

　……それにつけても、川原で拾ったエロ本というのは、どうしてあんなにドキドキしたんじゃろうか？　とんとわからぬわい。
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　アンッコク寺にはイックーさんだけではなく、たくさんの小坊主が修しゆ行ぎようしておるが、その中にとんでもなく長い名前の小坊主がおったそうな。

　元々はいいところのお坊ぼつちゃんで、初うい子ごであったので、両親が名づけに気合いを入れ過ぎてしまった。

　初めてで気合いを入れ過ぎると、おおかたしくじるものよな。

「うーん、良い案が浮うかばねえ……」

「早く決めてくださいな、あなた」

「いやいや、そんなポンと出るもんじゃねえよ？　なにせこの子は一族の未来を背負う子なんだから、夢む漏ろ町まちで一番の名前じゃなきゃダメなんだ……」

「夢漏町で一番ですか」

「おうよ、まず『おしり』は入れなきゃな。あと夢漏町的には『バイブ』も外せねえ」

「じゃあ、おしりバイブちゃんで決まり？」

　ひどい話だのう。

「いやいや、もっともっとイキ心のある名前じゃなきゃいかん……親しん戚せきたちの考えも聞いてみよう」

　と、こんな具合に、一族みんなで考えた名前を全部付けたら、とんでもなく長い名前になってしまったということじゃ。

　可か哀わい想そうにな。

　そののち弟が生まれたが、その子はごく普ふ通つうの名前だったので、幼い小坊主が不思議に思って尋たずねると、父親は申し訳なさそうに言った。

「お前のは若気の至りだった……」

　小坊主は世を儚はかなんで出家したそうじゃ。

　哀あわれなことよ。

　さて、イックーさんがあるとき自室でイこうとしておったところ、ふと気付いてみれば紙がない。

「あっ、まずい！」

　このままではひどいことになる。なぜ紙を用意しておかなかったのだと後こう悔かいすれども後の祭りよ。

　一度ステンバイしてしまったイックーさんは既すでにカウントダウン状態、後はテイクオフするだけで、緊きん急きゆう停止ボタンはないのじゃ。

「だ、誰か、誰か……紙をください、紙を！　ンッ……ア……も、もうッ……」

　慌てふためいていると、ふと窓の外を通りかかった小こ坊ぼう主ずの姿が見えた。

「あっ！　丁度いいところに！」

　イックーさんは息を吸い、

「あの、すみません！　ジュルルジュルルおしりがすりきれ海かい綿めん体たい脹ふくらむの水着になりますウンコ出しますふぐり出しますクンクンするところに吸うところブラブラ陰いん部ぶのブラ陰部バイブバイブのジュルジュル感ジュルジュル感のグリグリ出すグリグリ出すのぽんぽこピー（隠いん語ご）のぽんぽこナースの超ちよう嗅きゆう覚かくの超ちよう助すけ平べいさん！　紙をください！」

　小坊主は立ち止まると、キョロキョロした。

「え？　誰か今、私の名前を……？」

「こ、此方こちらです……ジュルルジュルル……お、おしりが、すりきれ……海綿体脹らむゥの水着になります、ウンコ出します、フ……ふぐり出しますクンクンするところに吸うところブラブラ陰部のッ……ブラ陰部アッ……バイブバイブのジュルジュル感ジュルジュル感のングッグググリグリ出すグリグリ出すのもう出ちゃうぽんぽこピー（隠語）のぽんぽこナースの超嗅覚の超助平……さあぁぁアァアァァァァッ……も、もう、だ……だめェ……」

「おや、イックーさん、なんです？　このジュルルジュルルおしりがすりきれ海綿体脹らむの水着になりますウンコ出しますふぐり出しますクンクンするところに吸うところブラブラ陰部のブラ陰部バイブバイブのジュルジュル感ジュルジュル感のグリグリ出すグリグリ出すのぽんぽこピー（隠語）のぽんぽこナースの超嗅覚の超助平に何か御ご用ようですか？」

　小坊主が駆かけ寄ってくる間に、

「──ンッアアァァァァァァァッヒッッグウゥゥゥゥアァァァァアーンあ……あ、ひ……ぐっ……お……ンッ……！」

　イックーさんは、激しく離り陸りくしておったそうな……

　名前が長すぎると、いざというとき大変なことになるといういましめじゃな。

　皆みなさまも、どうかお気を付けなされや。
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　将軍さまが新しい春画を手に入れたから来いと言うので、イックーさんはホイホイと金カク寺に向かったそうな。将軍さまとは趣しゆ味みが合わないところはあるが、見せてくれるとあらば期待せずにはおれぬのが人というもの。

　イックーさんが顔を見せると、将軍さまはたいそう喜んだ様子で足の匂においを嗅かいだ。

「おおイックー、よう来た！　クンカクンカ！」

「春画はどこです！」

　挨あい拶さつもそこそこに切り出したイックーさんに、将軍さまは真顔で言い放った。

「そんなものはない」

「えっ！」

「今日はおぬしに、ちょっとした頼たのみごとがあってのう。普通に呼んだのでは、おぬしはなかなか来んからな」

「なっ……じゃあ、釣つりですか、これは！　わたしは釣られたということですか！」

「ぷげらぷげら」

「な、なんという……なんということをっ……！」

　イックーさんは激しく憤ふん慨がいした。

「みだらなことで人を釣るなんて最低です！　最低の行こう為いです！　仏ぶつ罰ばつがくだりますよ！　最低！」

「まあまあイックーどの、ちょっとしたお茶ちや目めでござろう……」

　シンえもんが諭さとす。

「くそったれ！」

「クンカクンカ……そうイキりたつな。おぬしにとっても、悪い話ではないぞ？」

「なんですか、もう……」

　将軍さまは足の指でイックーさんを差し、

「イックーよ……おぬし、夢む漏ろ町まちとらいアスろんに出場せい！」

「ンッ!?」

　イキかけたわい……

「な、なんですか、それは！」

　山寺で育ったイックーさんは、世せ俗ぞくのことにあまり詳くわしゅうない。

「なんだ、知らんのか……おい、シンえもん」

「はっ！」

　将軍さまの目配せを受け、シンえもんが説明した。

　とらいアスろん……それは南なん蛮ばん渡と来らいの、アスの強さを競きそい合う競技のこと。アスにおもりを入れたまま走り、泳ぎ、最後にはアスで牛ぎつ車しやをひいて順位を争う、過か酷こくきわまりないレースだそうな。

　正気の沙さ汰たではないわ。

「なぜわたしが、そんなおぞましい行事に！」

「クンカクンカ、おぬしなら、さぞ見事にイクであろう？　わしはそれが見たい」

「いやですよ、帰ります！」

　イックーさんがきびすを返したとき、将軍さまはイッた。

「優勝賞品は亀き頭とう屋やの新作だぞ？」

　……ぴたり、イックーさんの足が止まった。

　亀頭屋の新作と言えば、夢漏町に生きる者なら誰だれもが欲しがるもの……イックーさんとてそう聞けば、期待でふくらんでしまう。

「……もう、それを早くイッてくださいよ」

　こうして、まんまと将軍さまの思おも惑わくに乗せられ、とらいアスろんに出場することになってしもうたわけじゃ。

　哀れなことよな。

　さて、そんなことがあって大会当日。暑い日だったが、会場となる美び輪わ湖の湖こ畔はんは大勢の観客でにぎわっておった。皆、夢漏町で一番のアスの持ち主が見とうてたまらぬ。

　午前中に予選が行われた。競技は綱つな引ひきで、互たがいに背を向けちからを振ふり絞しぼって綱を引き、先に抜ぬけた方の負けとなる……

　──ズポンッ！

「ンッホオオオォォォ！」

　──ズポンッ！

「アッヒイイイィィーッ！」

　地じ獄ごく絵図じゃな。

「は、ハァッ……はぁ、ンッ……」

　イックーさんは予選だけでヘトヘトに疲つかれてしもうた。イキやすいという体質は、この競技ではハンデにしかならぬ。しかしそんな状態でも、見事、夢漏町中から集まった猛者もさたちを押しのけ、本戦出場の切きつ符ぷを手に入れた。

　イックーさんのアスをなめてはならん。鍛きたえ抜かれておる。

「お、おい！　あの小こ坊ぼう主ずは何者だ？」

「初出場でいきなり本戦出場とは……」

　彗すい星せいの如ごとく現れた謎なぞの小坊主の存在に、観客も選手も皆驚おどろいた様子だった。

　イックーさんが本戦出場選手の控ひかえとなっている一服一銭の茶屋に入ってみれば、一人の男が腕うで組ぐみをして待ち構えておった。

「フぅぅ……やはりお前か！　上がって来ると思っていたぞ！」

　全ぜん裸らの細マッチョである。

「あ、あなたは……キッ×チヨメ×チヨメさん！」

　そう、以前イックーさんに勝負を挑いどみにきた、イキ者しやのキッ×チヨメ×チヨメさんだ。全身の筋肉が汗あせで輝かがやき、なまめかしい。

「んふゥ……嬉うれしいぞイックー、お前ともう一度勝負ができるとは」

「あなたも出場していたんですか……！」

「おれは大会の常連だ」

　ろくでもない。

「……おいキッ×チヨメ×チヨメ、そやつがイックーか？　見たところただの小坊主のようだが」

　キッ×チヨメ×チヨメさんの背後から、武家姿の男が声を掛かけてきた。常に左手を素す早ばやく動かしており、機械的なその動きは見る者を不安にさせる。

「アナどるなよ。こいつはおれが認めたイキ者だぞ」

「フッ、おぬしがそこまで言うとはな……」

　キッ×チヨメ×チヨメさんの堂々たる言葉に、武士は左手を激しく動かして返す。

「あの……あなたは？」

　イックーさんが誰すい何かすれば、武士は左手をせわしなく動かしながら答えた。

「それがしは、シコいち。西さい国ごくではこのキッ×チヨメ×チヨメと並び称しようされるイキ者だ」

「シコいちさん……！」

　すごみがあるわい。

「フッ……イックーとやら、予選を突とつ破ぱしたのだから、なかなかのアスぢからの持ち主なのであろう。だが、それがしに勝てるかな？」

「う、うぅ……！」

　イックーさんが気け圧おされたとき、部屋の隅すみから妙みように艶あでやかな声が響ひびいた。

「うふふふ、シコいちさん……随ずい分ぶんと偉えらそうなことを言いますね？　去年はわたくしに負けたくせに」

　シコいちさんがそちらを睨にらみ付けた。袈け裟さを着た坊主が座っている。瘦そう身しんながら異様な迫はく力りよくがあった。

「ふん、今年はそうはいかんぞ……！」

　イックーさんはキッ×チヨメ×チヨメさんの突起をツンツンと突つついて、小声で尋たずねた。

「あの方はどなたで？」

「ンッ……懇こん願がん寺じ派の僧そうにしてイキ者、練れん乳にゆう上しよう人にんだ。何度も優勝している実力者だぞ」

「オッホォ……！」

　すごみがある。

　練乳上人はニヤリと笑った。

「少しは楽しませてくださいね……このわたくしを。このままではつまらなすぎて、練乳が出てしまいそうになる……」

「う、あァ……！」

　こんなアス自じ慢まんの連中に勝てるだろうか？　イックーさんは不安になった。もういっそ帰ってしまいたいが、亀頭屋の新作はやはり気になる……迷っているうちに、勝負の時間となってしもうた。

　フンドシ一丁になって出発地点に並び勃たち、おもりを入れて開始の合図を待つ。

「ンッ、おァ……あッん……！」

　おもりは想像していたよりも重く、ずしんと下腹にこたえた。これはつらい戦いになるだろう……

「さあッ、夢漏町で最高のアスを決めるこの括かつ約やく筋きんの祭典に、今年も雄お々おしき勇者たちが集つどいました！　降り注ぐ夏の日差しよりなお熱く、彼らの下腹部は燃えたぎっていることでしょう……実じつ況きようはわたくし、フル勃たちイキ郎ろうでお送りします」

　夢漏町で評判の名司会者の、情熱的な舌ぜつ鋒ぽうが冴さえる。

「この暑さの中、観客席には多くの人が詰つめかけておりますが、ＶＩＰ席にはなんと将軍様の御お姿すがたもあります！　これは負けられません……さあ今、開始の鐘かねが高らかに鳴り響こうとしている……」

　ゴーン……近くの寺の鐘が打ち鳴らされた。

「鳴ったァーッ！　さあ各自一いつ斉せいに駆かけ出したッ！　解き放たれた野や獣じゆうにも似て……い、いや、一人遅おくれています！　なんということだァーッ、イックー選手出遅れてしまった！　どうしたというのか！」

「しまった！」

　色々と刺し激げきが強すぎて朦もう朧ろうとしていたイックーさんは、慌あわててスタートした。

「ンッ、ハァハァ……ンッ……ハァハァ……！」

　必死に走るが、まったく追いつけないうえに、ぐんぐん離はなされてゆく。おもりを入れたまま走るのは予想以上にきつかった。油断すると気が狂くるいそうになる。

「んぐっオ……アッヒ……ハァあ……ンッ！」

　内うち股またになりながら走るイックーさんの遥はるか前方、三人は既すでに美輪湖を泳ぎ始めていた。先頭は練乳上人、次にシコいちさん、キッ×チヨメ×チヨメさんと続く。

「うふふふ……キッ×チヨメ×チヨメさん、あなたがご執しゆう心しんのイックーさんとやらは、もう脱だつ肛こう……いえ、脱落寸前のようですよ？　哀あわれな姿ですねえ」

　ざぶざぶと泳ぎながら、練乳のようにねばつく口調で、練乳上人がイッた。

「やつはこの程度じゃねえ、そのうちわかる」

　キッ×チヨメ×チヨメさんの言葉に続き、シコいちさんの眼光がギラリと輝いた。

「フッ、人の心配をしている余よ裕ゆうなどないことを、思い知らせてやる……ぬうぅぅぅぅぅおおおぉぉ！」

　裂れつ帛ぱくの気勢が放たれれば、シコいちさんの周囲の水面が、爆ばく発はつ的な水みず煙けむりを立てた。

　司会席でフル勃ちが腰こしを浮うかせる。

「おおっとォー、シコいち選手の周囲で激しい水柱が起きている！　なんだこれは！　美輪湖の竹ちく美び島におわすという、水の神の怒いかりなのか？」

　シコいちさんが凄すさまじい速度で推進し、瞬またたく間に練乳上人に並んだ。

「これは一体……？」

　練乳上人もさすがに驚いた様子。

「去年おぬしに負けてから、それがしは反省したのだ……絶対の自信があった右手を封ふう印いんし、左手のみを使ってきた」

「なんと、それでは……」

「そう、今やそれがしの両手の筋力は均等！　水を激しくシコることで、爆発的な推進力を生み出す……それがしの奥の手だ！」

「シコいちのやつ、いつの間にこんな技わざを……」

　キッ×チヨメ×チヨメさんは、自然と笑えみを浮かべておった。脅きよう威いを感じてはいたが、同時にライバルの成長を嬉しく思う気持ちも強かった。この調子なら、泳ぎではシコいちさんが勝つだろう。最後の牛ぎつ車しや引きで巻き返せるか？　アスぢからが最も試ためされる競技だ……

「……やりますねえ」

　だが練乳上人の、練乳のような微び笑しようは消えてはいなかった。脇わきを通り過ぎようとするシコいちさんへと、スーッと近付いていく。

「なんだ、邪じや魔まするつもりか？　やめておけ、それがしのシコリューに巻き込まれたら無事ではすまんぞ」

「いえいえ、滅めつ相そうもない……うふふ、ふ！」

「……ンッ……な、アッッヒイイイイィィィィィィ!?」

　直後、湖面に恐おそろしい叫さけびが木霊こだました……これは、イキ声……？

「おーっとシコいち選手、いきなり失速ゥー！　自爆したのか？　やはり両手を一度に使うのは無理があったのでしょうか！」

「シコいちィーッ！」

　フル勃ちの実況を搔かき消すほどの声で、キッ×チヨメ×チヨメさんは叫んだ。

　シコいちさんが勝負をかけるときは勝算があるときだと、キッ×チヨメ×チヨメさんは知っておった。自爆などするはずがない……水面下で、何かが行われたのだ。何か恐ろしいことが、美輪湖の水の下で起きたのだ……

「練乳上人ッ、シコいちに何をしやがった！」

「うふふ、言いがかりはよしてください……ただ一つ言えるのは、彼はイッてしまったということだけです」

　練乳上人は悠ゆう然ぜんと泳ぎ去っていく。

「さあ、お友達を助けなくていいのですか？　溺おぼれてしまいますよ、うふふ」

「くっ、卑ひ劣れつな……！」

　キッ×チヨメ×チヨメさんは全力で泳ぐと、シコいちさんを抱かかえた。

「あひッ……ヒッ……ァアうッ……！」

　シコいちさんは白目を剝むいて痙けい攣れんしていた。

「こいつはひでえ……おい、しっかりしろ！」

「う、グッ……き、キッ×チヨメ×チヨメ、それがしのことは、捨てて……ヒグッ」

「馬ば鹿かを言うな！」

　キッ×チヨメ×チヨメさんは、近くの岸に向かって泳ぎだす。

「邪魔には、なりたくない……イッてくれ、イッてやつに勝ってくれ……！」

「お前を見捨てて勝って、何の意味があるってんだ？」

　毅き然ぜんとして返してから、キッ×チヨメ×チヨメさんは背後を一いち瞥べつした。バシャバシャという水の音が聞こえてきていた。

「それに、やつを倒たおすのは……おれの役目じゃねえ」

「ふぅふぅ……あれ？　どうしたんですか、お二人とも」

　そう、イックーさんが追いついてきたのだ。

「おれたちのことは気にせずイけ」

「え？　まだイッてませんが……」

　シコいちさんは、白はく濁だくしかけた瞳ひとみを細めた。

「……イックー、気を付けるのだ……んっ！　練乳上人は、摩ま訶か不ふ思し議ぎな技を使うぞ……ンッ！」

「もう喋しやべるな！　イッたばかりで敏びん感かんになっているのに……！」

　キッ×チヨメ×チヨメさんのせいしを振ふり切って、シコいちさんは語りだした。

「それがしは……ンッ！　何をされたかも、わからなかった……んっ！　ただ、ほんの少し触さわられただけだ、ンッ！　それだけでイカされた！　情けないことに……んっ！」

「触られただけ……？」

「んっ！　そうだ、気を付けろイックー……ンッ！　そして、できれば……んっ……それがしとキッ×チヨメ×チヨメの無念を晴らしてくれ……んヒッ！」

　痛々しいのう……

　イックーさんは元々、優勝賞品が欲しいだけだった。しかしこうして、無残にイカされ息も絶え絶えなシコいちさんの姿を見ていると、不思議と胸に熱い想おもいがこみあげた。人は誰だれしも、イクときは自由であるべきではないのか？　誰一人として、望まぬ絶頂を迎むかえるべきではない。そのみじめさはよく知っておった。

「……やれるだけのことは、やってみます」

　イックーさんは静かに答えると、バシャバシャと順路に戻もどっていった。シコいちさんとキッ×チヨメ×チヨメさんは、その背中を眩まぶしそうに眺ながめていた。

「……もう、随分と差をつけられてしまったぞ……ンッ！」

「それでもおれには……イックーが負ける姿は想像できんのだ。相手があの練乳上人だったとしてもな」

「フッ……おぬしがそう言うなら、ンッ！　それがしも信じよう……ンウッ！」

　さて、みちゆきの先では、練乳上人が既に牛車を引き始めていた。

「ぐっ、おぉ……んぎいぃ……！」

　大の男でもやっとの牛車を、アスのちからだけで運んでいく。器具がヌケればその時点で失格という、慣れている身にとっても過か酷こくな競技だ。

　フル勃ちの実況が響ひびき渡わたる。

「さあいよいよ、いよいよだ……誰もが備えるアスという名の虚うつろに、情熱を注いだ勇者たちの頂点が決まろうとしています！　今年もやはり練乳選手か？　強い、強すぎます、強さに穴がないッ！」

　練乳上人は客席に手を振る余裕さえ見せた。もうゴールまで幾いく許ばくもない。

　誰もが練乳上人の勝利を確信していたそのとき、後方からギッ、ギッ、という牛車の軋きしみが聞こえてきた。

「こ、この音はまさか……あ、あ、あぁあぁ、来た、イックー選手だァーッ！」

「なにっ！」

　練乳上人も驚きよう愕がくした。

「んっ、ぐっ……お、ふぐっ……ぬあぁっ！」

　全身の筋力を振り絞しぼり、アスから勃ちのぼる快楽の気配に耐たえながら、イックーさんは前に、ただひたすら前に進んでイク。

「速い速い、イックー選手！　なんと速いのか……男はたかぶると前をムクもの！　ならば彼が振り向かないのは、当然のことなのでしょう！　夢漏町よ見るがいい、そそり立つこのおれのイキざまを……そんな声すら聞こえてきそうでありますッ！」

　フル勃ちの実じつ況きようと、観客たちのざわめきが響く中、練乳上人が余裕を取り戻す。

「……うふふふ、やりますねえ？　あそこから追い上げてくるとは……しかしあなたには、マンにひとつの勝ち目もありません……」

　その両手が妖あやしくうごめいた。

「できればこの技は、衆目に晒さらしたくはなかった。これはわたくしの寺に伝わる秘伝……しかし今、あなたを敵として認めましょう……ホワタァーッ！」

　追いついてきたイックーさんへと、両手の指を繰くり出す。その指先がイックーさんの胸の突とつ起きに触ふれた瞬しゆん間かん、

「アッイグイグゥ、ングッオオオオォォォォイッグゥ！」

　イッてしもうた！

「うふふふ……人体には、突つかれれば必ずイッてしまう秘密の点があるのです。わたくしは寺で、血のにじむような修しゆ行ぎようの果てに、この点を体得しました……」

　秘密でもなんでもないと思うが……まあ、触っただけで問答無用にイカせてしまうのは、確かに神かみ業わざではあるのう。

　口の端はしからよだれを垂らし、背筋を伸のばして痙攣するイックーさんへと、練乳上人はねばつくような口調で続けた。

「一度イッてしまえば、人は全身のちからを失う。そのゆるんだアスでは、もう牛車を引くことはできないでしょう。安らかにおイキなさい……」

　練乳上人がゆるやかに合がつ掌しようし、引導を渡したとき、ギッギッと車輪の軋む音がした。イックーさんは、まだ止まってはおらぬ。

「フウッぐ……フウんッぐ……！」

「なにっ！　まだ動けるというのですか、往生際ぎわの悪い……ホワタァッ！」

「ングアァアッイイイィィィィ！　あ、あぁ……グッ」

　……ギッギッ……

「ウァタタタタタタタタァ、ホアッタァッ！」

「ヒッアッンゥッ！　イッ……グッホオーォォッ！　あ、ひ……ひぐッ……グッ」

　……ギッギッ……

「な、なぜ……！」

　このとき初めて、練乳上人の顔に焦あせりの色が浮かんだ。もはや常人ならば気が狂くるうほどの回数イッているはずなのに、いっこうに立ち止まろうとしない。

「なぜ止まらない！　いや……なぜヌケない！　ヌケないはずがない！　もうアスはゆるゆるのはずです、ホワァタタタタタタァッ！」

「ンギッンギいッグひいぃっアううぅイィッ……グッ」

　……ギッギッギ……

　フル勃ちも観客たちも、もはや言葉もなく見守っておった。何度イッても歩みをやめない小こ坊ぼう主ずの姿に気け圧おされていた。いつしか頰ほおに、熱いしずくが伝うのもかまわずに。

「……くじけません……わたし、は……」

　イックーさんは汗あせにまみれ、瀕ひん死しになりながらも前に進む。

「わたしの身体からだを、いくらイカせたところで、心までは支配できません……わたしの心がしまっているかぎり、アスもまた……しまっている！」

　……ギッギッギ！

「あ、ああ……イックー選手がヌイた！　練乳選手をヌキましたァー！　我われ々われは今、歴史のイキ証人となろうとしているのです！」

「し、しまった！　イカせることに夢中になりすぎて……くっ！」

　練乳上人は慌あわてて追いかけたが、もうゴールは見えていた。

「……勝てない？　このわたくしが……負ける？　許されない、そのようなことは……お、おのれ、イックウゥゥゥゥーッ！」

　練乳上人は無我夢中で右手を伸ばした。その手がイックーさんが引く牛ぎつ車しやの鴟とみ尾のおを摑つかんだ。そうだ、邪じや魔まをしてやる！　失格になってもよい、勝たせはしない……練乳上人の顔が醜みにくい笑えみを刻んだとき……

「ぬ、うう……ううぅ、おおおぉ、おおおぉぉぉぉンッ！」

「なっ……！」

　練乳上人と彼の引く牛車ごと、イックーさんは尚なおも進んだ。牛車二台と人間一人をアスぢからのみで引きずって……

「──んゴおおおぉぉぉーッル！」

　フル勃ちがフル立ちになって叫さけんだ。

「し、信じられません……勝者、イックー選手ゥー！」

「ば、馬鹿な……こんな、圧あつ倒とう的てきなアスぢからを……」

　練乳上人はその場に崩くずれ落ちた。

「あ……あぁ……ァ……」

　フラフラになったイックーさんのアスから、ヌポッ……と器具が抜ぬけた。そのまま前のめりに倒れていく……昨日を振り向かず、今日を懸けん命めいに、アスを信じて戦いヌイてきたが、もう限界だった……

「──イックーどの！」

　その身体をガッシリと受け止めたのは、原罪の名を冠かんする男だった。急いで駆かけ寄って来たのだ。頰を伝う熱いしずくもそのままに、何度も頷うなずいて見せる。

「よくぞ、よくぞ、これほどまで……このシンえもん、感動したでござる！　将軍さまも大満足ですぞ！」

　ＶＩＰ席には、激しく足の匂においを嗅かいでいる将軍さまの姿があった。

　イックーさんは弱々しく微笑ほほえんだ。

「……疲つかれ、ました」

「ほっほっほ、イックーさん、おめでとうございます……」

　どことなく卑ひ猥わいな形状の頭をした商人が、パチパチと鷹おう揚ような拍はく手しゆをしながら歩み寄ってきた。

「亀頭屋、さん……」

「いやはや……いいものを見せて頂きましたぞ。この新作はあなたにこそ相応ふさわしい。進しん呈てい致いたしましょう」

　亀頭屋さんはなにやら奇き妙みような形状の器具を取り出した。

「……なんですかこれ」

「これは尻しり子こ玉だま刺し激げき装そう置ち河かつ童ぱくんと申しまして、アスにいれたとき、一番気持ちのいい部分に当たるよう、研究に研究を重ねた……」

　イックーさんは、思わず叫んだそうな。

「もうお尻はイヤだーッ！」

　……いまいちオチが弱いが、勘かん弁べんしてくだされや。

　これが本当の、しりすぼみということだからのう、フォッフォッフォ……
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　暑くて寝ね苦ぐるしい夜に、ぴったりのものといえば？　そう、怪かい談だんじゃな。

　人は恐きよう怖ふを感じると体温が下がる。これは科学的にも証明されておるらしい。納のう涼りようにはうってつけよ。

　盆ぼんの近付くある夜よ更ふけ。イックーさんと小坊主たちは和お尚しようさまが寝静まるのを待って法はつ堂とうに集まり、百物語をすることになった。

　皆みなさまもご存じであろうと思われるが念のために説明をしておくと、百物語というのは怪談を話し終えるごとに一本ずつヌイていき、それを百回も繰り返す怪談会のことじゃ。百本目をヌイたときには、本物の怪異が訪おとずれ、なにか恐おそろしいことが起こるとされておる……

　法堂内を照らすろうそくの明かりは、どうにも頼たよりない。外は、ひたひたと染しみ込んでくるような夜の闇やみじゃ。息苦しさを覚えるような、静かな闇じゃ……

「──これは、平アンッの頃ころの話らしいんだけど……」

　早さつ速そく、小坊主の一人が口を開いた。

「丁度、今日のような、曇くもりがちな夜に……ある牛飼いのところに、一人の客が訪れたそうだ……見るからに高貴な女性で、どうしてもイキたいところがあると言う……牛飼いは牛車に乗せてやった……でもその女が、一言も喋しやべらなくて……とても、静かなんだ……」

　小坊主の話が進む。うす暗いお堂の中でのこと、お互たがいの顔もぼんやりとしてよくわからない。

「どうも変だ……と、牛飼いは思ったらしい。女がイキたいと言った場所は、とても人の通わないような郊こう外がいの草地……」

　小坊主の語り口は、たくみであった。

「……着きましたよ、お客さん……牛飼いがそう言って車内を見ると……誰だれの姿もそこにはなくて……女が座っていた場所は、じっとりと濡ぬれていたそうだ……ウッ！」

　小坊主が最後にヌイて、話を締しめくくった直後、

「きゃあンッ！　こわァいン！」

　オカマっぽい小坊主が悲鳴を上げ、イックーさんに抱だきついてきおった。

「えっ、あの、やめてくださいよ……わたしはそういう趣しゆ味みは……！」

　緊きん張ちようしていた雰ふん囲い気きが、少しやわらいだ。

「お……おいおい、チンねん！　腕うでを上げたなあ！」

「ぞくっとしたよ！」

「ほンと、チビッちゃうかと思ったワ！」

　小坊主たちが口々にほめそやす。

「よしじゃあ、次は俺だ……むかしむかし、アレ勃だちヶ原というところには、鬼おに婆ばばが棲すんでいて、旅人を喰くってしまうと言われていた……」

　小坊主たちは、次々に話をしていったそうな。

「──ウッ！」

「アンッ！」

「ンアーッ！」

　……話数が重なっていくにつれて、あたりには栗くりの花のかおりがうっすらと漂ただよい始めた。

　いよいよもって夜の闇は深みを増し、みな、口数が少なくなっていた。広いお堂の隅すみまでは、ろうそくの光は届かぬ……ひたひたとたゆたう影かげが、なにか得体のしれない気配を帯び始めている……

「……オウッ、クッ……ふぅ、これで九十九話だな」

　しばらく沈ちん黙もくがあった。

「……涼すずしくなってきたな」

「うん……ていうか、寒いくらいだ……」

「……アタシ、怖こわいワ」

　誰かが、もうやめようか、と言った。

　十分涼しくなったし、なにも百話まで続けることはないのでは？　このまま平和に朝を迎むかえるのもいいではないか……

　……だが、年長者の小こ坊ぼう主ずが首を振ふった。

「一度始めたからには、最後までやる。それがしきたりだからな……さあ、イックー、百話目はお前だ」

　イックーさんは頷いた。とっておきの話を用意してある。

　和尚さまの友人に勃たつ兵べ衛えさんという中年男がいて、股こ間かんをそっと見せてくる趣味があるため小坊主たちは警けい戒かいしていたが、実は怪談をよく知っておった。というのも、小坊主たちに怪談を聞かせ、怖がっている隙すきにサッと股間を見せるという露ろ出しゆつテクニックを身に付けておったからじゃ。

　気持ち悪いのう。

　その勃兵衛から仕入れたとびきりの怖い話、百話目にはふさわしかろう。

「……昔、西さい国ごくの阿あ弥み陀だ羅ら寺に、ウホいちという性感マッサージの達人が住んでおられたそうです」

　イックーさんの唇くちびるから、水のように物語が流れ出した。言葉がひたひたとお堂を浸ひたしていくように思える……

「ウホいちさんは盲もう目もくでしたが、芸の腕前はそれはそれは素す晴ばらしく、鬼をも泣かせると称たたえられるほどのものでした……」

　……ある夜、ウホいちのもとに一人の武者がやってきた。自分のお仕えするやんごとなき御お方かたが、ウホいちの技わざを所しよ望もうしておるとのこと。

　手を引かれるままに向かえば、大勢の人の気配があった。ウホいちが技を披ひ露ろうすると「ウッホォ！」「アッ！」「ンー！」悦よろこびの声が重なっていく……やがて一通りマッサージが終わったとき、貴人の声が告げた。

　素晴らしい腕前であった。是ぜ非ひ、明日も此処ここへ来て、ヤッてくれぬか……？

「──夜ごと出かけていくウホいちさん。怪あやしいと思った和尚さまが若い衆しゆに後を追わせると、ウホいちさんはなんと、墓場の真ん中で墓石をモミモミし続けていたそうです……」

　……これは怨おん霊りようにとり憑つかれておるのだ。このままでは、ウホいちは殺されてしまう……そう思った和尚は一計を案じた。

　ウホいちを全ぜん裸らにすると、その全身に経きよう文もんを書き込み、お堂の隅に勃たたせたのじゃ。よいか、これで怨霊にはお前の姿は見えぬはず。呼び掛かけられても返事をしてはならんぞ。御み仏ほとけがお前を守ってくださるじゃろう……そう言い残して、和尚は村の通つ夜やへと出かけていった……

「──ウホいち、ウホいち、迎えに来たぞ……いずこにおるか、ウホいち……」

　イックーさんの声は、まるで本物の怨霊の声のようだった。

「ウホいち……どこじゃ……声が近付いてきます。ウホいち……」

　怨霊は近付いてきたが、ウホいちの姿を見失っておる様子。だが、やがてぽつりと言うた。

「む……これは……？」

　怨霊は足を止めた……闇の中にぼんやりと浮うかび上がる、ウホいちさんの琵び琶わを見付けたのじゃ。

　琵琶とは……隠いん語ごじゃな？

　和尚はウホいちさんの琵琶にだけ、経文を書き忘れておったのだ……

「……なんと、口を無くしたかウホいち。これでは返事もできまい……しかし、主上は連れて来いと仰おつしやった。ならば出来得る限りその命に添そわねばならぬ。この琵琶だけでも持って帰るとしよう……」

　ごくりと、誰かが喉のどを鳴らした。

「……和尚さまが帰ってきたときには、息も絶え絶えになったウホいちさんが、横たわっていたそうです……くウッ！」

　イックーさんがヌイて、話を締めくくった。

　……誰も、何も言わなかった。堂内は重苦しい静せい寂じやくに包まれておった。

　ついに百話目が終わってしもうたのじゃ。この後、何かが起きる……大きな恐怖と、かすかな期待……

　しばらくの時が過ぎて、誰かがふと溜ため息いきを漏もらした。

「……何も……起こらないな」

　えたいのしれない重苦しい気配が、ふっと遠ざかっていく。

「まあ、そうだよな……そりゃそうだ」

「なんだよ、怖かったのか？」

「ちげーよ！」

　楽しげな言葉が交かわされる中、がたん！　と音がして、みな弾はじかれたように目を向けた。お堂の入り口が開かれたのだ。

　吹ふき込んでくる風がろうそくの火を揺ゆらし、それにともなって影が揺れる。戸板の横には、一人の小坊主が立っていた。彼が開けたのだろう。

　誰かがふと言った……あれ、誰だ？　あんなやつ、知らない……

　揺らめく風景の中、小坊主は妙みように艶なまめかしい瞳ひとみを、イックーさんへと向けた……

「……痛かったワよ、琵琶を取られたときは」

「ひっ……イグッ……！」

　強く風が吹き込んで、ろうそくの火が消えて……辺りは……闇……栗の花の香かおる、ぬばたまの闇じゃ……
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「イックーどの、イックーどのォ！」

　シンえもんが何食わぬ顔でアンッコク寺にやってきたので、イックーさんは部屋にこもって返事をしなかった。

　この前、将軍さまに騙だまされたことは忘れておらぬ。

「……イックーどの？　おらぬ？」

　シンえもんの気配が部屋の前まで来おった。

　少しはこりてくださいと思って、そのまましばらく黙だまっていると、

「[image: ][image: ][image: ]！」

　イックーさんは慌あわてて廊ろう下かに出た。

「なにしてるんです！」

　中ちゆう腰ごしになっていたシンえもんは、慌てて立ち上がりながら、

「お、おおイックーどの！　いや……別に何もしてござらぬ！　イックーどのが留守のうちに大きな便りを出そうなどとは、まったく思っておらんでござるぞ！」

　うたがわしい。

「まったく……何の用ですか？　金カク寺にはイキませんよ」

　イックーさんが溜息混じりに言えば、シンえもんは苦く笑しようした。

「将軍さまも嫌きらわれたものでござるな……」

「当たり前です！　あの方に付き合っていてはせいしに関かかわりますからね！」

「あの方はあの方なりに、イックーどのをお慕したいしておられるのではござらんかな……」

「えー、からかわれているだけですよ」

「ふ、ふ……まあ、よいでござる。拙せつ者しや、今日は将軍さまのおつかいではなく、個人的な用事で来たんでござるよ」

「なんですか？」

　シンえもんはイックーさんに顔を寄せ、ヒソヒソと言った。

「亀き頭とう屋やが夏の大売り出しを……」

「イキます！」

　即そく答とうしおった。イックーさんの辞書に、こりるという言葉はないのじゃ。

　さっそく二人で向かってみれば、亀頭屋の前は黒山の人だかり。

「おい、ＴＥＮＧＵを三本くれ、早く！」

「こっちは倍ばい櫓やぐらだ！」

「最新型の花おい魁らんシリーズ、あるだけ持ってこい！」

　旺おう盛せいなことよな。

「うわあ、凄すごい人ですね……」

「のんびり買い物はできなそうでござるな……」

　イックーさんとシンえもんが途と方ほうに暮れて呟つぶやいたとき、店頭に出ていた亀頭屋さんが二人に気付いた。

「これはこれは、イックーさんにシンえもんさん、ようこそおいで下さいました」

「あ、どうも……」

　イックーさんが会え釈しやくをしたとき、子供向けではないおもちゃに夢中だった人々が一いつ斉せいに振ふり向いた。

「なに、イックーさんだと？」

「あのイキ神様の？」

「えっ……！」

　熱っぽい視線が集まり、イックーさんはたじろいだ。わざわざ亀頭屋に卑ひ猥わいなものを買いに来るほどその手のことに熱心な人々の間では、イックーさんの名は今やかなり広まってきつつあった。

「本物だ！　本物のイックーさんだ！」

「おお、なんと神こう々ごうしい！」

「ありがたや、ありがたや……」

　拝んでいる人までいる。

「え、いや、あの……わたしはただイキやすいだけの小こ坊ぼう主ずです、ちょっと、やめてください……！」

「ほっほっほ、大した評判ですな……」

　亀頭屋さんが尋たずねてくる。

「ところで、今日は何をお求めで？」

「え？　いや、特にこれといった目的はなくて、安売りだと言うので……」

「なるほど、でしたら面おも白しろいモノがございますぞ」

「おや、なんです？」

　興味を示すイックーさんに、亀頭屋さんは一いつ瞬しゆんニヤリと笑うと、店の奥からとんでもないモノを持ってきた。

「アッヒ!?」

　それを見た瞬間、イックーさんはイキかけてしもうた……それは、今まで見たこともないほど大きく、太く、長いモノだった。暴力的なまでの巨きよ大だいさに、客たちから悲鳴とも歓かん声せいともつかない声が上がる。

「これぞ亀頭屋謹きん製せい特大バイブレーター、名付けて穴あな根こん打だだ！」

　亀頭屋さんが自じ慢まんげに言った。

「な、なんという大きさでござるか……！」

「ほっほっほ、ただ大きいだけではありませんぞ？　御ご覧らんなされ！」

　シンえもんが目を丸くするのに、亀頭屋は穴根打のスイッチを入れた……ヴー！

「オホオオォッ!?」

　イックーさんは、またイキかけてしもうた……

　その動きの激しいことといったらなかった。かんしゃくを起こした龍りゆうの如ごとく暴れ回り、亀頭屋さんが取り落としそうになっている。あんなものを一度使えば、もう二度と人並みの生活はできないであろう。

　亀頭屋さんは難なん儀ぎしながらスイッチを切り、

「おっとっと……まあ本来はチン列用のモノですが、しかし……イックーさんならば使えるのではありませんかな？」

「えっ!?　いや、そんな、無理……」

　言い掛かけたイックーさんの言葉を搔かき消すように、亀頭屋さんは客たちへと声を大にして言った。

「イックーさんならイケると思いませんか、ねえ皆みなさん！」

　客たちは目を輝かがやかせた。

「当たり前だ！」「イックーさんならイケる！」「二本だっていけらあ！」

　亀頭屋さんはニヤリと笑った。この卑猥な頭の商人は、隙すきあらばイックーさんを貶おとしめようとしてくる、本当に卑いやしい男よ。

「さあイックーさん、どうぞどうぞ。よもやできぬとは言いますまいな？」

「う、うぅ……！」

　あぶら汗あせをにじませるイックーさんへと、客たちが囃はやし立ててくる。

「是ぜ非ひ見せてくれ、あんたの雄ゆう姿しを！」

「俺たちに勇気ってやつを教えてくれないか！」

「う、ううぅ……ううぅぅ……ウッアアッグァァーッ！」

　イックーさんはわなわなと震ふるえていたが、突とつ如じよ、背筋を反らせて白目をムイた。

　シンえもんが目を見張る。

「あっ、まさか……！」

　そう、イッたのじゃ……イックーさんは過度なストレスがかかると、イッてしまう。そしてひとたびイケば……賢けん者じや、降臨。

「……フゥ、いいでしょう。亀頭屋さん、貸してください」

「えっ……！」

　今度は亀頭屋さんがたじろぐ番だった。こんなモノを使ってはただではすまないことはわかっている。できないと言わせて、ちょっと恥はじをかかせたかっただけだったのに……その後の人生を奪うばう覚かく悟ごなどなかった……

「よ、よろしいのですか？　こんなモノを……」

「早く」

　まさか、そんな……啞あ然ぜんとする亀頭屋さんから穴根打を受け取ると、イックーさんはスイッチを入れた……ヴー！

「では、いざこれを……おっと！　あっ……っとと！」

　穴根打は激しくのたうち回り、手から逃のがれようとする。それを押さえようとすると、また手からヌルヌルと出て行ってしまう……

「おっとっと、おっとっと……あ、っく、こいつ……！」

　イックーさんは、暴れる穴根打を押さえようとして、ついに走り出してしまった。啞然としている亀頭屋さんと客たちを後に残して……つまり、上う手まいことその場から逃にげおおせたわけじゃ。これぞ賢者の知ち恵えよ。

「っとっとっと、おっとっと、こいつ……おっとっと、おっとっと……！」

　ヴヴヴーヴ、ヴヴ……ヴヴヴ、ヴヴヴヴヴ……

「い、イックーどの、何処どこにイクでござるか？」

　シンえもんが慌てて尋ねるのに、イックーさんは悪戯いたずらな笑えみを見せて言った。

「バイブにきいてください！」

　ヴー！
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　お盆ぼんの時期になると、アンッコク寺も何かと忙いそがしゅうなる。法事を頼たのまれた和お尚しようさまのお供で、イックーさんも都に行くことが多くなった。

　シンえもんとよく亀き頭とう屋やを覗のぞきに行っているので、最近はイックーさんも、都の刺し激げきに耐たい性せいがついてきておる。

　それでもやはり、歓かん楽らく街がいを通りかかったりすると、

「ンッ！」

　イキかけてしまうのじゃ……

「これイックー、大人しく待っておくんじゃぞ。勝手にどこかにイッたりするなよ」

「アッ……わかりました」

　歓楽街近くの檀だん家かさんに立ち寄ったとき、和尚さまはイックーさんを門前に残して屋や敷しきへと入ってイッた。そのまましばらく待っていたが、話が弾はずんでいるのか、いっこうに出てくる気配がない。

　あまりに暇ひまなのと、繁はん華か街がいのにぎわいに誘さそわれ、気が付けばイックーさんはそちらにフラフラと向かっておった。

　軽はずみなことよ。

「──可愛かわいい子いるよー可愛い子いるよー二十文ポッキリはい二十文ポッキリ！」

「お兄さんどう？　うちに決めちゃいなよ、キャバクラ幕府から続く優良店だよ！」

　客引きたちが先を争って、通行人たちに声がけをしている。

　ちなみにキャバクラ幕府とは、源みなもとの頼より朝あさ勃だちが正常位大将軍となって開いた幕府のことじゃ。それが本当なら、もう二百年近く続いていることになるが……疑わしいな。

「──ハッ!?　いつの間に、わたしはこんなところに……？」

　ふと我われに返ったイックーさんは気け圧おされ、激しい罪悪感を覚えた。いけない、いけない……戻もどらなくては、こんなところに素人しろうとが居てはいけない……

「おっ！　小こ坊ぼう主ずさん、どう？　スッキリしていかない？」

「ンホオォ!?」

　みるみる客引きたちが群がってきた。まるでサバンナに投げ落とされた生肉のようなものじゃ。

「良い子いるよ！　優良店、だましなし！」

「うちは行き届いてるよ、各種プレイＯＫ！　尼あまさんも赤ちゃんもイケるよ！」

　イックーさんはすっかりブルッてしもうた。

「あの、でも、わたしは御み仏ほとけに仕える者ですから……」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！」

「まだそういうの経験ないんで……」

「大丈夫大丈夫！」

「病気とかちょっと心配ですし……」

「大丈夫大丈夫！　大だい乗じよう仏ぶつ教きよう！」

　ダジャレじゃな？

　とにかく根こん拠きよを感じさせない勢いだけで、イックーさんを引っ張っていく客引きたち。夢む漏ろ町まちというのは、とにかく奔ほん放ぽうな時代だったのじゃ。

「あ、あの、でも……わたし、お金持ってませんし……！」

　だが、イックーさんがそう言ったとき、客引きたちの動きがピタリと止まった。口々に溜ため息いきを漏もらす。

「なんでえ、まぎらわしい……」

「よくもこの小坊主、いけしゃあしゃあと」

「貧びん乏ぼうモンがこんなとこ出歩くんじゃねえよ」

「金がねえなら、けえんな」

　客引きたちはすぐさま、散り散りになってイッてしまった。あまりにもあからさまな手のひらがえしに、イックーさんは哀かなしくなった。

　……戻ろう。こんなところに来てしまったのが間ま違ちがいだ。今いま頃ごろ、和尚さまも怒おこっているかもしれない。

　檀家まで戻ろうとして、ある店の前を通りかかったとき、

「あーん、ああーん……」

　ふと色っぽい声が流れ出してきた。

「オアァーッ!?　アッ、あ……お、おぉ」

　イックーさんは、イキかけてしもうた……この声からすれば、中で生命のいとなみが繰くり広げられていることは明白であろう。

　イックーさんはついフラフラと店に近付き、聞き耳を立てた。

「あーん、あーんあーん……」

「イッ……アイッ……ンッグ……インッグ！」

　中は覗けないが、漏れてくる声だけで十分イケる。生命のいとなみとは、目で見て楽しいだけではなく、耳で聞くのも風ふ情ぜいがあるものでな。

「ンッあ、ほ……ほゥ……アアアァァアァァァッヒイイイィー！」

　見よ、イッた。

「ア、ヒ……ふ……」

　イックーさんが余よ韻いんに身を震ふるわせておると、さっきからその様子を見ていた店の者が、いそいそと近付いてきた……

「ほっほっほ、これはイックーさん……」

　その卑ひ猥わいな頭の形には見覚えがあった。

「えっ、亀頭屋さん！　どうして！」

「これはわしの店ですぞ。手広くやっておるのでね」

「そうだったんですか……」

「それより……今イキましたね？」

「えっ」

「ごまかしても無む駄だですよ。あなたは今、確かにおイキなすった」

「あ、いえ、ごまかすつもりは……」

　亀頭屋さんは、勢いよく手を差し出した。

「だったらお代をいただきましょうか！」

「ヒァー!?」

「音も商売道具なのですぞ。それを聞いてイッておきながらお代を払はらわぬというのは、泥どろ棒ぼうにも等しい行こう為いとは思いませんか？」

　亀頭屋さんは、イックーさんをやり込めたくて仕方がないとみえる。

「さあ、払わぬのなら、役所に突つき出しますぞ！」

「……う、う、ううぅぅ」

　イックーさんは半泣きになりながら、巾きん着ちやくを取り出した。少ないおこづかいの中から少しずつ貯ためた、大切なお金が入っておる。

「う、う……」

　ちゃりんちゃりん、イックーさんの震える手元から、数枚の貨か幣へいが落ちた。

「おっと、イケませんなあ、銭ぜには大切になさらねば……ほっほっほ」

　亀頭屋さんはニヤニヤと笑いながら、腰こしを屈かがめて拾おうとした。もはや勝った気になっておる。

　……だが、忘れてはならぬぞ。イックーさんが今しがたイッたということを！　イッた直後のイックーさんの知性は、まさに賢けん者じやよ。

　イックーさんは亀頭屋さんより素す早ばやく貨幣を拾い上げると、微笑ほほえんでこうイッた。

「今、お金が落ちた音をお聞きになりましたね？」

「なんですと？」

「わたしは、あなたのお店から漏れる音を聞きました。ですから、お金も音で支払うのが道理というものでしょう」

「ヌッ……ぬぐっ……！」

　亀頭屋さんの卑猥な頭が真っ赤に染まり、頭頂部からたらたらと汗あせを垂らし始めた。

　イックーさんは軽く頭を下げ、

「どうぞ、お納めください」

「ぐ、ぐぐぐ……おのれ、おのれこの……変態！　変態め！　変態のくせに知ち恵えばかり回る生イキな小坊主めが！」

「ふふ……今日のはなかなかでしたよ。そんなに罵ば倒とうしないでください、イッてしまいそうになります」

　亀頭屋さんの苦しまぎれの罵倒を背に、イックーさんは菩ぼ薩さつの微笑みを浮うかべたまま、屋敷へと戻ってイッた。

　ところが門前まで来ても、まだ和尚さまの姿がない。どうしたのか、さすがに遅おそすぎる……不ふ審しんに思って屋敷に近付いてみると、障子戸が半分開いておった。

「あーん、ああーん……」

　……そういえばここの檀家さんは、未亡人だったことを思い出す。イックーさんは渋じゆう面めんになると、ピシャリとわざと音を立てて戸を閉めた。

「あっ！　い、イックーか？　これはその……！」

　和尚さまの慌あわてた声に、イックーさんはこう返したそうな。

「まったく、音が漏れてますよ！　ちゃんと閉めてください！　音もタダじゃないんですから！」
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　夢む漏ろ町まちの頃というのは、今ほど人の領分は広くはなかった。生活圏けんの中心をわずかでも外れれば、険しくも美しき大和やまとなる自然が広がっておった。神秘は未いまだ深く、人知の及およぶものではなかったのじゃ。

　さて、夏の暑さが少しずつ落ち着いてきた頃、都にほど近い野っぱらで、一いつ匹ぴきのキツネがアンッコク寺を眺ながめておった。ひどく憎にく々にくしげなまなざしでのう。

「おのれ、あの小坊主め……よくも大だい変へん化げたるこのわしに、あんな仕打ちを！」

　そう、盛せい夏かの頃、イックーさんにゴムゴムの妻ワイフでこっぴどくやられたあのキツネじゃな。人間にしてやられるとは、化け物業界のいい笑いもの。なんとしてもイックーさんを心底おどろかせ、汚お名めいを雪すすがなければならない。

　そのために、まず必要なのは……そう、綿密なリサーチじゃ。相手の恐こわいものを知らねば始まらぬ。

「ケーン！」

　キツネは甲かん高だかい声で鳴くとその場で跳とび上がり、くるりと宙返りをした。着地したときには、見目麗うるわしい若わか侍ざむらいに変じておる。

「……うむ、完かん璧ぺきじゃ！」

　自分の尻しりを触さわり、尻しつ尾ぽが飛び出していないことを確かく認にんすると、若侍と化したキツネは勢い込んでアンッコク寺へと向かった。

　イックーさんは山門前の掃はき掃そう除じをしておった。キツネはイックーさんが掃除当番になるこのときを、じっと待っておったのじゃ。

「おい、そこな小坊主！」

「ンヒイィッ！」

　イックーさんは、激しく痙けい攣れんした……

「む、どうした？」

「うッ……く、はァ……い、いえ、なんでも……ンないですゥ……いきなり話し掛かけられたので、驚おどろいただけでへぇ……」

「驚いただと！　今のでか！」

　目を輝かがやかせるキツネに、イックーさんは不思議そうに首を傾かしげた。

「ンッ……どうなさったんです？　なんだか嬉うれしそうですけど」

「む、いや……なんでもない！」

　イックーさんはじろじろとキツネを見ながら、

「失礼ですが、どなたですか？　この辺りの方ではありませんよね？」

　キツネは思わず尻を押さえて言った。

「う、うむ、わしは旅の武士じゃ！　都へ仕官に行きたいと思ったのだが、道に迷ってしまってな……ほ、本当じゃぞ！」

「なるほど、それでしたら──」

　イックーさんは丁てい寧ねいに、都までの道を教えてやった。

「おお、かたじけない」

「いえいえ……」

　頃合いと見て、キツネは切り出した。

「……ところで小こ坊ぼう主ず、そなたは先ほどわしに話し掛けられただけで驚いたようだが、驚きやすいのか？」

「え？　ええ、まあ……」

「おお！　それでは、お化けなどが出たら相当驚くのではないか？」

「お化けですか？　いえ、そういうのは別に……」

　ホラーには耐たい性せいがあるがビックリ系はダメ、という人はおるようじゃな。

「ふむ、お化けは怖こわくないか……ではそなた、どのようなものが怖いのじゃ？」

「怖いものですか？　そうですね……」

　イックーさんは悩なやんだ素そ振ぶりを見せてから、菩薩の微笑みを浮かべて言った。

「春画が怖いですね」

「なに、春画が？　これは異なことを……人間の男ならば誰だれしも、春画が大好きなのではないのか？」

「大多数の人はそうですが、わたしなどは二次元は苦手なのです。見るだけでぞっとしますよ、ああ怖い怖い……」

「そうか、なるほど！」

「ところで、なぜそんなことをお尋たずねに？」

「むっ、いや、ちょっと興味があっただけじゃ……それでは失礼！」

　ボロが出ないうちにと、キツネはさっさと退散し、その足で川原へと向かった。

「覚かく悟ごするがよいぞ、あの小坊主め！」

　そして、川原で天然モノの春画をたっぷりと採取すると、夜のうちにイックーさんの部屋へと放ほうり込んでおいた。朝起きたとき、どれほど怖がることだろう？　想像するだけで笑いがこみあげてくる。

　だが翌日、アンッコク寺に様子を見にいったキツネの目の前には、信じがたい光景が広がっておった……寺の裏手で小坊主たちが、新しい春画を嬉しそうに読み合っておったのじゃ。その中にはイックーさんの姿もあった。

　啞あ然ぜんとするキツネの耳に、小坊主たちの会話が聞こえてきた。

「おい、イックー！　こんな大量の春画、どうやって手に入れたんだよ？」

「天然モノばっかりだ……これだけあれば蔵くらが勃たつぞ！」

「お前こそ春画枯こ渇かつ時代の英えい雄ゆうだ！」

「性器末の救世主だ！」

「なあ教えろよ、どうやったんだよ！」

　イックーさんはまんざらでもなさそうに、

「いやあ……それがですね？」

　声をひそめて言う。

「先日こちらに、奇き妙みようなお侍さまがやってきたんですよ。一目でキツネだとわかりました。だって、頭から耳が飛び出しているんですから……まあ、そういう趣しゆ味みの人かもとは思いましたけど」

「あー、たまにいるよね、耳つけてる人」

「いるいる。都とかにいる」

　草むらの中に隠かくれたキツネは、ハッとして頭を押さえた。

　尻隠かくして頭隠さず……なんとも迂う闊かつなことよな。

「それで、わたしが何が怖いかを聞いてくるんです。以前こらしめたキツネが、仕返しにきたってところでしょうね。春画が怖いって答えておいたんですよ」

「それでまんまと春画を手に入れたってわけか！」

「さすがだぜ！」

「いやあ……へへへ……」

　草むらに隠れていたキツネは、怒いかりに身を震ふるわせていた。またもしてやられたというわけだ……このままでは恥はじの上うわ塗ぬりではないか。変化仲間にまた馬ば鹿かにされてしまう……

　ガサガサと震える草むらを、イックーさんはチラリと一いち瞥べつした。

「……まあ、何度来ても怖くはありませんよ。わたしが本当に怖いものが、生身の女性だなんて、あのキツネは知る由よしもないでしょうから……二次元は大好きですが、やはり三次元は怖い怖い……」

　その言葉を聞いて、キツネはそれまでの悔くやしい気持ちもすべて忘れ、しめしめと思った。思いがけず良いことを聞いたぞ、今度こそ怖がらせてやると意気込んで、野っぱらに戻もどっていった……

　所しよ詮せんは畜ちく生しようの浅あさ知ぢ恵えよ。

　イックーさんは、捨てるつもりなのじゃ……長らく歩んできた無む垢くなる道程みちのり……道どう程ていを捨てるつもりなのじゃ……もうキツネでもいい、そんな切せつ迫ぱくした想おもいが感じられて、哀かなしくなる。

　その日の夜よ更ふけ、首しゆ尾びよくおなごに化けたキツネはイックーさんの部屋へと忍しのび込んでいった。罠わなとも知らずにのう……

　だが、一刻ほど過ぎた頃ころ、

「──うっげえええぇぇぇあぁあああぁぁぁぁぁああぁ！」

　とんでもない叫さけび声を上げながら、イックーさんが窓から飛び出してきおった。

「グロテスクうぅぅぅぅぅぅぅ！」

　……まあ、初めて見たときは、そうなるのかもしれぬな。

「なんじゃ、あの小坊主……」

　取り残されたキツネはポカンとしていたが、どうやら仕返しができたらしいとわかって、ほくほく顔で野っぱらへと戻っていったそうな。

　自然の神秘と同じく、女によ体たいの神秘もまた深く、人知の及ぶものではない……そういうことなのじゃろう。

　いやはや、怖いのう、怖い怖い……怖いのう？
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　どうも、わしです。皆みなさま、お元気かな？

　そろそろまた少し、イックーさんを休ませてやろうか。このままではイックーさんが、テクノブレイックーさんになってしまうからの。

　以前のはしやすめの咄にて、茶の湯放ゆまりについて語らせていただいた。ならば今度は武について、思うさまに書かせていただくとするか……

　武によってささくれた心を、茶の湯放ゆまりによってなだめる……武と茶の湯放ゆまりとは、戦国の世を動かす両輪であったからのう。

　さて、イックーさんの属しておった宗派は禅ぜん宗しゆうの一つ、臨りん座ざ位い宗しゆうという。キャバクラ時代から夢む漏ろ町まち時代にかけて隆りゆう盛せいを誇ほこった一派じゃ。その臨座位宗の名めい刹さつ、大イク寺は、応お仁にん々にんの乱で焼けてしもうたが、高こう僧そうとなったイックーさんが再建した。

　それからおよそ二百年ほどのち、この臨座位宗大イク寺に、一人の名僧が現れる。

　その名を、イクアン和お尚しよう。

　イクアン漬づけを考案したとか、広めたとかいわれておるで、ご存じの方も多かろう。書にも詩にも堪たん能のうでイキ心にも精通したケツぶつであり、また非常にこうケツな御ご仁じんで、多くの大名から誘さそいを受けたが全すべて断っておる。

　このイクアン和尚が、どう武に関かかわるのか？

　それは若かりし頃より親交のあった、さる剣けん士しの存在にある。

　エロ幕府はイク川がわ将軍家の剣術指南役にして、パイ専として知られるチン陰かげ流の大剣けん豪ごう……そう、野や獣じゆう但たじ馬ま守のかみ胸むね乗のりじゃ。剣に携たずさわる者ならば、その名を知らぬ者はおらぬであろう。

　剣という人殺しの手段を一つの道とし、精神性を高めんがため、野獣胸乗は剣の道と禅の道を結び付けようとした。そして、そのための書の執しつ筆ぴつを、深い付き合いのあったイクアン和尚に依い頼らいした。

　そうして出来上がった書が、『不動ちんちん妙録』……ひとつところに留とどまらぬ、チンポジの流動的な在り方を説いたこの名著の完成を以もつて、剣の道と禅の道は和合したというわけじゃ。

　イックーさんのイキ心は、臨座位宗大イク寺派の思想に大いなる影えい響きようを与あたえておったことじゃろう。そしてまたチン陰流も、当時の剣を語る上で切っても切り離はなせぬ存在……

　すなわち剣の道にもまた、イックーさんのイキ心が脈々と息づいていた……というのは、少々飛ひ躍やくしすぎかのう？

　皆さまもイクアンを頰ほお張ばるとき、イキ心に思いを馳はせてみなされや。コリコリ、ポリポリとしたあの食感に、きっと勃ぼつ起きしてしまうことじゃろう……

　わしはするね。

　ではそろそろ、イックーさんのおはなしに戻るとしよう。引き続き、イックーさんの活躍をお楽しみくだされや……
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　夢む漏ろ町まちの男子たちのあこがれの職業といえば、産婦人科医やアダルト紙かみ芝しば居い男優などが挙げられるが、春画絵師というのもそれらに並ぶ人気職じゃ。

　しかし、好きなことでイキてイクというのは喜びも多いが、相応の苦しみもあるもの。生活が懸かかってくれば責任が生まれる。「やりたいこと」が「やらねばならぬこと」になってしまう……

　さて、ここに一人の男がおった。春先の冷たい川のほとりを所在なげに歩き、ふと立ち止まってはためイキを漏もらしておる。

「はあー……困った困った、何も思い付かねえや……」

　名を官かん能のう正まさ信のぶという、幕府お抱かかえの春画絵師じゃ。一時期は当世随ずい一いちの腕うで前まえと讃たたえられ、その絵を一目見たならば、どんな堅かた物ぶつもたちどころにイッてしまうと評判だった。

　しかし最近は、どうもうまくいかない。将軍さまから依い頼らいされた春画も、描かいては破り、描いては破りを繰くり返しておる。

　──昔はこんなことはなかった。思うがまま筆を奔はしらせれば、誰もが前まえ屈かがみになってしまうような絵が描けた。それなのに今は……

「……ああ、自分でもわかってんだ。最近の俺の絵には艶つやがねえし、勢いもねえ……でも、どうすりゃいいんだか、とんとわからねえんだ……」

　最近では家にいて、女によう房ぼうどのの顔を見るのもつらい。できた女で、正信の才能を誰だれよりも信じてくれている。それがつらい。だからこうして、何かと理由を付けて散歩に出ている。

「……ん？」

　俯うつむきながら川原を歩くうちに、ふと紙の束が視界に飛び込んできた。草むらに落ちているそれを拾い上げてみれば……

「おお、こいつは春画じゃねえか！　天然モノか……」

　ざっと目を通してゆくうちに、官能正信はフンドシがきつく締しまってイクのを感じた。

「な、なんて凄すごみのある絵なんだ……ウッ、たまらねえ！」

　こんなに興奮したのは、いつぶりだろうか？　天然モノはいいとは聞いていたが、これほどとは思わなんだ。春画の束を小こ脇わきに抱え、前屈みになりながら、官能正信は帰路を急いだ。

　家に帰り着くと、女房どのに声もかけず自室にこもってイッた。

「オアーッ！」

「あら、どうなさったんです？」

　不思議がって部屋を覗のぞいた女房どのに、血走った目でイッた。

「オウッ！　こいつを見てくれ！」

「まあ、こんなにたくさん……！」

「すげえだろう？　川原で拾ってきたんだ。こんだけありゃ、一生食うには困らねえぞ！」

　ところが女房どのは、喜ぶどころか眉まゆを顰ひそめよった。

「……あなた、自分の春画は描かないんですか？」

「俺の春画だと？　ハッ！」

　官能正信は自じ虐ぎやく的に笑った。

「川原にイけば、こんな春画がタダで手に入るんだぞ？　そういう時代なんだ。俺の春画なんか誰が買うってんだ？」

「そんな、あなたの春画は三国一の──！」

「ええい、うるせえ！　いいから戸を閉めてくれ！　俺はこれからカクんだ……絵は描けねえが、カクんだ！」

　それ以上は聞く耳もたず、官能正信はカキ始めた。とにかくカイた。ひたすらカイた。カイてカイてカキまくった。

「畜ちく生しよう……畜生畜生畜生ッウァー！」

　我われ知らず、熱いしずくが頰ほおを伝っておった。何もかも忘れたいと願いながらカキ続け、やがて気絶するように眠ねむりにつくのだった……

「──う、うう……ハッ！」

　目が覚めれば夕暮れ、山に帰るカラスの鳴き声と、漂ただよう夕ゆう餉げの香かが郷きよう愁しゆうを誘さそう。意識がはっきりとしてきて、さてもうひとカキと思って、ふと手元を見て驚きよう愕がくした。

「あ、あれ……おい、俺の春画をどこやった！」

　とんとんとん、包丁の音色が止まった。台所に立っている女房どのが半身に振ふり向く。

「……春画？」

「たっぷりとあったろう、天然モノが！」

　戸と惑まどうような沈ちん黙もくがあった。

「何の話です？」

「なにって、俺が川原で拾ってきた春画のことに決まってらあ！」

　女房どのはいぶかしげに、

「あなた、散歩からお帰りになって、すぐに眠ってしまわれたじゃありませんか。夢でもご覧になったのでは？」

「なっ……ゆ、夢？　い、いや、そんなはずは……そんなはずはねえ！」

　しかし部屋の中を見回しても、あんなにカキまくった痕こん跡せきは、何一つなかった。家の中を探しても、春画は見付からぬ。ただはいていたフンドシだけが、カピカピになっておった。

「……夢だったってのか？　そんな……そんな……！」

　がっくり項うな垂だれる官能正信。

「あんな一級品、それもあんなにたくさん……全部夢だったって？　それに俺は、いい年こいて夢で……ああ、恥はずかしい……穴があったら挿は入いりてえ」

　女房どのが苦く笑しようしている。

「そんなに落ち込まず、自分でお描きになってくださいな。将軍さまの御依頼の期日も近いんですから」

「馬ば鹿か言っちゃならねえ、こんな精神状態で、仕事なんかできるもんかい！」

　官能正信はそう言ってしばらく仕事に手を付けなかったが、数日も経たつと、またフンドシがきつく締まるのを感じ始めた。

　夢の中とはいえ、一度高まった情熱は、そうそう治まらぬ。しかしカこうとしても、おかずがない……

　これは苦しいことじゃぞ。

「う、うう……ええい、畜生ォ！」

　官能正信は、とうとう憤いきどおりのままに筆を手に取った。そして描き始めた。とにかく描いた。ひたすら描いた。何もかも忘れるように描いた。描いて描いて描きまくった。

「畜生……畜生畜生畜生ッウァー！」

　我知らず、熱いしずくが頰を伝った。筆とは隠いん語ごではなく、飛び散るのは白い液体ではなく黒い墨ぼく汁じゆうじゃった。

　……やがて、一枚の絵が完成した。

　その絵を手に金カク寺へと向かい、将軍さまにお目にかけたところ、

「ムホォーッ！　あっぱれじゃ、官能正信！　この乳ち首くび石せき白はつ鶴かく図ず、傑けつ作さく中の傑作ではないか！　さすがは御ご用よう絵師である！　クンカカァ！」

「は、ははっ！　畏おそれ多きこと！」

「これならば報ほう酬しゆうも弾はずもう！　次も期待しておるからな！　クンカクンカ！」

「は、あ……ありがたき幸せに御座いまするーッ！」

　大枚を抱え、喜び勇んで家に帰ってみれば、女房どのがなにやら妙みような様子であった。両りよう膝ひざを突ついて改まっておる。

「あなた、申し訳ありませんでした……」

「お、おう？　なんだ、どうした急に」

「……こちらを」

　戸惑う官能正信の目の前に、女房どのは見覚えのある紙の束を差し出した。

「あっ、それは！　あの天然モノの春画！」

　女房どのはさめざめと語った。

　この春画を見付けてから、まるで思春期のモンキーの如ごとくカキ始めた夫に危機感を覚え、いても立ってもいられずアンッコク寺へと向かったそうな。このままでは赤玉が出てしまうやもしれぬ……名のあるイキ坊主のイックーさんに、どうしたらよいかと相談しに行ったのじゃ。

　話を聞いたイックーさんは、春画の束を抱えてそそくさと物もの陰かげへとイキ、

「ンッグーッ！」

　ひとしきり痙けい攣れんしてから、次のような知ち恵えを授さずけてくれた。

「……この春画は、お寺で預かりましょう。旦だん那なさまが目を覚まされたら、わたしの言うとおりにしてください……ふふ、上う手まくいけば、素す晴ばらしい傑作が出来上がるかもしれませんよ？」

　色気のある絵というものは、まず絵師自らがカキたい絵でなければならぬ。その根底には誰かのため、何かのためではなく、自らの欲望がなければならぬ。

　春画を隠かくせば、官能正信の発散されぬ欲望が高まり、それはきっと名画を生むだろうと、イックーさんは見み抜ぬいておったのじゃ。

「──どうか、お許しくださいませ。あなたの大切なものを勝手に隠してしまって、さぞお怒いかりのことでしょう」

　平謝りの女房どのへと、官能正信は微笑ほほえんでイッた。

「なんのなんの、お前さんのおかげで、いい仕事ができた。ありがてえと思いこそすれ、怒おこるなんてとんでもねえ！」

「あ、あなた……！」

「これぞ陰徳というものだ。俺が三国一の春画絵師なら、おめえこそ三国一の女房よ！」

　女房どのは涙なみだぐみながら、

「……もう、我が慢まんなさることはございませぬ。どうぞ、たっぷりとご覧になってくださいまし！」

「お、おお、そうか……！」

　官能正信は一度は春画を受け取ろうとしたが、ふと手を止めた。

「……いや、やめとこう」

「え……？」

　ゆるゆると首を振った。

「また夢精しちまうといけねえ」

　大人になってからすると、なんとも気恥ずかしいものじゃからな。
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　ここのところ、和尚おしようさまは悩なやんでおった。

「……最近わし、イックーにあなどられてない？」

　真実に気付きはじめたようじゃな。

　イックーさんとて表向きは恭きよう順じゆんしておる。本堂でイクこと以外は、そうそう言い付けに背そむくこともない。だがときおり、ひどく冷たい目で和尚さまを見ておるのだ。まるで三日も洗っていないフンドシでも見るかのような……

　宵よいの口、自室にて蜜みつツボを取り出し、いざナメようと思ってもどうにも気が乗らない。蜜ツボをそっと隠し場所に戻もどすと、しょんぼりとため息をついた。

「昔はこうではなかった……イックーはちゃんとわしを尊敬しておった。使用後のオナホを洗っておけと言っても、いやな顔ひとつせなんだ……」

　それは嫌きらわれる。

「はあ、まぶたを閉じれば思い出すわい、あやつの幼かった日のことを……」

　和尚さまの頭上に、フワフワと思念の雲が浮うかんだ。

　思い出すのはイックーさんがアンッコク寺に来たばかりの頃ころ、初めての正月を迎むかえたある日のことじゃ……







　──朝もはよからこっそりと、出で掛かける支し度たくをしていた和尚さまのところへ、まだ幼かったイックーさんがやってきた。

「和尚さま、おはようございます」

　和尚さまはビクッとした。

「ぬおッ、い、イックー！」

「どちらに行かれるのですか？」

「いやこれは、その……ちと都に用があってな、法事……そう、法事じゃ！」

　うそじゃな。

　今日はハッ天神のお祭りがあるので、和尚さまはこっそりイこうとしておった。

　ハッ天神とは、北きた野の手て満まん宮ぐうで催もよおされるその年で初めての縁えん日にちのことで、規模の大きさもさることながら、ひげの剃そり跡あとの青々としたたくましい男たちが大勢集まることで広く知られておった。和尚さまにそのケはなかったが、売り出される質の良い道具類が目当てじゃ。

　イックーさんは驚おどろいた様子で言った。

「えっ！　和尚さまをお一人でイカせるなんて、わたしにはとてもできません！　お供いたします！」

「い、いや、子供にはまだ早い！」

「え？　法事が？」

「あ、いや……と、とにかく、よいのじゃ！　わし一人でイクッ！」

　イックーさんはハッとして、悲しげに目を伏ふせた。

「……そうですよね。わたしのような若じやく輩はいの新参者が、和尚さまのお供などと、出過ぎたことでしたね」

　それから、泣きそうなのを我慢するような、気き丈じような微笑みを見せた。

「では、他ほかの誰だれかを起こして参ります！」

「ヌッ!?　いやいや、気を遣つかわんでよいから！」

「わたしは和尚さまが心配なのです……お待ちください、今起こしに！」

「待て待て、わかった！　おぬしに供をしてもらおう！」

　他の小こ坊ぼう主ずに、特に年長組に知られでもしたら困りものじゃ。イックーさん一人ならどうにかごまかせると、和尚さまは考えた。

　いやはや、どこまでも俗ぞく物ぶつ。

　こうして二人はそそくさと、ハッ天神へと出掛けたそうな。

　北野手満宮は、芋いも洗あらいの様相であった。縁日のにぎわいの中に、パンパンと互たがいの尻しりを叩たたきあって笑う男たちの姿がある。

　心おどるようなにぎわいじゃな。

「──あっ！　和尚さま見てください、水あめを売っていますよ！」

　はしゃぐイックーさんを、和尚さまは猜さい疑ぎのまなこで見ておった──わしは法事だと言うたのに、こやつ疑う様子もなく、まるで最初から縁日を楽しみにしていたかのように……いやいや、まさか。イックーに限ってそんなことはあるまい。純真な小坊主じゃ、疑うべきではない……

　和尚さまは首を振ふり、頭の中から邪じや念ねんを追い出した。

「……あれは水あめではない。ローションというものじゃ」

「なんですか、それは？」

「ヌルヌルする液体じゃな」

「どう使うんです？」

「ふ、子供は知らんでよい……」

　和尚さまがそう返答すると、イックーさんはやにわにローション屋へと駆かけて行った。

「すみませーん、ひとつくださーい！」

「こらこらこら！」

　和尚さまは急いで後を追った。

「なんじゃ！　どういうつもりじゃ！」

「え？　いや、買ってみたら使い方もわかるかと」

「わからんでいいと言うに……第一おぬし、金をもっとらんじゃろうが」

「はい、和尚さま買ってください」

「なんでわしが！　絶対に買わんぞ！」

　イックーさんは、いきなり両手で顔を覆おおって泣き出した。

「和尚さまがローションを買ってくれない！　和尚さまが！」

「む……なんじゃ！　泣き落としは通用せんぞ！」

　和尚さまはかたくなであったが、ふと、ひげの剃り跡の青々とした男たちが足を止め、遠巻きにこちらを眺ながめていることに気付いた。ヒソヒソと話し声がする。

「ンマァ……あの和尚さま、非ひ道どいわネ」

「ええホント、ローションも買ってあげないなんて、優やさしさが足りないワ！」

「道具をけちるなんて、つらさがわからないのかしら……」

　ひげの剃り跡が青々とした男たちの間でひとたび悪いうわさが立てば、夢む漏ろ町まち中に広がってしまうじゃろう。彼らは話好きだからのう。

　和尚さまは慌あわてた。

「わ、わかったわかった、買ってやる！　ほら、どれがいいんじゃ！」

　イックーさんは真顔で言った。

「一番高いの」

「こやつ……！」

　ここに至って和尚さまも、イックーさんがただ純真なだけの小坊主ではないことがわかってきたが、これぞ後の祭りというものよ。

「やれやれ、とんだ出費じゃわい……」

「わーい」

　ローションを買ってもらってほくほく顔のイックーさん、しばらく歩くとまた口を開いた。

「あ、和尚さま」

「今度はなんじゃ！」

　出店の一つを指さし、

「あれはなんですか？」

「む……あれはたこアゲ用のたこじゃな」

「たこアゲ？」

「なんじゃ、知らんのか？」

　たこアゲとは、水みず揚あげされたばかりのイキのいいタコを身体からだにまとわりつかせ、その刺し激げきでアゲアゲになるという夢漏町の遊びじゃ。正月の風物詩とされておる。

　触しよく手しゆ系は一定の需じゆ要ようがあるのう。

　和尚さまから説明を受けると、イックーさんは目を輝かがやかせた。

「やってみたい！」

「ダメじゃダメじゃ！　子供にはまだ早い！」

　イックーさんは両手で顔を覆い、

「和尚さまが！　和尚さまがたこを……！」

「わ、わかったわかった！　まったく、なんてやつじゃ……！」

　首しゆ尾びよくたこを手に入れたイックーさんは、さっそくアゲようと思い物もの陰かげに向かった。

　しかし和尚さまが、自分が先にアゲると言い張った。

「わしが買ったんだから、わしが先じゃ！」

　たこアゲ用のたこはかなりの値段がする。他の道具を買うために持ってきた金きん子すもほとんど使ってしまった。ここは譲ゆずれぬ。

「えー……しょうがないなあ」

「順番じゃ順番」

　和尚さまはもろ肌はだ脱ぬぐと、全身にローションをぬり、ツボからたこをヌルリと取り出し張り付かせた。ほどよく締しめ付けられるだけではなく、吸きゆう盤ばんが肌をまさぐるその快楽といったらたまらぬ。

「ンッ……はオッお！　こっれスッゴアッへええ、ヒギッ……おおッ！」

　イックーさんは、目を輝かせてその様子を見守っていた。

「どうですか、和尚さま！」

「ウッふぅ、アガるぞ、アガるわい！　どんどんアガッてイクぞッ！　天高く、雲を突つき抜ぬけ……どこまでも高みに……！」

「早く交代してください！」

　ところが、和尚さまは譲らなかった。

「ダメじゃ、おまえは見ておれ！　こんなものは子供がオッホオやっていい遊びではないンッだはァ……見ろ、糸を引き始めたぞ！　糸を引けば引くほど、どんどんアガってゆく！　おッホああぁぁぁぁーッ！」

「……ちぇ」

　糸を引きながら果てしなくアガっていく和尚さまを、イックーさんは、薄うす汚よごれたフンドシでも見るかのような目で見ておったそうな……

「こんなことなら、和尚さまなんか連れてくるんじゃなかった」







　──思念の雲が霧む散さんし、しばしの回想から舞まい戻った和尚さまは、ふと首を傾かしげたそうな。

「いやいや、昔から小こ憎にくらしい小坊主だったわい……可愛かわいかったと思ったのはわしの勘かん違ちがいじゃった」

　さっぱりと、夢から覚めた表情でそう言ったものじゃ。

　思い出というのは美化されてしまうもの、人はそうそう変わるものではない。その性しよう根ねのところまではな。

　まさしく、三つ子のたまきん百まで、ということじゃ。
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　ストリッパーが着衣を一枚一枚脱ぬいでいく様にも似て、山を燃もしていた紅葉もみじが落ちていくと、やがて冬が訪おとずれた。

　時刻は早朝、山道には霜しも柱ばしらが立ち、また布ふ団とんの中では、イックーさんのシモばしらも勃たっておったそうな。

「わたしは星に、放ちます……ンッ！」

　おやおや、どんな夢を見ておるのやら……

　だが、イックーさんの幸せそうなまどろみは、どたどたと慌あわただしい足音に邪じや魔まされることになる。

「──イックー！　これイックー！」

「オッホオオォ!?」

　部屋の戸が突とつ然ぜん開かれたので、イックーさんは跳はね起きた。

「な、なんですか和お尚しようさま！　こんなに朝早くに！」

「大変じゃ！　このままではおぬしはこの寺を出ねばならぬぞ！」

「えっ……どういうことです？」

　和尚さまが語るによれば、まだ朝ぼらけのうちに、アンッコク寺に一人の他宗派の僧そうがやってきたそうな。名の知れたイキ坊主であるイックーさんの噂うわさを聞きつけ、長い旅をしてきたという。是ぜ非ひ自分のもとで教えを受けるべきだと言い出した。

「──やつめ、わしを俗ぞく物ぶつだと嘲あざけりおってのう！　イックーに教えを授さずけるのに相応ふさわしいのは自分だと言うのじゃ！」

　まあ俗物ではあると、イックーさんも常から思ってはいる。

「はあ……それで？」

「さすがに温おん厚こうなわしもブチキレたわい！　やいおぬし、そこまで言うにはさぞかし徳の高い僧なんだろうな、と迫せまった。そうしたらあやつ、問答勝負をしようと言うんじゃ。勝った方がイックーの本当の師し匠しようだと……」

　イヤな予感がするわい。

「まさか……」

　和尚さまは悔くやしげに、

「……言い負かされてしもうたわ」

　イックーさんは坊主頭をかかえた。

「なぜ勝手にわたしの身み柄がらを賭かけたりしたんです……！」

「ついカッとなって」

　そういうところが俗物なのだと、喉のどまで出かかったが、イックーさんは我慢した。

「さあイックー、おぬしの知ち恵えのイカしどころじゃぞ！　やつを追い返すんじゃ！」

「わたしはただのイキやすいだけの小坊主なのに……」

　和尚さまはイックーさんへと顔を寄せ、ヒソヒソと言った。

「わしはおぬしの母上から、おぬしの養育費にと金きん子すを預かっておる。もしおぬしが改宗でもすることになれば、金子を返せと言われるかもしれぬ……そんなのはいやじゃ！　どうにかしてくれ、頼たのむ！」

　イックーさんは慄りつ然ぜんとした。国中をくまなく探しても、これほどの俗物にはそうそうお目にかかれまい。

　しかしイックーさんにしても、アンッコク寺での暮らしは気に入っている。やるだけのことはやってみようと思い、客間へと向かったのじゃ。

　果たして客間には、一人の男が待っておった。

「オー！　アナタがイッグーさんデスね？」

「ヒアアァッ!?」

　その姿を見たイックーさんは、驚おどろいてしもうた……

　にこやかに微笑ほほえみながら胡坐あぐらをかいている男は、頭頂部をカッパのように剃り上げ、黒衣を羽織っておった。彫ほりの深い顔立ちや口調から、この国の者ではないとわかる。

「あ、あなたは!?」

「ワタシはカリブト教の宣教師、フランシスコ・ザビエロいいマス」

「ザビエロさん！」

　他宗派とは聞いていたが、まさか異とつ国くにの方とは思っていなかった。

「ハイー、初めまシテ」

「ど、どうも……」

　イックーさんは恐る恐る対面に座った。

「ええと……わたしをお誘さそいに来られたと伺うかがいましたが？」

「そうデス。イッグーさん、アナタはカリブト教徒になるべきデス！」

「あ、すみません、わたしはイッグーではなくイックーですね……イッグーだとちょっとイキすぎてる感あるんで……」

「オー、イックゥさん、すみませんネ！」

「いえ……それで、なぜそこまでわたしを買ってくださっているのですか？」

　身を乗り出すザビエロ。その青みがかった瞳ひとみがきらりと輝かがやいた。

「アナタ、とてもイキやすいそうデスネ？」

「え？　ええ、まあ……」

　ザビエロは天を抱いだくように両りよう腕うでを伸のばし、大おお仰ぎような仕草でイッた。

「それこそがカリブト教徒としての、またとない資質なのデス！」

　そして、熱をもって語り始めたのじゃ……




　──遠い遠い、創世の頃ころの話である。

　大いなる神はまず最初の人であるアッダメを創つくり、またアッダメのあそこの骨からイクという女を創られた。そして、二人が住まうための楽園もお創りになった。

　神は楽園の中央にいちじくの木を植えられ、アッダメにこう申し付けられた。「これを決して尻しりに刺さしてはならない」

　アッダメは言いつけをよく守ったが、あるとき一いつ匹ぴきの蛇へびがイクをそそのかした。「いちじくを尻に刺すと、気が狂くるうほど気持ちええぞ」

　イクはアッダメを誘い、いちじくをかんちょうとした。「ンオオオオォ」「アッイィ」二人はにわかに気持ちよくなってしまった。

「やりおったな」

　神はその姿を見て言われた。

「お前たちはこれから楽園を出なければならない。悪あしき快楽を知った者はこの楽園にはおれぬのだ」

「えっ、そんな！」

「お前たちはこの園の東の荒こう野やにイカなければならぬ。これからはお前たちも子孫も、苦労して快楽を得ることになるだろう」

　そして人はそれ以降、懸けん命めいに努力しなければイケなくなった。それまではイキたければイケたのに、道具をつかってイクことを覚えてしまったアッダメとイクは、もう天の快楽からはほど遠くなってしまった……




　語り終えたザビエロは、まだ興奮冷めやらぬ様子で続けた。

「つまりイキやすいというのは、神の国に近いということなのデス！　アナタはひょっとしたら、神の子なのかもしれない！」

「え、でもわたし、たまに道具使いますが……」

　イックーさんが言えば、ザビエロは眉まゆ毛げを下げた。

「それは悪しき快楽デース。やはり和尚さまは、アナタを正しくお導きになりませんネ」

「はあ……」

「このままでは、せっかくの才能がダメになりマス。ワタシとイキまショウ？」

　イックーさんは一いつ瞬しゆん……そう、ほんの一瞬だけ悩なやんだ。アンッコク寺に預けられたのは、やむにやまれぬ御お家いえの事情からじゃ。自分の意志からでも才覚ゆえでもない。これほど強く誘われ、認められたことは、いまだかつてなかった……

　だが、悩んでいたのは一瞬じゃ。

　イックーさんは顔を上げ、きっぱりと言うたそうな。

「すみません、一いつ緒しよにはイケません」

「オーなぜデスか!?」

「忠臣は二に君クンニ事つかえず、と申します。わたしはいかな神仏にあっても、その心を忘れたくありません。口は一つしかありませんので、あとは指になってしまいますからね」

　この知性……賢けん者じやの刻とき？　だが今日はイックーさんはイッておらぬはず……いや、忘れてはいかぬぞ！　イックーさんは朝、布団の中で既すでに放っていたことを！

「オーッゴオォォッド！　オーッイエエェェッス！」

　ザビエロはたじろいだが、まだ退ひかなかった。ひとしきりあえいだ後、ズイッとイックーさんに迫った。

「で、ではイックゥさん、ワタシと問答勝負してクダサーイ！　ワタシの出す問答に答えられなければ、アナタは未熟というコトデス！　つまり、この寺では十分な教育は受けられていないという証しよう拠こデスね！」

「え、えええ、そんな急に……！」

「ではイキまーす！」

　異国の人は強ごう引いんじゃわい。

「ある町に、住民たちから石を投げつけられている女性がおりマシタ。その女性はエッチな仕事をしていたから、住民たちに蔑さげすまれていたデス。さて、アナタがもしその場に通りかかったら、どうするデスか？」

「えっ……そりゃ止めますよ」

「でも、町の人たちはそう簡単には止まらないのデス。どう止めるデスか？」

　イックーさんは少し考えてから、答えを口にした。

「あなたがたのうちで、一度もよからぬ妄もう想そうをしたことのない人だけが、その女性に石を投げてもよい……と、言いますかね」

「オ、オオ、そんな！　ゴオオォォォッド！」

　ザビエロは激しくたじろいだ。

「オーイエエェェッス！　オオオォッイエーッス……」

　イックーさんが口にしたのはまさしく、カリブト教徒たちが敬愛し崇すう拝はいする、神の子の言葉だったからじゃ……

「ど、どうなさいました？」

　イックーさんが心配して言えば、ザビエロは激しくたじろぎながらイッた。

「オッオォ……イックゥさん、アナタは我われ々われカリブト教の教えをご存じだったのデスか……？」

「いえ、存じ上げませんでしたが……」

「オーなんと……なんというコトデスか……オー、アーッス……ッスーッオー……オーッス……アースッオオオォイェス……カムォーン……」

　洋モノじゃな。

　ザビエロは何度かかぶりを振ふりながら、激しく息を吸っていたが、しばらくのちに諦てい念ねんの笑えみを浮うかべてイッた。

「……ふう、ワタシの負けデス、イックゥさん」

「え、今のでイイんですか？」

「ハイ、最高の答えデース」

　なおも首を振り、

「約束どおり、今日のところは引き下がるデス。アナタに教えを授さずけるなど、おこがましいコトだと思い知りマシタ」

　イックーさんは恐きよう縮しゆくしてしまう。

「わたしはただのイキやすい小こ坊ぼう主ずなんですけどねえ……」

「フフフ、でも、アナタを諦あきらめられそうにありマセン」

　熱っぽい瞳がイックーさんを見つめた。

「いつの日かまた、アナタを誘いにくるデスよ。これからこの国にカリブト教を布教しにイキます。そしていつかワタシが、立派な宣教師になった頃に」

「それほどまでに、わたしを……」

　ザビエロは微笑みながら立ち上がった。

　窓から射さし込む冬の朝日は、爽さわやかにして清らかである。その清せい廉れんな光に向き直ると、ザビエロは胸の前で十字を切った。おもむろに両手を組み、膝ひざをついた姿は、一枚の宗教画イクンの如ごとく荘そう厳ごんであった。

「全すべては、主の御心のままに…… Samen」
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「ウォーッ！　たまらん、たまらんぜ、こいつは！」

「おッぼ[image: ]お！」

「でかしたぞイックー！」

　おやおや、寺の裏に集まった小こ坊ぼう主ずたちが大興奮しておる。

　無理からぬことよ。

　彼らの手には、素す晴ばらしいできばえの春画があった。背景の美しさもさることながら、飛沫しぶきの表現がずばヌケておる。小水図と名付けられたそれは、今をときめく春画の巨きよ匠しよう、官かん能のう正まさ信のぶが、以前イックーさんに世話になった礼にと置いていったものじゃ。

　官能正信はここ最近、勉強のために各地の仏閣を訪ね歩き、寺宝とされる品々を見て回っておるらしい。名を得てもおごらず、研けん鑽さんを積む姿勢は見上げたものよ。

「──ねえ、返してくださいよ！　それは官能さまがわたしにと下さったものですよ！」

　春画を中心とし、小坊主たちによって形成された肉の壁かべの外側で、イックーさんは憤ふん慨がいしていた。

「カタイこと言うなって。ヒエェ……」

「こういうのは皆みんなで回し見するもんだろ？　オホーッ……」

　イックーさんが何度肉の壁に突とつ撃げきしても、あえなく弾はじかれてしまっておる。

「あなたがたは、それが自分の恋こい人びとでも同じことを言うんですか！　どうか返してください、わたしの最愛の人を！」

　哀かなしいな。

「もう諦あきらめろって、あとでおまえにも回してやるから、ンフッ……」

「そうそう、独ひとり占じめはよくねーぞ、アァッグ……」

　初夏の過ごしやすい頃ころである。小坊主たちは早さつ速そくイこうとしておる。

「くっ……このけだものどもめ！　返せ、返せよ、ちくしょう！」

　イックーさんはもうおかしくなりかけて、泣きながら肉の壁に挑いどみ続けておったが、ふいに手首を摑つかまれせいしをかけられた。

「イックーどの、探しましたぞぉ！」

「えっ、シンえもんさん！」

　贖あがないきれぬ原罪を抱いだきし男は、グイグイとイックーさんを引っ張った。

「来てくだされ、一大事にござる！」

「な、なんですか、わたし今忙いそがしいんですが……春画を取り戻さないと！」

「それどころではござらぬ！」

　問答無用の力強さで、イックーさんは僧そう坊ぼうの応接間に連れ込まれてしもうた。部屋には和お尚しようさまの姿もあり、なにやら難しい顔をしておる。

「ちょっと、なんなんですかもう！」

　さすがのイックーさんもキレかけておったが、シンえもんがいきなり土下座をしてきたので、毒気をヌかれてしもうた。

「イックーどの、どうかお助けくだされ！」

「え、ええぇ、今度はなんですか？」

　お気付きの方もおられようが、シンえもんは今日何も食べておらぬ。こやつがモグモグしておらぬということは、それだけのっぴきならない事態が起きていると見てよい。

　和尚さまが言葉を継ついだ。

「妖怪ナマしぼりじゃよ」

「あひイィーッ!?」

　驚おどろきのあまり、イックーさんはイキかけてしもうた……

「ン、アゥッあ……な、なんですかそれは！」

「ご存じないでござるか──」

　シンえもんが説明する。

　妖怪ナマしぼりとは、昨今洛らく中ちゆうを震ふるえあがらせておる怪異だという。狙ねらわれるのは男ばかりで、精気を吸われて衰すい弱じやくし、一日経たった後の使用済みのティッシュのように、カサカサに干ひ涸からびた状態で発見されるそうな。

　イックーさんは青くなった。

「吸われるんですか、せいきを！」

「まさに！」

　シンえもんによれば、犠ぎ牲せい者しやの中には吸われすぎてしなびたまま、たてなくなってしまった者もおるとか。

　恐おそろしいことよ。

「不可解なことに、誰だれも犯人の姿を見ていないのでござる。将軍さまから直々に解決を命じられてござるが、拙せつ者しやにはとてもわからぬで……」

　シンえもんはイキなり畳たたみに額をこすりつけた。

「どうか、イックーどの！　怯おびえる都の民たみのために、その知ち恵えをお貸しくだされ！」

「い、いえ、何度も申し上げていますが、わたしはただイキやすいだけの──」

　言い掛かけたとき、和尚さまが口を挟はさんできた。

「力を貸しておヤリなさい」

「えっ！」

　和尚さまは厳おごそかな調子で、

「魔ま物ものを調ちよう伏ぶくし、御み仏ほとけの威い光こうを世に知らしめることも、仏僧のつとめであろう。法の光で浮うき世よの闇やみを照らすのじゃ」

　それらしいことをイッておるが、先日和尚さまがひそかに亀き頭とう屋やからカタログを取り寄せたことを、イックーさんは知っておった。新しい携けい帯たい花おい魁らんシリーズを欲しがっておることも。和尚さまはきっと、檀だん家かを増やしてお布ふ施せを集めたいのだ。

　イックーさんはためイキをついた。

「……わかりました、お手伝いしますよ」

「お、おお、イックーどのぉ！　信じていたでござる！」

　シンえもんは喜色満面の相。

「そうと決まれば早くイキましょう」

「オホーッ、ヤル気マンマンですな！　頼たのもしいでござる！」

　別に都の民のためでも、このままでは将軍さまに叱しかられるであろうシンえもんを心配したのでもない。もちろん、和尚さまの財さい布ふのためでもない。

　こんな面めん倒どうは一刻も早く片付けて、愛する人を取り戻もどしたい……その一心じゃよ。







　さて、シンえもんと連れ勃だって洛らく外がいの山道にやってきたイックーさんは、安やす請うけ合いしてしまったことを後こう悔かいし始めておった。

　まるでマニアックな春画のように、ボーボーに生おい茂しげった木々が日光を遮さえぎり、昼だというのに周囲は薄うす暗ぐらい。いかにも妖怪など出そうな雰ふん囲い気きがある。

　イックーさんとはいえ、おばけは怖こわいものよ。

「……ここが最新の事件現場なんですね？」

　おずおずと確かく認にんすれば、シンえもんは頷うなずいた。

「ガイシャは近きん隣りんに住む農家の男で、つい先日、都に農作物を売りに行った帰りに襲おそわれたとのことでござる。夕暮れどきにこの道を歩いていたところ、突とつ然ぜんフンドシが切れて落ちてしまったそうで」

「フンドシが！」

「不思議な現象でござるよ。その後すぐに途と方ほうもない快楽に包まれ、あれよという間にせいきを吸われて、気絶してしまったとのことでござる」

　イックーさんは眉まゆをひそめた。

「それでも、犯人の姿を見ていないと？」

「さよう。他ほかの犠牲者たちも、大体同じような状じよう況きようでしてな。ひとりでにフンドシが切れ、ひとりでにせいきを吸われたと。それこそ妖怪の仕し業わざとしか思えんでござる」

「確かに……」

　悩なやましい沈ちん黙もくが舞まい降りた。会話が途切れれば、辺りに漂ただよう妖あやしげな気配が強くなったような気がした。何ど処こからか視線を感じるような……何かが此方こちらを見ている気がする。実体のない何かが。

　……それは、洛外の深い森の奥にじっと息をひそめ、新しい犠牲者を探している。人の精気を喰くらい、少しずつ少しずつ力を増してゆく何か……さあ、次の獲え物ものは誰がよいか？　あの侍さむらいと小坊主はどうだ……

「──イックーどの？　なにかわかるでござるか」

　シンえもんの声がして、森の深みへと囚とらわれていたイックーさんの魂たましいが還かえってきた。得体のしれない気配が一気に霧む散さんしていく。

「い、いえ……まだです」

　気を取り直して、思し索さくを続ける。

「……仮に人間だとしたら、どんな犯人像が思い浮うかびますか？」

「うーん……男のせいきを吸うのだから、やはり女性なのではござらんか？」

　シンえもんがそう返したが、イックーさんは首を縦に振ふらなかった。

「わたしは男性が思い浮かびます」

「ヌ？」

「男性が女性の気持ちよさを知るには、ある程度の習熟が必要と言われるではありませんか。それと同じで、女性が男性の気持ちよさを知るには、やはり習熟が必要なのではないかと思うのです。相手を一いつ瞬しゆんで気絶させるほどの業わざを身に付けられる者の絶対数は、男性の方がむしろ多いのではないかと」

「なるほど。だとすれば、動機は？」

「そこまではまだ……おや？」

　そのとき、ふと道の端はしに目を向けたイックーさんは、草葉に点々と飛び散った白い液体を見付けた。

　屈かがみ込んで覗のぞく。

「……なんでしょうか、これ」

「それは当然、せいきを吸われた名残なごりでしょう」

　シンえもんがそう言うが、イックーさんはどうも違ちがう気がした。

　吸われるせいき……姿の見えない犯人……飛び散った謎なぞの白い液体……どこか繫つながりそうではあるが、浮世の霧きりが邪じや魔まをしておる。ならば今こそイクときだ。

「……ちょっと失礼します」

　言い置いて、イックーさんは草むらへと向かう。

「おお！　いよいよでござるな！」

「ええ、まあ……」

「一人でイケる？　手伝う？」

「そこに居てください！」

　イックーさんが草むらに隠かくれてしばし、苦く悶もんの声が森に響ひびきだした。

「んっぐ……オッ……んっぐ……アヒッグ……！」

「がんばれ、がんばれ」

　シンえもんは陰かげながら応おう援えんしておったが、やがてイックーさんはしょんぼりとした顔で戻ってきた。

「イケないです……」

「え、どうしたでござるか！」

「今にも妖よう怪かいが襲ってくるかと思うと、しなびてしまうんですよ……でも一番の理由は、わたしの小水図が今も小坊主たちの手にあるということです。イこうとすると思い出してしまうので、あまりにもつらくて……」

「ふむう、妖怪なら拙者が退治するからよいが、春画は……そうですなぁ……」

　シンえもんは思案した。

「……ここはひとつ、ネトラレ属性でイッてはどうでござるか？」

「ネトラレ属性!?」

「いかにも。愛する者が他人に汚けがされる様を見て興奮するという、特とく殊しゆな性せい癖へきのことにござる。今イックーどのがイクためには、この境地を会え得とくする他ござるまい」

「無理ですよ！　そんな変態的な……」

「まあまあ、ものは試ためしで、一度ヤッてみてくだされ！」

「えー……」

　強く勧すすめられ、イックーさんは渋しぶ々しぶ草むらに戻ってイッた。

　やがて、草むらがガサガサと揺ゆれ始め、

「ンッ……やめてください、その人はわたしの大切な……ウアァッ、そんなことまで！　あ、あぁ、あんな、わたしでも見たことないような顔をして……ァヒイイィィィィッ！」

　目覚めたようじゃ。

　戻ってきたイックーさんは、罪悪感に打ちひしがれた顔をしておった。

「イケてしまった……」

　哀あわれじゃな。

　シンえもんは朗ほがらかに微笑ほほえみ、

「なによりでござる！　それで、何かわかったでござるか？」

　イックーさんはためイキをついた。その哀かなしげな瞳ひとみの奥には、確かな賢けん者じやのきらめきが見て取れる。

　背徳的な妄もう想そうでイッてしまったことによる罪悪感も確かにあったが、イックーさんの表情が暗い理由は、それだけではない。

　やがて静かにイッた。

「……シンえもんさん、この事件の顚てん末まつ、わたしに委ゆだねてくれませんか？」

「なんと、またでござるか！　なぜ？」

　イックーさんはゆるくかぶりを振ると、森の奥へと目を向けた。来きたるべき夏を待つ、あざやかな緑の風景。妖しげな気配は感じられない。

「……人はどうして、罪を犯おかすのでしょうね」

「え？」

「一つの犯罪は、様々な要因が絡からみ合って起こるといえます。運命としか呼びようのないものに、犯人すらも翻ほん弄ろうされている。いったい何が悪かったのか……」

　一呼吸置いて、こうイッた。

「この考えが正しければ、一連の事件の発ほつ端たんは──わたしなのです」







　黄たそ昏がれ──あらゆるものが茜あかね色いろに染まり、曖あい昧まい模モッ糊コリとして、何者がひそむかわからぬゆえ、逢おう魔まヶ時と人の呼ぶ。

　薄暗くなりつつある部屋で、男は一人、ひたすらに筆を奔はしらせている。都のはずれ、仕事のためにと新しく借りた仕事場は、孤こ高こうを養うに具合がよかった。

　もっとだ。もっと高みにゆかねばならぬ。あの日見た遥はるかな高みに……それまで、誰だれにも邪魔はさせるまい……

　ただならぬ形相を浮かべているその横顔へと、イックーさんはそっと声を掛かけた。

「……お邪魔いたします」

　男は火の出るような眼まなこで入り口を見た。しかしそこに、後光の如ごとく夕ゆう陽ひを背負う小こ坊ぼう主ずの姿を認めると、すぐに親しげな笑え顔がおになった。

「おや、これはイックーさん、どうなさいました？」

　イックーさんは真しん剣けんなまなざしで続けた。

「あなたこそが、妖怪ナマしぼりだったのですね──官能正信さま」

　男は一瞬真顔になった。

「……何を仰おつしやるやら」

「最初はわたしも、妖怪の仕業だとしか思えませんでした。しかし、現場に残った白い液体が、そうではないと教えてくれました……あれはせいきを吸われた名残ではなく、画材である白はく墨ぼくだったのです」

　イックーさんの語り口は、介かい錯しやくの刃やいばに似て鋭するどい。

「犯人は自分の身体からだに背景を描かき込むことで、まるで透明になったかのように被ひ害がい者しやたちの目をごまかしたのです。そうして疑われることなく近付き、せいきを搾しぼり取った……相手の見ている視界を完全に把は握あくし、それを完全に再現する。よほど腕うでの立つ絵師でなければできない芸当です」

　官能正信の顔には影かげが差していた。その表情は推おし量れない。

「……なぜ俺が、そんなことを？」

「あなたは最近、様々な寺宝を訪ね歩いていると聞きました。これはわたしの想像に過ぎませんが……その探求の旅の途中で、あなたは一いつ幅ぷくの掛け軸じくを見たのではありませんか？」

　イックーさんは核かく心しんを口にした。

「とある寺に寺宝として奉たてまつられている、ウナギの魚ぎよ拓たくを」

　しばしの沈黙があった。遠くでカラスが鳴いた。




「……あれは素す晴ばらしい作品だった」

　そう返す官能正信の口元には、妖しげな笑みが浮かんでおる。

「黒地に点々とヌケた白、その鮮あざやかさに、一目で心奪うばわれちまった。あの境地に至るためなら、何もかも捨てていいとさえ思った……」

　イックーさんは哀しげにイッた。

「だからあなたは、せいきを吸ったのですね。あの魚拓を……わたしが描いた魚拓を再現するために」

　神の仕し業わざか、悪魔の所業か、なんという巡めぐり合わせであろう。

　官能正信は弾はじかれたように顔を上げた。宵よい闇やみのうちに身をひたしながら、その両目は炯けい々けいと輝かがやき、およそ人のものとは思えぬ。

「あれは、貴方あなたが描いたものだったのか！」

「え、ご存じなかったのですか」

「さる小坊主が残したものとだけ聞いた。ああ……なんてこった……ああ……欲しい。欲しい、欲しい欲しい……」

　ぎしり、イックーさんへと踏ふみ出された足が、板張りの床ゆかを厭いやらしく軋きしませた。

「イックーさん……次の作品は、きっと最高傑けつ作さくになる。貴方に進しん呈ていしよう……」

　墨すみにまみれた手が、イックーさんへと伸のばされる。

「だから、だから、どうか……俺に搾らせてくれ。少しでいい、ほんの少しだけで……貴方の、せいきを」

　ああ、これはまさしく人ではあらぬ。物の怪けじゃ。

「……あなたがそうなってしまったのは、わたしのせいです。ならば、あなたの魔を祓はらうのは、わたしのつとめ」

　イックーさんは退ひかずに前に出た。

「シンえもんさん！」

「──こちらに」

　呼び声に応じて、その背後の夕暮れから、シンえもんが踏み込んできた。ほっそりと華きや奢しやな人影を伴ともなって。

「……あなた」

「お、おまえ……なぜ！　どうして、仕事場には来るなと言うたろうに！」

　この上もなく優やさしい呼び声に、物の怪は哀れなほどに震ふるえた。

「あ……あ、ああ、見るな、この俺を見るな……！」

　女によう房ぼうどのは恐おそれる様子も見せず、物の怪へと駆かけ寄ると、柔やわらかく抱だき締しめた。

「あなた！　もうよいのです、もう！　お傍そばにおりますゆえ！」

「あ、あ……ああぁ！　よせ、俺はもう立ち止まれんのだ……おっ、ああ、あ……！」

「あなたの罪も、誇ほこりも、哀しみも全すべて、わたくしが受け止めます！」

「あああぁ、ああぁぁぁ……ぁ……」

　夕陽の傾けい斜しやが推移し、部屋の中へと射さし込んできた。宵闇が祓われてイク。官能正信の両目から滂ぼう沱だとこぼれる体液が、床に敷しかれた紙へと垂れてゆく。それはねばりけのない、清らかな液体であった。

　イッたのであろう。魔が。

　シンえもんが厳おごそかに口を開く。

「……御ご用よう絵師たる貴き殿でんを失うことは、将軍さまも望まれぬであろう。このことは拙せつ者しやの胸に秘ひめておくでござる。だが、再び妖怪ナマしぼりが現れたときは、拙者も庇かばえぬぞ」

　そう言い置いて、イックーさんとシンえもんは、帰路についたのじゃ。

「──いやはや、すっかりお世話になってしまい、かたじけのうござる」

　シンえもんが言うのに、イックーさんは首を振ふった。

「いえ、今にして思えば、関かかわってよかった。これはわたし自身の業ごうの帰結ですから」

「そうイッていただけると、少しは気が楽でござる」

　シンえもんはさっぱりとして続けた。

「それで、どうするでござるか？　春画を取り戻もどすとあらば、拙者も力になるでござるぞ」

　イックーさんは微笑んだ。

「いえ、もういいんです。あれは小坊主たちにあげます」

「おや、なぜイキなり？」

　そう尋たずね返されれば、不意に真顔になり、

「だって、絵の具が他人のせいきの名残なごりなんですよ？　気持ち悪いじゃないですか」

　それもそうじゃな。







[image: 【コきおろし】盗まれた春画の咄]













　あれはにほへと　こきぬるを

　わかまらたちそ　つねなやむ

　よひのおくさん　いろけふえ

　しりゐてゑゆめ　うみもせす







　皆みなさまもご存じであろうが、これは平アンッ時代より伝わるいろは歌じゃ。七五調の今様で、四十八文字を一字ずつ使つこうた言葉遊びじゃな。

　アレは臭におっていても、ついコイてしまう。股こ間かんがいきり勃たちそうで、常に悩なやんでいる。宵の頃ころ、隣となりの家の奥さんの色気が増して、気も狂くるわんばかりだ。尻しりの痛いてえ夢を見るが、子供を産んだわけではない……

　ことほどさように、男の性というのはままならぬもの、それは夢む漏ろ町まちの時代も変わらぬものであった。

「──将軍さまの、御おい成りィー」

　近きん侍じの者の声と共に、将軍さまがやってきた。一段上の座に腰こしを下ろすと足の匂においを嗅かぐ。

「クンカカカカ、イックー！　よう来たのう！」

　絢けん爛らんたる夢漏町文化の中ちゆう枢すう、金カク寺でのことじゃ。対面に座るイックーさんは、半眼になって口を開いた。

「よく来たもなにも、しつこく誘さそわれましたからね……で、どうされたんですか？　また面めん倒どうな事件でもありましたか？」

「おお、さすが鋭いのう！　賢けん者じやの刻ときか？」

「賢者じゃなくてもそれくらいわかりますよ」

「そうかそうか、クンカクンカ……」

　将軍さまはひとしきり笑うと、イックーさんへと顔を寄せてきた。

「実は一昨日おとといの夜、秘蔵の春画コレクションが、何者かに盗まれてしもうてな」

「えっ!?　春画が？」

「うむ……もろちん全部ではないぞ？　あれを全部持っていくには、牛ぎつ車しやが百台は必要となるであろうな。夢漏町でわしより春画を持つ者はおらんだろう」

　将軍さまは、息をするように自マンをした。

「うーん、勘かん違ちがいではないのですか？」

「そなたは自分の恋こい人びとがいなくなってもわからぬと申すのか？　あり得ぬわい」

「まあ確かに……」

　切ないな。

「容疑者はそう多くはない。だが、絞り切れずにおる……そこで、そなたの出番というわけじゃ」

　将軍さまは足の指先でイックーさんを差し、

「イックーよ、その見事な知ち恵えで、盗ぬす人つとを見付け出してみせい！」

「うへえ、またそんな無理難題を……！」

「見事解決したあかつきには、どれでも好きな春画を一点、褒ほう美びにくれてやろうぞ」

「ヒッン!?」

　おっと、イキかけた……

「ンッ、ウあ……どれでもいいんですか？　本当に？」

「将軍に二言はない」

「ンおホォ……しょうがないですね、わかりました、一ひと肌はだ脱ぬぎましょう」

　将軍さまは激しく足の匂いを嗅いだ。

「クンズホォッ、それでこそイックーよ！」

　イックーさんは雄お々おしく勃ちあがると、そのまま廊ろう下かに出てイッた……

「──[image: ]っおおお[image: ]ぉぉ[image: ]ぉおぉぉぉ[image: ]あぁッ！」

　そうして再び戻ってきたイックーさんが、清らかな気配をまとい、賢者の刻ときへと突とつ入にゆうしていることを見て取ると、将軍さまは居住まいを正して声を掛かけた。

「して、どうする？　まずは現場である蔵くらを見てみるか？」

　イックーさんは首を振った。

「いえ、必要ありません。容疑者たちをこの部屋に集めてください」

「なんだと？　まさか、もうわかったというのか？」

「誰だれかはまだわかりません。ただし、犯人を見付ける方法は思い付きました」

「なんと！」

　将軍さまは驚おどろいた。いくら賢者のイックーさんとはいえ、何一つ調べずに犯人がわかるものなのか？　半信半疑ではあったが、とにかく側近に命じて、嫌けん疑ぎをかけられた十数名を呼び寄せた。

「──皆さんにお集まりいただいたのは、他ほかでもありません。先日、将軍さまの春画が盗まれた事件についてです」

　イックーさんがイキなりそう切り出したので、将軍さまは仰ぎよう天てんした。そんなことをイッたら、相手が警けい戒かいするのではないか？　大だい丈じよう夫ぶなのか？　案の定、集められた者たちはにわかに緊きん張ちようした様子である。

　将軍さまの心配をよそに、イックーさんは言葉を続ける。

「これから犯人を特定しようと思います。その方法とは、手の匂いです」

　将軍さまが眉まゆ根ねを寄せる。

「手の匂いじゃと？」

「ええ。春画を手に入れて、まず人がすることは？　そう、イクことです。将軍さま秘蔵の春画とあっては、我が慢まんなどできようはずもない。散々イッて、倒たおれるように眠ねむったはずです。つまり、手から栗くりの花の匂いがする者が犯人」

「お、おお……そういうことか！　クンクンッ！」

　将軍さまは感心しかけたが、集められた内の一人が口を挟はさんできた。

「お言葉ですが、栗の花の匂いなど儚はかなきもの。一晩もあれば消えてしまうのでは？」

　そうだそうだと、皆が口々に声を上げるのに、将軍さまはたじろいだ。

「う、うむ、考えてみれば……おいイックー、どうなのじゃ！」

「そうですね。そのとおりでしょう」

「クンカハァッ！　なんだ、適当なことを言いおって！　しくじったのか！」

「ふふ」

　将軍さまに責められても、イックーさんは穏おだやかな笑えみを絶やさなかった。そのまま集められた内の一人へと視線を移し、

「……ところでそちらの方、先ほど自分の手の匂いを嗅いでおられましたね？」

「え……あっ!?　い、いや、それは……！」

「普ふ通つうなら気にならないはず。でもあんなにヌいたのだから、ひょっとしたら……そう思いましたね？　あなたが犯人です」

　イックーさんの電光石火の追つい及きゆうに、誰もが呆あつ気けにとられた様子であったそうな。最初から手の匂いを嗅がせることが目的だったとは、賢者たる面めん目もく躍やく如じよといったところか。

「う、く……くっ……くううぅー！」

　もはや言い逃のがれできぬと悟さとった盗ぬす人つとの男は、観念して崩くずれ落ちた。

　ことほどさように、男の性というのはままならぬものよ。
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　ヤクさんというお薬大好きなおっさんと、キッさんというなにかとキツい男が、クリ毛を拾い集めながら旅をするお話──『東とう海かい道どう中ちゆう膝ひざクリ毛げ』がなぜか大ヒットし、一いち躍やくときの人となった作家、十じつ返ぺん舎しやイック。

　彼はひどく悩なやんでいた。

「先生！　早くしてくださいよ！」

　机の横には、版元から遣つかわされた原げん稿こう受取人がずっと待っている。交代でイックを見張っている。

「うーん……」

「代わりはいくらでもいるんですよ、先生！」

「……まだ締しめ切りじゃないよね？」

　受取人は冷れい酷こくだ。たましいを刈かり取る死神のように……

「手直しの時間を考えると、もう上げていただかないと。先生が、手直しする時間もなくていい、書き上げたままで出す、っていうなら別にいいです。でもそんな適当なものを読者に見せていいんですか？」

「うーん……」

　イックは悩んでいた。

　新作が書けないことではない。

　自じ慰いがしたい。自慰がしたいのだ。

　もうたまらなくしたい。

　ずっと見張られているので、ヌけないまま、二週間が過ぎた……

　二週間といえば、イックの体感時間に換かん算さんすると、じつに二年以上である。

　破は裂れつしそうになっていた。

「……」

　受取人が窓の外を見ている……

　いまだ！

　ガタガタガタ……

「先生！」

「えっ」

「何をしているんですか？」

「いや……ちょっと貧びん乏ぼうゆすりを……」

「早く書いてください」

「はい、今カキます……」

「……」

　受取人が窓の外を見ている……

　……いまだッ！

　ガタガタガタ……

「先生!?」

「はいはい！」

「何してるんです」

「ちょっと局地的な地じ震しんが起きていてね」

「早く書いてください」

　イックは、いつになったらイケるのだろうか……
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　──「おうい、ヤクさん」「……なァんだァい……キッさん」「お、今日はダウナーかい？」「……変なキマりかたァ……しちまってよ……ウフッフッフヒッヒッヒウヒヒヒヒヒイッヒ……」「さっき毛ェ拾ったんだがよォ」「お……そりゃ……あれかい……クリ毛かい？」「どうにも判別がつかねえ」「こりゃちぢれてねえなあァ……」「じゃあただの毛かァ……なかなかねえもんだなァ、オレはクリ毛に醬しよう油ゆぶっかけて食うのが何より好きなのによォ」「俺ァ……塩だ」──




　──カリカリカリ……カリカリカリカリ……

　イックは書いていた。

　相変わらずカケてはいないが、書いてはいた。

　まったく、こんな文章が大ヒットとは、よくわからねえもんだ……と思いながら、チラリと机の横に目を向ける。

「……」

「……」

　待ち続ける原稿受取人と目が合った。

「……」

「……どうしました？　先生、手が止まってますよ」

「いや……、あのさ……便所とか行かないのかい？」

「さっきすませました」

「えっ！　いつ！」

「先生は集中しておられたようですね」

　クソッ！　しまったァ……小説なんか書くんじゃなかった！

　イックは自慰がしたいのだ。

　したくてしたくて狂くるいそうなのだ。

　きっと自分は、自慰をするためにこの世に生まれてきたのだろう。

「どうして先生がアッシのお通じのことを気になさるんです？」

「いや……」

「早く書いてください。書かないと年内に出せませんよ。別にアッシはそれでも構いませんけどね。時流というのは移り変わるものですから、売れてるうちに出さないとすぐ飽あきられますよ。その辺意識してくれないと困りますよ。もっと勉強してください……」

　──カリカリカリカリ……カリカリカリ……カリ……

　筆を進めながら、策を練る。

　自慰をするための策を。

　かの諸しよ葛かつ孔こう明めいも、自慰をする時間を稼かせぐために天下三分の計を編み出したというではないか。

　この原稿受取人は確か、オカルトが好きだった……よし！

「あっ！」

「どうしました！」

「窓の外に虚舟ＵＦＯが飛んどるぞ！」

「なんですって！」

　受取人が、窓の外を見た……

　今だ！

　ガタガタガタ……もう少し……ガタガタ……もう少しで……

「先生、どこですか！」

「そこだよ、そこ……アッそこ、そこ……ここ……この辺……」

「──先生！」

「ハイッ！」

「何もないじゃないですか」

「え、そう？　おかしいなあ……」

「早く書いてください」

　イックは、遅おそいのである。
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　──「へッ！　てめえらが集めたクリ毛は全部いただいたぜ！」「アハハッ……待てえ、クリ毛泥どろ棒ぼう……アハッ！」「ヤクさん今日はアッパーか……」「アハハッ、おい……どうするキッさん、あいつが最近東海道で有名なクリ毛泥棒に違ちがいねえぜ……アハハッ！」「許せねえ……下品な話だけど怒いかりのあまり勃ぼつ起きしたぜ」「アハハッ！」「ヤクさん、粉をばらまけ！」「アーハ？」「俺が粉に火を点つけて、粉ふん塵じん爆ばく発はつで木こっ端ぱみじんって寸法よ」「アハッ、なるほど！　風に乗れよ……バーッ！」「よし、これに火を点けて……ウフッ……」「ウヒッ」「アハハ」「ウヘッヒヒハヘヘハハハヒヒヒウヒヒヘヘハ」──







　──カリカリカリ……カリカリ……

　イックは血走った眼めで原げん稿こうを書いていた。

　もう一か月もヌいていない。これは体感時間にして約十年となる計算だ。

　隣となりには相変わらず、原稿受取人が腕うでを組んで待っている。

　だが、イックはかつてない集中を見せていた。なぜかと言えば、完成が近いからである。

　完成したら、思いっきりヌいてやる。

　自じ慰いをせんとて生まれけむ。

「──よしッ！」

　後はエピローグだけだ……

「もうすぐ終わります！」

　受取人に顔を向けて言うと、受取人は完成分の原稿を読みながら、渋しぶい顔をしていた。

「どうしました？」

「うーん……先生、これはちょっと……」

「え？」

「いえ、いいんですよ？　先生がこれでいきたいっていうなら、別にアッシどもはそのまま出させていただきます。でも……アッシの判断ではこれは売れないですね」

「え……」

「まずギャグが一いつ般ぱん的じゃないですから、変えましょう。キャラが立っていませんから、もう少し掘ほり下げたいですね。あと、このヒロインちょっと性格変えません？　胸も貧乳にしましょうよ。貧乳が最近の流行はやりなんで」

「え……え……」

「締しめ切りはもう少し延ばしますから、直しませんか？　いえ、先生がこれでいくというなら、別に構いませんよ。ただ、これは売れないと思います。版元としては、売れないかもしれないものはなかなか通せませんし。より大多数の人に向けて書かないとダメ。先生はそもそも……」

「オナニーがしたい」

　イックの唇くちびるが勝手にそう呟つぶやいていた。

「……え？」

「オナニーがしたい」

「な、なんですか、先生……」

　声はだんだんと大きくなる。

「オナニー！　オナニー！　俺はな、オナニーがしたいんだよ！　オナヌィーがな！　作家なんてみんなオナニー上手なんだよ！　皆みんなオナニー上う手まいんだよ！　中にはセックス上手い人いるかもね？　でも大体みんなオナニーだ！」

　イックの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

「せ、先生……先生！　どうしよう、先生がおかしくなった……」

「オナニーさせろーッ！　そんなに見張られてたらオナニーできねえじゃねえかよ！　はやりすたりでオナニーできるかよ！」

「先生、それは人間としてどうなんですか！」

「人間であるまえに俺はオナニーする動物なんだよ！　オナニーがしてえんだよ！　お前は俺にオナニーするなっていうのか？　そうだ、俺のオナニー見せてやるよ！　ほら見ろ、見ろよ！　目の前でイッてやるからよ！　イックだからよ俺は！」

「先生！　うわ、何出してんですか！　やめてくださいよホント！」

「うーわー右手が勝手に動き出すー前後に動き出すーシュッシュ！　シュッシュ！」

「そんなリズミカルに……！」

「俺のオナニー見せてやるから金払はらえ！　金払えよな！　俺のオナニー最高だろ！　ほら見ろ、見てみろよ！　目ん玉かっぽじってよーく見ろよ、それとも俺にオナニーするなってのか？　でも見たいって言ったのお前だぜ！」

「言ってないです……！」

　イックの目が濁にごってくる。

「言えよ、言ってくれ……俺のオナニーが見たいと言ってくれ。誰だれか、それで俺をイカせてくれ。俺はイキたいんだ……ウッ！」

　イックは……ようやく、イケたのだ。全すべてを出して。
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「この間は、錯さく乱らんしてすみませんでした……」

　イックは平謝りだった。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです……完成させてくれましたしね。ありがとうございました」

　そう返す、受取人の表情は硬かたかった。

　たっぷりヌいたので、イックはようやく平常心に戻もどっていた。

　自分はなにをしていたのか……おなにをしていたのか。

　次の作品を書かなければならない。

「……すみません、ホントに」

「いえ、もういいですから、次もいい作品書いてくださいね。時間ないですよ」

「はい……」

　次のタイトルはもう決まっている。ホラーだ。早さつ速そく机に向かう。

　──怪かい談だん筆おろし。

　書いた字を眺ながめる……うむ、いい作品になりそうだ。




　──カリカリカリカリ……カリカリ……

　──ガタガタガタ……




「先生？」

「ハイッ！」

「何をなさっているんです？」

「いえ……次が怪談物なので……ポルターガイスト的なものが……」

「早く書いてください」

「はい、カキます……」











華か早そう漏ろう曇どんのよもやま話（あとがきにかえて）









　皆みなさま、元気にイッておられるかな？　わしは華早漏曇と申す者じゃ。

　こんな手に取りづらい本を手に取ってくださって、まことありがたきこと。立ち読みしている方は、周囲の目もあろうから早はようお買い上げなさり、後は家でお楽しみくだされ。

　さて、あとがきを書くということになったが、非常に悩ましい。わしは自分を出してイクのが苦手でのう。それに、著者はあまり表には出ん方がよいという持論がある。

　あれはわしがまだ、色々な部分の毛も生えそろわぬ小こ坊ぼう主ずだった頃ころの話じゃ。女の子が主人公のちょっとエッチな絵巻物を楽しんでおったがその著者が男性ということを知った。

　愕がく然ぜんとした。なんて可愛いんだ、結けつ婚こんしたい……そう思ったヒロインが、まさか男の頭の中から生み出されたものだったとは……いや、わかっておる、わかっておる、その著者どのは悪くない。わしが狭きよう量りようだっただけじゃ。しかし、若さとは狭量なものゆえな。

　わしは己の著作には、なるべく我がを出したくないと思うようになったのじゃ。

　しかしあとがきとは、読者さまに礼を申す場でもあろう。ならば、素性を明かさぬのはまさしく失礼にあたろうて。ゆえに、少しだけ語ろう。

　わしは平へいアンッ時代に、人魚の肉を食べたゆえ不老長生を得た。その頃はビキニ水着を好んで着用しており、八百枚のビキニを所有しておったため、八や百おビキニと呼ばれておった。やがて仏門に帰き依えしてからも、長らく世の栄えい枯こ盛せい衰すい、人の儚はかなさを見つめ続けてきた。

　それが、わしという者じゃ。

　しかしまあ、こんな裏話は、イックーさんを楽しむ上ではなんの必要もない。

　わしはイックー早ソウ潤ジユンという人の咄はなしをカコうと思うたとき、世にあふれる様々な理り不ふ尽じんに対して怒りを抱かかえておった。だが、怒りをそのままにカイては何も面白うない。ゆえに、笑い飛ばしてやろうと思うたのじゃ。

　わしの無ぶ聊りようのなぐさみが、多くの方のなぐさみとなってくれれば、それが最高じゃ。望外の幸せよ。

　最後に述べておこう。これを本にしたいとイッてくださった、スニーカー文庫の具ぐ志し堅けんどのには、まことに感謝しておる。素のままの、てらいのないわしを認めてくださったことを、生しよう涯がい忘れることはないじゃろう。

　ではまた、次の絶頂でお会いしよう。さらばじゃ。


華早漏曇





































カバー・口絵・本文イラスト／コダマ

デザイン／伸童舎












イックーさん








華か早そう漏ろう曇どん





[image: ]





2017年4月1日　発行





(C)2017 Roudon Kasou, Kodama





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『イックーさん』

2017年4月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-002-301（カスタマーサポート・ナビダイヤル）

受付時間　9：00～17：00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/p041.jpg





item/image/p161.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p157.jpg
[HEodwsCF H)






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p033.jpg
[(DH | WS WS8R






item/image/p149.jpg
[ A2 S L5






item/image/p027.jpg





item/image/gaiji-n-daku-kata.png
/





item/image/gaiji-o-daku-you.png





item/image/p061.jpg
(.
FE AN

g
WY
/*





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第１話　蜜ツボの咄



		第２話　ハシでイク咄



		第３話　屛風でイク咄



		第４話　よい子はマネしてはいけない咄



		第５話　日本一長いモノの咄



		第６話　道具を使う咄



		第７話　あまりに罰当たりすぎてオチがぼやけた咄



		第８話　法と刑の咄



		第９話　イキ地獄五番勝負の咄



		第10話　はしやすめの咄、壱



		第11話　携帯花魁シリーズ吉原の咄



		第12話　用法用量を守って正しくお使いくださいという咄



		第13話　しったかぶる将軍さまの咄



		第14話　ある小坊主の咄



		第15話　とらいアスろんの咄



		第16話　猥談百物語の咄



		第17話　ヴーの咄



		第18話　妥当な値段の咄



		第19話　マンじゅうコわい咄



		第20話　はしやすめの咄、弐



		第21話　好きなことでイキてイク咄



		第22話　ハッ天神の咄



		第23話　オォーイエェェッスの咄



		【カきおろし】妖怪ナマしぼりの咄



		【コきおろし】盗まれた春画の咄



		【附録】「十返舎イック」



		第１話　イック？



		第２話　10ぺん射



		第３話　イック！



		第４話　10ぺん謝



		華早漏曇のよもやま話（あとがきにかえて）



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p181.jpg
[k F—xHHH>NCPE]






item/image/p211.jpg





item/image/p055.jpg
=]

189






item/image/logo-sneaker.png





item/image/p219.jpg
b
Xldoe h/n_ .%mn.luwm

o DD





item/image/toc-002.jpg
®e1ig
EYNT
®onls
B’
R’
&l
®INGE
#®oo
YN
goé
&
&Ny
%ﬁa
&
® Oy
&)
%75
&L
& Dy
&/

B

EIN

®Que

SN NP
ﬂ%ﬂ%&?ﬂ [CERRVER .4

£ 0L .r/r._ﬂuu:.o,
A Az/hmm.
f.;ﬁummm

lm.wm.:ﬁ

%5?&%@%.

125

141

PADRANLSSE
1L%¢»mm\%:

RNV o
e t.m.@mm:.ﬂ

N RN

Tu.:c.ﬁ.bl& “w\é.,:?Lf,rr@ ..... B
[Miig0 o] oS LB
[EF] [+ > Z
%1__5 NN D0y
%2_____" m { .N,..rm =3
%3___5 DN — e
%4___3. w ( hmﬂl &5

233227223 21 9

B0k 0B ob C - & MWD (Swzmuswy) o

235

[fodeRiE]

PIHBEER] (EGANADAK) FKGEER - &
W\ | K2 BE\SHEMI

| €] (FaRE) FKGEEY -7

&

OBEEHEL. F-FRETHEGF LR

ORBEMS LTORBELAHNTH S

103
LOHIMiND., HZTEDEERLE

REOHSBR

HB3VETHY E ST
G 22

<. BEOHME

[;

DRI E—EB.

ExT—
o TEERUE
FEHOL 4« ZNTIRERHY

BREHFAVLNATEY T A

L

HNKH R

Togiese] (eRarexe) 8837

SENEA B

MIERM (| )] (EgupexE) Sg-F
HONRER | 8

TR KN (RERRE) Hpmm -
BHR\KE B

HOBNRI) SMKQU0HT] HENNK
H\EEEN

| €40Q HFEEKOVR0M) ] whtik T
K\HREK E\vbainun

THIEIK 102 (FREK V08 )] w4tk F
K\ REK EN\Nvhsinun

B | 10 FERKOV0M) ] RALMK- T
K\ #PREK E\vh aiun

[ (oD Q) (W—11Nax0) #RE-F
F\TERE

TTELEE G,

Hho






item/image/p171.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
PISTE TN
e F o






item/image/toc-001.jpg
[1kkuu san]
LS o
o

p

O# - AXA 52 b/ 287
O# - AXF¥4> /aES





item/image/gaiji-o-daku-hira.png





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
s @ v . .
[4057 GeQeicnre@ QI RS UnQfBoreere ) N oitone &
(VR N S § S N S T NPT oy v,
NN AQeeeees t.,mwv..w. ...... ARAReeese

R SN NPT T RVYCY. S SN

I N
AL Ve





item/image/p049.jpg
%i@cmﬂp.ahhiix:(_ ¢ a\
hRHELWP (ym

(

Y (s
~,\.
)






item/image/kuchie-003.jpg
[EPNAA—— RED #&
WAC A J ANV 2R s

~ ey

#6550 e |

[t Q=+ BB CETRT
MR ERENE
SEUMSR ORI KON

wagpaN— 21 RN, LD\ uiiuse]

MR8 =l [T, (D0 VEShO |48
195088 [ 2 OKE S T < 2ENQ
EH4 22 B L Q L |

[ OB 4+ » A s
NSRS | 2O NQ—

ADNRANDN R~






item/image/gaiji-a-daku-hira.png





item/image/gaiji-mu-daku-kata.png





item/image/p081.jpg
1))t HHPCIR
15 SmVviews’ P

EHER Y © >
MoviIivily 2o

>4

[ ]






item/image/p233.jpg
[done Do) w6ty o m (L5






item/image/p238.jpg
S AEAR SR NN S —





item/image/p237.jpg





item/image/gaiji-ri-daku-kata.png
] )“





item/image/p193.jpg
(XML PpoHaegP)






item/image/gaiji-a-daku-kata.png





item/image/p073.jpg





item/image/p069.jpg
[(Hod s 8T ]






item/image/p223.jpg
[l > &) 5% =
N |_ yana/_u...m d — ﬂ AH_HT,.






item/image/p227.jpg
[+ doe > o] o
S wEeny o e DD
I =






item/image/p103.jpg
[V NN C R






item/image/p141.jpg
Q W=
[& DR FruAd]






item/image/p013.jpg





item/image/p133.jpg





item/image/p099.jpg
[0 LK HS ]






item/image/gaiji-o-daku-kata.png





item/image/p019.jpg





item/image/p091.jpg
A5 0wkl s €






item/image/p005.jpg
[ N4 C P






item/image/p125.jpg





